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これが今日の最後のビデオとなります。

【上映】

お疲れさまでした。長い時間ビデオを見ていた

だきありがとうございました。

今日の講演とは関係ありませんが、今のビデオ

を見ておりましたら、父のことを思い出して胸が

詰まってしまいました。娘って結構ファザコンな

んでしょうね。私にとって父はものすごく大きな

存在でした。殆んど口はききませんでしたが、何

か父が喜ぶことを一生懸命報告することだけが私

の生きがいでした。これができたよとか色んな物

を持って行くとうれしそうに黙って頷いてくれま

した。そのときの満足そうな顔を見たくて、私は

必死に色んなことをしました。研究もすごく頑張

りましたし、論文もいっぱい書きました。だれも

認めてくれなくても父が認めてくれれば、それで

いいと思っていましたので、父が亡くなったあと

は、仕事がしばらくできなくなってしまうくらい

落ち込みました。

本当は変ですよね。５５歳にもなって父のことば

かり引きずっているんですが、こんなに大きな

部分を父が占めてたんだなと今になって思いま

す。そして父が生きていたときよりも、今の方が

しょっちゅう夢の中に父が出てくるんです。です

から生きているときよりも近くなったような気が

しています。名刺入れの中にいつも父の写真をい

れているんですが、そんな感じでいつも私を見

守っていてくれる人、私が走れる原動力、それが

父なのかなと思いながら生きています。そういう

人がそれぞれの人にも皆いるはずですので、そう

いうことを子どもたちに気づいてもらいたいな、

自分が色々な子どもたちのそういう人になれれば

なというふうに思っています。

日本はとても便利で豊かな社会になりました。

しかし、前半部分で言いましたが、表面上は豊か

になっていますが、心は逆にすごく貧しくなって

しまったように思います。それが、子どもたちが

起こす問題の背景になっていると思います。

今日の講演の後半部分の最初にも申し上げまし

たが、私たちは全部の家庭を変えることはできま

せん。でも私たちにできることは、絶対にあるの

ではないかと思います。

今日は、私一人がグチャグチャと色々お話させ

ていただきましたが、でもそれを今回ご参加いた

だいた２００人近くの皆様方が、それを持ち帰って、

それぞれの地域で何らかの形で役立てていただけ

れば、１が２００に、そして２００がそれぞれの地域の

何百かになると１００倍、１０００倍、１万倍にもなる

と思えば、今日私ががんばって何時間も講演させ

ていただいた甲斐もあるかと思います。

そういう意味で、最後に、私が皆様方にぜひお

願いしたいのは、もし、今日の私がお話した中

で、どこか心に響くところがありましたら、それ

をそれぞれのお家あるいは地域にお持ち帰りいた

だきたいということです。そして皆様方が住んで

いらっしゃる全ての地域の子どもたちが、この最

後のスライドにあるような、すてきな笑顔がで溢

れるようになればいいなと思います。

以上で私の話を終わらせていただきます。どう

もご静聴ありがとうございました。

《参加者からの感想》

○自分の子育ての間違いだらけに気づかされまし

た。今後子どもに向き合い社会に出していける

よう、育てていきたいと思います。

○実際に人の心が動く活動をされている木原先

生、本当にありがとうございます。親も逃げる

姿勢ではなく、本気・本音で子どもとつきあい

たいです。

○「引き込む」講師の先生のお話に感銘をうけま

した。自分の息子や生徒たちの「生」を大切に

していきたいと思いました。子どもが生まれた

ときの喜びを思い出しました。木原先生のお父

様のビデオ、お話も心に残りました。
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○先生の愛あふれる授業を我が校でもしていただ

きたいと強く思いました。私は保護者ですが、

定時制の子どもたちはさまざまな悩みをかかえ

て学校に来ています。そういう子どもたちに、

先生の命の大切さの授業に触れさせてあげたい

です。

○木原先生の子どもたちに対するサーチの確かさ

に基づいたお話はとても説得力がありました。

自己肯定感が低いのは日本の子どもの特徴とも

いわれているのですが、本当に子どもたちの心

からの笑顔を見ていたいと思います。

○実践を見せていただいたのがとてもよかったで

す。たいへん深かったし、人の中心軸は子どもも、

親も社会も変わりなくしっかりとらえて大事に

していきたいし、伝えていきたいです。最後の

ＶＴＲの中の先生のお母さんお父さんの映像と

その横に先生が立たれていて、それがとても美

しかった。印象深く心のカメラにとりました。

○今日のような講義は心に残ります。講師の方の

受講する人たちのことを受け入れ、考えていく

道を作るということは、大切なことだと改めて

思いました。全国各地に広めてほしいです。

○子どもたちにお手本になる大人に、夢を与える

大人に、本気で大人ががんばらなければいけな

いなーと考えさせられました。木原先生、本日

はありがとうございました。

○木原先生にお会いするといつも元気と勇気をも

らえます。その優しい笑顔に、独特のお話の仕

方と変わらぬ情熱に…科学的データに基づいて

マーケティング、行動理論、問題解決、学習に

取り入れて心にしみこむ授業をする！！という熱

い思いに感謝いたします。ありがとうございま

した。とてもわかりやすく、資料も充実してい

ました。木原先生の話し方に説得力があり、優

しさもあり、いい時間を過ごすことができまし

た。高校生の息子ときちんと向き合っていきた

いです。
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２　東 京 地 区　（東京）

～子どもを取り巻く人間関係の回復と社会環境の充実事業～

「子どもを取り巻く人間関係の回復と社会環境の充実」

日　時　　平成２１年１２月１２日（土）１３：３０～１６：４０

会　場　　府中グリーンプラザ　けやきホール

主　催　　社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会

主　管　　東京都公立高等学校ＰＴＡ連合会

後　援　　東京都教育委員会

　　　　　東京都公立高等学校長協会

　　　　　東京都公立幼少中高ＰＴＡ連絡協議会

＜式 典＞

開会の言葉　　　東京都公立高等学校ＰＴＡ連合会会長	 高　橋　多佳子

主催者挨拶　　　社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会副会長	 相　川　順　子

来 賓 挨 拶　　　東京都公立高等学校長協会副会長	 浅　田　　　博

＜基調講演＞

テーマ　　「やる気ない、目標ない、授業分からない３ない高校生の現状」

　　　　　～全国高等学校ＰＴＡ連合会調査結果の報告と今後の展望～

講　師　　京都大学大学院医学研究科社会疫学　准教授　　木　原　雅　子　氏

＜シンポジウム＞

テーマ　　「子どもにやる気、意欲を引き出すには親は何をすればよいのか？」

コーディネーター

　　　　　京都大学大学院医学研究科社会疫学　准教授　　木　原　雅　子　氏

シ ン ポ ジ ス ト

　　　　　東京都北区就学前教育・保育推進アドバイザー	 犬　塚　順　子

　　　　　（社）東京都小学校ＰＴＡ協議会副会長	 木　口　裕　介

　　　　　東京都足立区立第十一中学校長	 笹　　　サヨ子

　　　　　豊多摩おやじの会　副会長	 坂　根　清　和

　　　　　東京都公立高等学校ＰＴＡ連合会副会長	 本　間　正　樹

東

京
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皆様、こんにちは。

本日は、ご多用中の中、それから師走の忙しい

中、このようにお集まりいただきまして本当にあ

りがとうございます。

主管として一言ごあいさつ申し上げさせていた

だきます。

「子どもたちを取り巻く人間関係の回復と社会

環境の充実事業」の一環としまして、本日、東京

地区高等学校ＰＴＡ連合会としてシンポジウムを

行います。

「親が変われば子どもが変わる」という視点で、

本日学んだことを、また地元のそれぞれの地域に

おもち帰りいただきまして、本日より、また新た

な気持ちで実践されることを、皆様方にお祈り申

し上げまして、本日のごあいさつとさせていただ

きます。

本日は、東京都教育委員会の後援、東京都公立

高等学校長協会からも後援をいただきまして、副

会長の竹早高等学校長　浅田博先生にご来席いた

だいております。また、東京都公立幼小中高ＰＴ

Ａ連絡協議会からも後援をいただいております。

本日は、今まで利用したことはございませんでし

たが、この府中グリーンプラザけやきホールにて

開催させていただいております。

では、しっかり学んでいきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。

皆さん、こんにちは。ただいま紹介をいただき

ました、社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会副会

長をしております相川でございます。

本日の東京地区のシンポジウムの開催に当たり

まして、東京都教育委員会、また東京都公立高等

学校長協会、そして東京都公立幼小中高連絡協議

会のご後援をいただきまして、今日、こうしてシ

ンポジウムを開催することができましたこと、改

めてお礼を申し上げたいと思います。

さて、本日のシンポジウムですが、全国５カ所

にて開催されております。ここ東京の開催が最後

の開催になります。このシンポジウムは、全高Ｐ

連の健全育成委員会の事業の一つとして、健全育

成委員会が中心となって展開をしている事業の一

つでございます。

この「子どもを取り巻く人間関係の回復と社会

環境の充実事業」は、１８年度から３カ年計画で実

施され、文部科学省の委託を受けて実施をされて

おります。昨年は、３年間の締めくくりとして「親

は子どもに何を伝えているのか、どう伝えている

のか」ということに関しましてアンケート調査を

行い、親子関係や人間関係のあるべき姿というこ

とで、木原先生からご提言をいただいております。

今年度は、この事業をさらに継続をいたしまし

て、高校生の生活や、その背景を探究して、子ど

もに共感的な関係性や、自己肯定感を気づかせる

ために、保護者である私たちが、子どもたちをど

う支援すればいいのかということで研究をすべ

く、調査を再度行っていただきました。

本日は、この事業に長年ご尽力くださっており

ます京都大学の大学院医学研究科で准教授をされ

ております木原雅子先生に、多忙なスケジュール

〈 主 催 者 あ い さ つ 〉

（社）全国高等学校ＰＴＡ連合会副会長　相　川　順　子　

〈 開 会 あ い さ つ 〉

東京都公立高等学校ＰＴＡ連合会会長　高　橋　多佳子　
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の中、本日のシンポジウムにかかわっていただい

ております。

また、シンポジストとして高校生の保護者の

方、子どもたちがそれぞれの年代でご指導いただ

いた先生方にお願いしております。子育ての問題

点などが、今回の調査結果と合わせて見えてくる

ものがあるのかなあと思っております。

また、全高Ｐ連では、進路対策委員会が中心と

なってリクルートとの共同事業であります高校生

と保護者の進路に関する意識調査ということもさ

れております。そこでは、高校生と保護者の進路

に関する、親子のコミュニケーションのよりよい

あり方を研究していくということで事業を進めて

おります。

今、皆さんもご存じのとおり、社会情勢は非常

に厳しいものがございます。このような状況を克

服していくためにも、しっかりと親子でのコミュ

ニケーションということをとっていくことが求め

られているのではないかと思います。

木原先生の、これまでの調査報告の中で、親を

含む大人との信頼関係の欠如が、子どもたちのや

る気のなさにつながっていて、さまざまな問題に

関連しているということが報告されております。

そして、子どもたちの未来というのは、私たち

大人にかかっていると言っても過言ではないとい

うことで締めくくられております。私も全く同感

でございます。

私たち保護者は、ＰＴＡ活動を通して、子ども

たちが自分の夢をかなえるために支援していくと

いうことが、私は最大の目的であると思っており

ますし、私たちは子どもたちの最高の応援団であ

るというふうに思って活動をしてまいりました。

今日ご出席の皆様方にも、このシンポジウムを

通しまして、保護者のあり方について多くのこと

を学び得ることをご祈念申し上げまして、簡単で

はございますが、ごあいさつといたします。

東京都公立高等学校長協会を代表いたしまし

て、ごあいさつ申し上げますが、勤務は竹早高校

に勤めておりますので、進学校に勤務している者

として、きょうのテーマに関連して一言ご報告も

させていただきたいと思います。

高等学校は、今、キャリア教育、どのような生

き方、人生の目標をもつかということを、進めて

いますが、社会人講演会のように、本校の場合で

すと、来年１１０周年の学校でございますので、大

先輩をお呼びして、仕事のつらさ、そしてやりが

い、大学時代、高校時代の過ごし方等、力を入れ

てやっております。しかしながら、質問というコー

ナーになりますと、あれだけ熱意のある講演を

やってくださったので、校長から言わせてもらう

と、いくらでも質問したいなと思うのですが、残

念ながらあまり出ないというときもございます。

そして、出る質問で比較的多いのが、「年収はい

くらでしょうか」と。それは生徒が何か質問しな

きゃいけないかなと思って言っているのかもしれ

ないのですが、進学校の中で、昨日も模擬面接を

やったのですが、看護師さんになりたいと言っ

て、熱意をもってやっている子もいるんですが、

全体として、やはり収入ということが結構大きく

出てまいります。

したがって、きょうのテーマで申し上げます

と、年収何千万円以上、いい生活をしてというよ

うな目標、目的はあります。したがって、その目

標に対してやる気はあります。そして、そのやる

気に対して、有名な大学へ行かなければいけない

という意味で、勉強もやりますし、教科を理解し

ます。これは、一見「３ない高校生」ではないか

もしれないのですけれども、私たちは、それでい

いのだろうかということを考えて、さらにキャリ

ア教育を進めているつもりでございます。

今日のテーマでは、目標ない、やる気ない、授

業が分らないという生徒さんをどうするかという

〈 来 賓 あ い さ つ 〉

東京都公立高等学校長協会副会長　東京都立竹早高等学校長　浅　田　　　博　
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こと、一見「３ない高校生」ではないようだけれ

ども、本当に「３ない高校生」でないのだろうか

というところも、進学校としては責任をもって

やっていかなきゃいけないことだと思っておりま

す。

この事業の社会環境の充実という点に関します

と、私はマスコミのあり方に非常に危惧を感じて

おります。マスコミについては、有害情報ですと

校長協会としても団体として、非常に批判しやす

いのですが、有害情報とはいえない情報にあふれ

ている場合、これをＰＴＡの方々と協力していい

マスコミにしていくためには、非常に大きな力が

要るし、協力が必要だと思っております。

典型的な例は、最近のゴルフの賞金王、賞金女

王の大合唱でございます。マスコミが、スポーツ

に対して何をなしたかではなく、１８歳の少年が幾

ら稼いだかというような形で、どのチャンネルを

回しても、どの新聞を見ても、そのようなことに

あふれております。

先ほどの質問に戻りますと、生徒に年収の質問

をするのは情けないねと言うのは簡単なんです

が、それは、我々大人のマスコミを含めての責任

ではないかなと思っております。

そういう意味で、皆様方と一緒に考えていきま

して、校長協会のほうも生徒を全力で支援してい

きたいと思っております。

非常に簡単ではございますが、本日はお招きい

ただきまして、ありがとうございました。

皆さん、こんにちは。本日は、このような大き

なシンポジウムにお招きいただきまして、ありが

とうございます。それから、土曜日というお忙し

い中、お集まりいただいた皆様方に、心から感謝

申し上げたいと思います。

それでは、今、私の紹介を少ししていただきま

したが、私からも少し自己紹介を加えまして、そ

れからお話を始めたいと思います。

私は、きょう、３つの立場でお話をさせていた

だこうと思っています。

一つは、研究者としての立場から。もう一つは、

教育者としての立場から。そしてもう一つ、３つ

目の立場は、きょう、お集まりの皆様方と同じよ

うに、保護者ですから母親としての立場から。

そういった３つの立場でお話をさせていただこ

うと思います。

それでは、まず、子どもとのかかわり方、それ

から、子どもへのどういった指導をしたらいいの

かということを考えるときは、まず、相手を知る

ことから始めなくてはならないかなというふうに

思います。

私の専門というのは、予防教育学といいまして

子どもさんたちや患者さんたちが自発的に、自発

的に行動を変える、それをお手伝いする指導方法

の開発というのが専門です。

それでは、まず「やる気ない、目標ない、授業

分からない３ない高校生の現状」という形で、今

年度行われました、全国高等学校ＰＴＡ連合会の

調査結果のご報告と、では、これに対してどんな

ことができるのかというのを、今後の展望につい

てお話をさせていただきたいと思います。

それでは、「高校生の学習状況」ですけれども、

〈　基　調　講　演　〉

やる気ない、目標ない、授業わからない３ない高校生の現状

京都大学大学院医学研究科社会免疫学　准教授　木　原　雅　子　
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きょう、お集まりの保護者の方で、ご自分の子ど

もさんがどれくらい家庭学習をしているというふ

うに思ってらっしゃいますでしょうか。お部屋に

入っている時間ではなくて、家庭学習をしている

時間です。これは、塾での勉強の時間も含めてい

ます。それを含めますと、一番多いのが、この全

くしないという子どもたちです。男子の５４％、女

子の４５％ですから、かなりの割合になると思いま

す。高校２年生ですよ、これ。大学受験までもう

ちょっとあると思っているのかわかりませんけれ

ども、全くしないという子どもさんがこれだけい

るということ。

平均しますと、男子の１日の家庭学習時間は、

１．６時間、女子の１日の家庭学習時間は１．７時間。

そして、先ほど言われた３時間以上という人は

９％、６％ですから、ものすごくちょっとしかい

ません。これは、先ほど手を挙げていただいたと

おりのような感じがします。

それでは、授業がわからない、授業についていっ

てない生徒さんたちはどれぐらいいるのか。

まず、ここで見ていただきたいのは、この授業に

ついていけない、わからないことが、毎回わかりま

せんという方と、それから、わからないことがよく

あるということを合わせますと２５％。４人に１人の

子どもたちは、全然ついていっていません。

そんなにたくさんの子どもたちがついていけな

い。これは、高校２年生です。

では、いつごろからついていけなくなったのか

を振り返ってみます。

まず、小学校でついていけなくなった子どもさ

ん、どれくらいいるのか。１０％弱います。ここか

らついていけなくなると、後、すごい大変です。

私、面接で子どもたちとお話ししますけれども、

まず、掛け算ができない、そして片仮名が書けな

い、そして足し算、引き算、掛け算、割り算の順

序、どれを先にするかというのがわからない。そ

れで、高校生ですからね。

ですから、そこの段階でやる気が出たとして

も、一からやり直そうとするのは、すごい大変な

んです。だから、この小学校でついていけなくな

る子どもさんたちが、これがゼロになるような教

育というのを、私はすごく望んでいます。

そして、中学校１年生でついていけなくなり始

めた、中学校２年生、これ多いんですね。１５％ぐ

らいいます。中学校３年生。そして、高校１年生、

高校２年生になりますので、多いのは、ピークは

中学校２年生と高校１年生です。

中学校に入りました、小学校と違う環境で緊張

しています。ここまでまだ緊張しています。そし

て、２年生になりました、中学校生活に大分なれ

てきました。そして、高校入試までまだもうちょっ

とあるのでというところで、多分、この辺は親も

安心するし、子どもたちも何となくゆったりし

ちゃう時期じゃないかなと思います。

そして、一生懸命高校受験の勉強をして高校の

授業を受けてみて、やはり中学校の勉強と高校の

勉強は全然違いますので、そこでついていけなく

なる子どもさんたちが３割もいる。ですから、こ

のつまずきが、この中２の山、高１のこのピーク、

これを少しでも減らすようにしないと、あと受験

勉強を始めましたといった時には、間に合わなく

なります。

でも、何が一番大切かといっても、私が一番感

じるのは小学校です。特に、私は小学校の中でど

の学年が大切かというと、４年生が一番大切だと

いうふうに思っています。９歳から１０歳くらいだ

と思いますけれども、１けたの年齢から２けたの

年齢になる変わり目です。思春期に徐々に入って

いくときですので、自我の形成もあります。その

ときに、うまいことそれを乗り越える子どもさん

とちょっとつまずいちゃった子どもさんというの

は、後の人生が大きく変わっているなというふう

に思います。

次、携帯です。子どもたちは、携帯にしがみつ

いております。

では、どれくらい携帯を使っているのか。見て

いる時間も含めて携帯使用時間を聞いてみまし

た。そうすると、どうなったか。

４時間以上という子どもたち、こんなにいま

す。２割から４割ぐらいいますけれども、平均し

ますと男子の１日の携帯使用時間、２．８時間、女

子の１日の携帯使用時間、４．２時間、これ先ほど

の学習時間と比べて何かすごくショックではない

ですか。これで、学力低下するといっても当然で

しょうという感じはします。

こういった形で、携帯に浸っています。とにか

く携帯とともに生きる人々という感じになってい

ますので、そのともに生きる人々に聞いてみまし
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た。携帯をどれぐらいそばに置いているか、手に

持っているか。

一番多いのが２４時間なんですね。とにかく離さ

ない、トイレに行くときも持っている。そして、

お風呂に入るときだけは脱いだ服の上に置いてい

る。それ以外、寝るときもずっと一緒にともに寝

ているという感じですので、一番大切なものみた

いです。平均しますと、男子は１日に１３時間、女

子も１３．５時間となります。ものすごい携帯依存み

たいな状況です。

今度は、子どもたちに、あなたの保護者、お父

さんとお母さんは、携帯をどんなふうに使ってま

すかというのを聞いてみました。

子どもが親に話しかけているとき、保護者が

メールしていることがありますかと聞きました。

そしたら、何と２５％ぐらいの子どもたちが、よ

くある、ときどきあるというふうに答えていま

す。結構多いと思います。先ほどの４人に１人の

割合になりますので、多いかなと思います。

そして、こういった回答をした子どもさんと親

の側は、そういったメールをしてないとか、ほと

んどない、全くないという子どもさんたちと、こ

の分とこの分を比較してみました。そうすると、

こちらの群のほうが、この子どもさんたちのほう

の携帯を使う頻度が、使用時間がすごく長いで

す。そして、この子どもたちは、親に対する信頼

感、すごく低いです。

そして、子どもたちの意識、精神状態、心理状

態ですけれども、何かとても打ち込んでいるもの

がありますかという質問です。それに対して、「あ

る」と答えた人が、男子６５％から７０％ぐらいです

かね。女子が５５％ぐらいなので、女子のほうが大

分少ないと思います。

目標があるか。これは、男女とも余り変わらな

かったと思います。男女とも７０％から７５％ぐらい

は何か目標があるというふうに答えています。

今度は子どもたちに、「あなたが今、一番スト

レスを感じていることは何ですか」という質問を

いたしました。それを聞きますと、一番ストレス

を感じているのは、何と勉強だそうです。

そして、男子と女子は変わります。男子は、２

番目がストレスなし、とっても大らかな世界に生

きています。何かこれ、うれしいですね、ストレ

スなしというのはうれしいのですけれども。３番

目が、男子は部活のこと、そして、その次はその

他になって、そして、あと友人ぐらいになります。

女子の場合は、２番目は友人関係で悩んでいま

す。ですから、男子と女子では、ストレスの原因

というのが違っているなというふうに思います。

こうやって悩んでいるわけですけれども、こうい

うふうに男女が違っていました。

次、「あなたは自分の人生に満足しています

か。」人生といっても１６歳ですけれども、ものす

ごく大げさに聞いてみました。何と、やり直した

いという子どもさんたちが４割から５割。そし

て、わからないも含めると７割近い子どもさんた

ちが、自分の人生に満足していません。

そして、「人生をやり直せるとしたら、いつに

戻りたいか。」小学校入学前に２０％ぐらい戻りた

いと思っています。そして、あと小学校の低学年、

小学校の中学年、小学校の高学年、そして、中学

校。中学校に戻りたい子たちが半分くらいいま

す。そんなに早くやり直さなくたって、今からの

人生を変えたらいいのにと私は思うんですけれど

も。

そして、子どもたちに「３つの願いは何ですか」

という質問をしているんですね。ものすごい沢山

の割合で人生をやり直したいというのが、３つの

願いの中の一つに入っています。

その後、自分に対する評価、自己肯定感はどう

なっているか。

全体としてみたら自分のことが好きか、自分に

いいところがあるか、自分はつまらない人間だと

思うことがあるか。これに対して、とても嫌い、

あまり好きじゃない、あるいは全くない、少しし

かない、そして、自分はつまらない人間と思うこ

とがよくある、時々思うという人たちを見てみる

と、全部女子のほうが自己肯定感低くなっていま

す。何か、女子、一見元気そうに見えるんですけ

れども、今回の結果は、女子が低いという結果に

なりました。

今度は、高校生にやる気はあるのか、意欲があ

るのか。

最近、何に対してもやる気が出ないことがあり

ますか。かなりある、よくあるという、悲しくな

るような子たち、いっぱいいます。２５％、３０％近

くいます。２割から３割いて、そして、あと、こ

れも女子のほうが多いです。
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最近、何に対しても面倒だと思うことがありま

すか。これもよくある、かなりある、これで４０％

ぐらい。何かもう若年寄みたいになっちゃってい

ますけれども、そういった状況です。

それでは、ここから、授業がわからないといっ

た子どもたち、授業についていけない生徒さん

と、ついていってる生徒さんの比較という形で

やってみたいと思います。

その子どもたちの幼少期、小学校低学年はどう

なるか。友達と一緒に遊んでいます。友達は疲れ

はてて寝ています。でも、背筋をシャンと伸ばし

てゲームに熱中しています。友達が寝ても、なお

ゲームという感じですね。このゲームをどれぐら

いしているか、まず、２時間未満、２時間から３

時間、３時間以上。ゲームをしている子のほうが

授業についていけません。

ゲームをしているときの脳の状態というのを

ちょっとご紹介しようと思います。　これは、ゲー

ムをしているときの、子どもたちの脳の状態で

す。このグレーのところは、脳は使われていませ

ん。活動してない状況です。色がついているとこ

ろが活動しているところです。ほとんど活動して

いないということがわかると思います。どんどん

赤に近い色になると活動していますけれども、赤

い部分なんて全然ありません。ほとんど脳を使っ

ていないという状況です。

そして、そうではなくて文章を書いているとき

はどうなるか。これは、びっくりしました。文章

を書いているとこんなに変わるんです。

ですから、脳が、これはさっきと全然違います

ね。こういった状況ですので、脳が活動をしてな

い状況というのは、小さいころからずうっと続く

と、それはちょっとまずいのかなという気がしま

す。例えば、使わない器官とか、使わない筋肉と

か、使わない神経回路というのは衰えていく可能

性があるんじゃないのかなというのは、ちょっと

思います。

今回の調査結果から見る限りにおいては、ゲー

ムをすると授業についていけない子たちが多いの

で、ゲームと脳の働きというのは、いい方向には

動いているとは、あまり思われないかなというふ

うに思います。

現在、高校時代ですけれども、このようすです。

まず、勉強時間との関係です。これは当然のこ

とですけれども、勉強している生徒さんのほうが

ついていけていますし、でも、これはもしかした

ら、ついていけないから、もう授業がわからない

から勉強してないという可能性もありますので、

どっちがどっちかわからないというふうに思いま

す。

そして、１日にどれくらい携帯を使っている

か。これは、携帯を使っていないほどついていけ

ています。そして、この携帯というのは、勉強だ

けに関係しているわけじゃなくて、そのほかの危

ない性行動とか、それから万引きとか、いろいろ

なものと関係しています。携帯の使用時間の長い

子ほど、いろいろなリスク行動をとっています。

これは、どうしてかは私にはわかりませんけれ

ども、生活自立度なんですけれども、「インスタ

ントでなくて、自分で作れるお料理があります

か」と聞いたら、お料理できるという子どもたち

のほうが授業についていけます。

あと、朝、ちゃんと自分で起きている子どもさ

んたちのほうが、ついていけます。そういった、

自立している子どもさんのほうが、授業について

いけます。

次、精神状態。

全体としてみたら自分のことが好きか。これを

見ていきますと、自己肯定感が高い生徒さんのほ

うが、ちゃんとついていけます。ついていけるか

ら高いのか、どっちかわかりません。

そして、やる気ですけれども、これも当然の結

果といえば当然の結果ですけれども、やる気のあ

る生徒さんたちのほうが授業についていける。一

生懸命やろうとする意欲がある人のほうがついて

いけます。

そして、人生の満足度。目標があるか。目標が

ある人のほうが、授業についていけます。そして、

人生に満足している生徒さんたちのほうが、これ

のほうが差がありますね。人生に満足している生

徒さんたちのほうが授業についていけます。

それでは、周囲の人との人間関係ですけれど

も、まず、友達との人間関係です。友達は、信頼

できる友達がいる人のほうがついていけます。

そして、信頼できる先生。学校に信頼できる先

生がいる子どもたちのほうがついていけます。

そして、あと、本当に困ったときに守ってくれ

る大人がいる人のほうが、授業についていけま
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す。

そして、保護者への信頼感と授業についていけ

ているかどうかの関係ですけれども。保護者との

信頼関係が、信頼をしているほど、ちゃんと授業

がわかっているという結果ですね。

そして、全くここからそれますけれども、では、

勉強できている子、例えば進学校のように、１日

の勉強時間がすごい長い、成績もかなりいい、そ

ういった生徒さんたちは、じゃ、問題がないのか

というと、実はそうではないんです。

私、とっても不思議だなと思ってたんですけれ

ども、例えば、危ない性行動、相手が何人もいる

とか、それから全然予防をしないで性行動をとる

とか、そして、あと万引きをするとか、そういっ

た調査をすると、それを成績に分けると２つ山が

あるんです。成績が真ん中より下目のほうに一つ

の山があります。そして、もう一つの山は、成績

がすごくいい子のほうに山がもう一つあるんで

す。その山は、成績が下目のほうの子どもの山よ

りも時々高かったりするんです。ですから、決し

てその成績のいい子たちが何も問題を抱えてない

んじゃなくて、ただ、問題を抱えているというか、

いろいろなリスク行動をとっていることを、この

成績が下目の子どもさんたちよりもうまいこと隠

せます。隠すすべもたけているという感じはしま

す。

知らないのは学校の先生と保護者であって、子

どもたちは、遊んで、きちんとした時間に、ちゃ

んとして帰っていくんですよ。ですから、だれも

わからないような遊び方ができます。

そういった２つの、二極化している層がありま

す。そして、その成績がよくて、危ない行動をとっ

ている生徒さんたちには特徴があります。男子と

女子が全然違うんですね。

男子のほうは、自己肯定感がめちゃめちゃ高い

です。ちょっと高過ぎるので、これは、全く周り

の空気が読めてないなという感じの、自意識過剰

というか、自信過剰みたいな方なんですけれど

も、そういう子たちが、ものすごくいろいろな危

ない行動をとります。ものすごく活発な性行動も

とりますし、しかも、進学校に行っているとモテ

るんですね。そういったので、相手がたくさん群

がってきますので、意外とそういうのは活発で

す。あと、女子のほうは、成績がよくて、危ない

行動をとっている女子の特徴としては、今度は男

子と全く違っていて、自尊感情はすごい低いで

す。この子たちは、何か心にすごい大きな悩みを

抱えていると思うんですけれども、割とこちらか

ら見るとうつ状態の初期状態みたいな感じで、そ

して、自傷行為とか、そういった行為をしていた

りします。

そして、ただこれだけ表面上は違う、成績がよ

くて問題行動をとっている子どもたちですけれど

も、その男女が共通している部分があるんです。

共通している部分は、どちらの子どもたちも、親

への信頼感がものすごく低いということです。イ

ンタビューをしたときに、どんな大人になりたい

という質問をしたんですね。そうしたら、どんな

大人になりたいというのはない。何かないと聞い

たんです。なりたくないのだったらあると言われ

て、なりたくないのは何と言うと、うちの親みた

いにはなりたくないと言われたんですね。

でも、それってすごく悲しいなと思ったんです

よ。ですから、そこら辺から子どもたちの後ろ側

にあるのは、保護者の大切さというのがあるかな

というふうに思いました。

私はＷＹＳＨ教育というのをしていますけれど

も、一言で言うと、子どもたちが元気になる教育、

そういった形です。

こ れ は 何 か と い う と、Well-being of Youth in 

Social Happiness. 子どもたちが幸せになる教育

という形ですけれども、もともとは危ない行動を

とらないように、リスク行動を抑えるという目的

から始まったんですけれども、そのためには、子

どもたちが夢と希望をもたないとだめなので名前

を変えました。

この教育は、調査に基づいて教育効果が確認さ

れて、これまでに１２万人の子どもたちに授業をし

て、そして、効果が科学的にエビデンスを得られ

ている教育というふうに思ってください。

どういった特徴があるか。まず、知識大きく上

がります、意識も変わります、行動も変わるんで

すけれども、自己肯定感も上がります。それから、

不登校気味の生徒さんたちが、この教育を行った

ら、去年から今年にかけて行いましたらば、不登

校気味、あるいは別室登校の子どもさんたちが１０

分の１に減ったという学校もあります。

プロセスの間には保護者の方からもすごい批判
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を受けましたし、新聞社からもこんな教育やって

いいのかという批判を受けましたし、いろいろ批

判を受けて、最後に残ったものです。とにかく、

子どもたちに一番いい教育をと考えています。

今、その教育が広がっていて、全国の４２の都道

府県で行われています。

特徴は、子どもたちの現状をきっちり、今回み

たいにちゃんととらえること。まず、現状を知ら

ないとどうしようもありませんので、そして、教

育をした後に、本当に効果があるかどうかをきち

んと調べて、教育効果がないものはやらない。教

育効果のあるものは継続するという形で、どんど

ん毎年、毎年改善を重ねているという教育です。

ここの中で教えることは、一生心に残るもの。自

分の人生について考えることというような教育を

しています。

ですから、科学的に行いますし、実際、この授

業を行う先生方には、科学だけでは絶対に人は動

きませんということをお伝えしています。科学プ

ラス、その先生方が心を込めてくださいというの

を頼んでやっています。

例えば、きょう、やる気を起こすにはどうした

らいいかということですけれども、まず一番最初

は、それぞれの子どもたちの自己肯定感を上げな

くちゃいけないというところがあります。このＷ

ＹＳＨ教育のゴールは何かですけれども、まず、

１段階目、一番基礎になるのが、安心できる人間

関係を子どもたちに築いてあげること。その安心

できる人間関係の上に、子どもたちは自己肯定感

を築き上げていきます。すべての子どもたちのい

いところを見つけて、そして、自分に自信をもつ

こと。

そして、あとは社会で自立してちゃんと生きて

いかなくてはいけませんから、そこの土台ができ

た上には、今の社会には、こんなたくさん危ない

ことがあるのよというのを伝えてあげなくてはい

けません。人ごとじゃないですよということを伝

えてあげなくてはいけない。

そして、その後、どうしたらいいかというのが、

子どもたち自身に考えてもらうという方法をとり

ます。そうしないと、指示待ち人間になっちゃい

ますので、ちゃんとここまで言って、こんな世の

中は危ないんだから、これしちゃいけない、あれ

しちゃいけないというのは一切言わない教育で

す。これが危ない、あれが危ないというのは言い

ますけれども、じゃ、どうしたらいいかは、自分

たちで考えてみましょうという形の教育を行って

います。

日本は、今とても便利な社会になりましたけれ

ども、きょう、お話ししましたように、表面上の

豊かさの中で、子どもたちの心の貧困というの

が、子どもたちの周りの心の貧困というものが子

どもたちのいろいろな問題を起こしているかなと

いうふうに思います。

では、私たちにできることは何なのか、それは、

その社会のひずみの中でおぼれそうになっている

子どもたちの土台になること。そして子どもたち

を守る人と人とのつながりをつくることではない

かなと思います。

それがつくれるかどうか、子どもたちの未来が

変わると思いますので、きょう、ご参加の皆様方

が何かできることから始めていただければなと思

います。

そして、東京都のすべての地域で、このような

笑顔があふれることをお祈りしています。
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＜木原＞本日のシンポジウムは、先ほどのお話の

続きみたいな感じなんですが、「子どものやる気、

意欲を引き出すには」というテーマでお話を進め

させていただきます。

それでは、最初のご発表を、犬塚順子先生。元

幼稚園の園長先生でいらっしゃいます。

では、犬塚先生、よろしくお願いいたします。

＜犬塚＞ご紹介いただきました、犬塚順子でござ

います。

私は、先ほどご紹介いただいたように、初めは

私立幼稚園で１０年間、その後、公立幼稚園で２８年

間仕事をしてまいりました。この３月に定年退職

いたしまして、ただいま、区の就学前のアドバイ

ザーということで、幼稚園や保育園にかかわる仕

事をしております。

それこそ、私が仕事をした当時は、子どもが本

当にたくさんいました。昭和４０年代でございます

から。今のような少子化を全く考えていなかった

というのが、私のすごい想像もしなかったことで

ございます。

今、ゼロ歳と１歳の乳児の保育園への希望者が

大変多うございます。都全体でも、待機児がおり

ますけれども、そんなふうに、女性の社会進出だ

けじゃなくて、今は経済的な面も含めて保護者が

仕事に出るということが多い時代になったんだ

な、それも大きな変化だなと思っております。

保育園に行くということになりますと、やはり

お父さん、お母さん、両親とかかわる時間が子ど

もが本当に少なくなっているんじゃないかと。

それで、私たちのほうは現場を抱えながらアド

バイスはしておりますけれども、やはり子育ての

最終責任者というのは保護者なんだということを

ちゃんと踏まえてお手伝いをしたり、それからと

もに考えたりしていきたいなというふうに日々

思っているところでございます。

意欲をなくしてしまった経験をお話します。

それは４歳児の子でしたけれども、絵をかいて

いたときに、友達が、「変なの」って一言言った

んです。普通だったら、そのとき、そばにいる教

師がそんなことないよねとか、ここはすてきだね

とか、そんなこと言っちゃったらちょっと悲しい

よねなんていうフォローがあるんですけれども、

たまたまそこにいた担任が、新規採用ということ

もあったので、私たち側のフォローがなくて、そ

のときを過ごしてしまったんです。振り返ってみ

たら、そういう一言で傷ついちゃったんですね。

まだまだ４歳児ですと園に来れば、先生との信頼

関係が一番大きいですから、幼児の心というの

は、本当に一言、そのことでもう長く後に引いて

しまうということがあります。

ですから、過保護はいけませんけれども、やは

り愛情たっぷりに育てていただきたいというふう

に思っています。

あと一つ、私たち特に幼児教育者は、絵本は心

の栄養というふうに思って、絵本の読み聞かせを

大切にしています。やはり本を通して園でしたら

先生とのつながり、それからご家庭でしたら、ご

両親、読んでくださる方とのつながりの大きな媒

体になっていると思うんですね。

子どもの心は柔軟ですから、そのときに聞いた

生の声で、幾ら字が読めるからといっても絵を楽

しんだりとか、行間だとか、間を楽しむには読み

聞かせではなくてはいけないと思っているんで

す。特に日本語の美しさを伝えるにもそうだと思

〈 シ ン ポ ジ ウ ム 〉

「子どもにやる気、意欲を引き出すには親は何をすればよいのか？」
コーディネーター　木　原　雅　子　京都大学大学院准教授

シ ン ポ ジ ス ト　犬　塚　順　子　東京都北区就学前教育・保育推進アドバイザー

　　　　　　　　　木　口　裕　介　（社）東京都小学校ＰＴＡ協議会副会長、文京区昭和小学校ＰＴＡ会長

　　　　　　　　　笹　　　サヨ子　東京都足立区立第十一中学校学校長

　　　　　　　　　坂　根　清　和　豊多摩おやじの会副会長

　　　　　　　　　本　間　正　樹　東京都公立高等学校ＰＴＡ連合会副会長
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うんですけれども、それをしていただくというこ

とが、とても大切ではないかなというふうに思っ

ています。

＜木原＞私も、絵本の読み聞かせは小学生には昨

年度行ったんですけれども、やはり大きくなって

でも、自分で読めても読んでもらうときって、す

ごくうれしそうな顔をするんだなって思います。

本当に先生のおっしゃっているとおりだなという

ふうに思ってます。

それでは、今度は小学校の保護者のお立場で、

文京区立昭和小学校ＰＴＡ会長の木口裕介様、よ

ろしくお願いいたします。

＜木口＞皆さん、初めまして、木口裕介と申しま

す。

師走になりまして、きょう、私は午前中、地域

のお餅つきに参加をしまして、たくさんの子ども

たちと触れ合いながら、こちらの会場に来ました。

私には、高校１年生の息子と、現在小学校５年

生の娘、２人の子どもがおります。私は、中小企

業の社長をやっておりますので、なかなか子ども

たちと向き合える時間が少ないということで、そ

んな中でいろいろな時間を利用しまして、子ども

たちの気持ちを、うちの子どもだけではなくて、

昨今、学校教育事情を照らし合わせながら、子ど

もたちが過ごしやすいと思う学校を１校でも多く

ふやしたいという思いから、今、昭和小学校、ま

た文京区のＰ連の会長を経て、現在は社団法人東

京都小学校ＰＴＡ協議会の副会長をしております。

そして、きょうのテーマであります、子どもの

やる気、意欲、またあるいはその逆であるやる気

をそいでしまったというようなことで、私の子ど

もに置きかえて少しお話をさせていただきたいな

と思います。

私は、子どものやる気というのは恒常的に続く

ものではないと思っております。何回も何回も同

じことを繰り返し教え、角度を変えながらアプ

ローチを投げかけてあげることが大事であり、ま

た大切ではないかなと日々心がけているような次

第です。

そして、またほめることによって意欲をもたせ

ることは、とても大事ではないかなと思っており

ます。

そんな中で、うちの子どもが友達に手紙を書く

ために机に座った、そのときの事例ですけれど

も、やはり友達に手紙を書くことはとてもいいこ

とです。ですから、何を書いているのと声をかけ

てあげたりとか、ちなみに、それが終わった後、

次はどんなことをやるのかなというような会話を

もちます。また、共感をもたせためには、やはり

お父さんは一生懸命仕事をしているよといったよ

うな思いをもたせながら、子どもに勉強を積極的

にやらせるようなことを、期待をもたせながら伝

えているようなことです。

子どものやっているプロセスについても、十分

理解をし、評価をしてあげることが、私は重要だ

と考えておりますし、それを念頭に置き、日々心

がけております。

また、どんな小さな目標であっても、達成する

ことがとても意義のあるものだということを語り

ながら、ほめて自信をもたせているような状況で

ございます。

また、ほめてやる気の出る娘とは反対に、高校１

年生の息子は、最近では勉強に対しても、生活態度

にしても、全くやる気がなく、正直私からも、うち

の家内からも注意され、怒られることばかりで、全

くほめるところがないというような状況です。

先日は、私も、話しているにもかかわらず、勝

手なことばかりしている子どもに、やっぱり手を

上げるような次第でございました。何度も注意さ

れて、怒られて、おもしろくないのかわからない

けれども、どうして、自分の生活態度や勉強に対

して、こうなってしまったんだというような問い

かけもしてみます。

そうすると、やはり一番の反応は、友達が、例

えばゲームセンターに行っているから一緒に行く

んだよと。○○君が一緒だから、じゃ、何で一緒

にやるんだというようなことで、いろいろ話をし

ましたけれども、やはり本人の思いと、私がもっ

ている親の思いというのが、若干すれ違っている

部分があるのかなと。そういうことで、１時間と

か、１時間半ぐらいですかね、常に話をしたりと

かしてます。

子どもはやっぱり親から離れて部屋にこもるこ

とが多いですね。そうすると、来なさいよと言っ

ても、何で来て、何でこんな話をしなきゃいけな

いのかという、そういったようなすれ違いがあっ

て、逆に、私は子どもの部屋に行くような時間を
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たくさんつくってます。

そうすることによって、少しでもコミュニケー

ションや、今、子どもが何を考えているかという、

そういったようなモチベーションを少しでも、や

はりお互いの共感で、わかり合ったほうがいいの

かなと、そういう思いでございます。

やる気を引き出すには、やはり子ども自身、親、

先生といった周りの認識が共通のものにならなけ

れば、現代の子どもたちには伝わらないのではな

いでしょうか。

＜木原＞保護者の方の率直なご意見で、しかも高

校生の息子さん、そんなに何でもはい、はいという

年齢では絶対ありませんので、私も中学校、高校の

ときは、本当に苦労しましたので、その真っただ中

にいらっしゃるお立場を、そのまま等身大でお話し

してくださいましてありがとうございます。

それでは、続きまして、３番目のシンポジスト

の方ですけれども、足立区立第十一中学校の笹サ

ヨ子校長先生にお話をお願いいたします。

＜笹＞皆さん、こんにちは。足立区立第十一中学

校、校長職１０年目で、３８年の教師生活にこの３月

で退職ということで、こういう機会を与えていた

だきまして、本当にありがとうございます。

実は、校長室に、保護者の皆さん、それから子

ども、悩みを抱えた人、来ることがそういえば多

くなったなという思いがいたしております。その

中で、やはり一緒に保護者の皆さん、そして学

校、そして地域の皆さんと一緒に子育てしていこ

うと、その原点がやはりとても大事だなというふ

うに、今、本当にしみじみと考えております。

やる気というのは、本当に自分に自信がないと

やる気が出ません。

では、そのために学校では、まさに基本です。

あいさつをしよう、思いやりをもとう、あるいは、

学習をお互いに学び合おう、助け合おう、そのと

きに、一つとして学校は、まずよい環境をつくろ

うというのを、１０年間やってきました。

このよい環境という中で、よい環境の中にいる

と、実は子どものそれぞれもっている欠点、これ

は大人にももちろんありますが、その欠点が見え

なくなるんですね。悪い環境にいた場合、やはり

子どものもっている悪さ、あるいはずる賢さ、あ

るいは正義感、そういうものを本当に一生懸命に

やる、当り前にやることができなくなってしまい

ます。その中で、まして自分だけじゃないという

中で、自分の悪さが増長される、そういう場面が

ありますので、私たちは本当にいい環境をつくろ

う、そのためには、先ほど言ったようなところに

力を入れてやってまいりました。

その中で、やはり一番大事な環境というのは人

です。学校の中では教職員です。先生が子どもと

向き合うとき、もし、このお子さんが生徒たちが

自分の子どもであったら。そこまでいかない、先

生でも家庭とかありますから、そこまでやらない

んじゃないか、でも、自分の子どもだったら夜遅

くまでということもあり得るんじゃないでしょう

かということで、本当に子どもの立場、あるいは

保護者の悩み、そういうのを共感しながらやりま

しょうということで、今、やっております。

保護者と信頼をつくり、生徒と信頼をつくり、

その土台を学校では培いましょうと。

今度は家庭です。家庭の保護者の皆様に呼びか

けていることがございます。子どもの前で、あの

担任の先生はこうだね、だめだね、それは絶対に

言わないでください。その代わり、いつでも、校

長室、あるいは職員室の扉は開いておりますので

子どもの前じゃなくて、直接おっしゃってくださ

い。そしたら、お互いに子どもを真ん中にして話

合いをしましょう。そんな形でお話しさせていた

だきます。

そうすると、担任の先生への相談、それから私

への相談、結構あります。その中で、やはり子ど

もが成長していくという部分かなというふうに

思っております。

具体的に、家庭で意欲を出すにはどうしたらい

いか。３つあります。

一つは、人というのを家庭に置きかえてもいい

と思います。一つ目は、人と温かい心の交流があ

る。２つ目、人に自分が役立っていると実感でき

る。家庭でも同じです。３つ目、人と共感し、協

力できる。

その中で、実はその基本となるところがありま

す。我慢です。学校でも、１年生は、小学校から

上がってきたばかりの生徒ですが、１年生では我

慢をしよう。悔しいことあった、もちろんけんか

があって、それはそれでいいです。でも、暴力、

その前にちょっと我慢しよう。それでもだめだっ

たら、こういうストレスの解消があるよと。それ
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から、２年生になったら優しさ。３年生になった

ら、もう一生懸命。本当に簡単な言葉ですが、そ

んな感じでやっております。

＜木原＞笹先生、長い先生のご経験からの貴重な

お話、ありがとうございました。

それでは、次に、豊多摩おやじの会の坂根清和

様、お願いいたします。

＜坂根＞本日は、地域で子どもを守り育てるとい

う立場からお話しさせていただこうかと思います

ので、私が所属しているもう一つのおやじの会、

地元の世田谷区上北沢小学校おやじの会ＯＢとし

ての活動を中心にお話しさせていただきます。

上小のおやじの会というのは、１９９７年に発足し

ました。現在、会員数は３０名で、もちろん上小の

児童のお父さんを中心として、お父さんが子ども

と一緒に遊び楽しむという時間を過ごすというこ

とを目的としたおやじの会です。

ですので、おやじの会ですけれども、この趣旨

にご賛同いただいているということでは、お母さ

んの会員さんもいらっしゃいますし、地元の商店

街とか、児童館の方などにも一緒にご協力をいた

だいて活動を進めております。

このおやじの会の、どういう活動をしているか

と申しますと、いろいろなことやっているんです

けれども、５月はバーベキュー大会をやったりと

か、７月は子ども盆踊り大会と。今、１２月ですけ

れども、これはもうすぐ火の用心ですね、子ども

たちと一緒に火の用心の夜回りとかやるんですけ

れども、一番大きなメインのイベントというの

が、１０月に行います、学校の施設を使いました学

校キャンプ、略して親キャンと呼んでいるんです

けれども、親キャンが一番大きな行事です。ここ

を中心にお話しさせていただきます。

これは、学校の体育館とか、校庭にテントを張

りまして、子どもたちと１晩寝泊まりして、一緒

に遊ぶというところで、子どもたちが御飯をつ

くったり、食事をつくったりとか、あと、キャン

プファイアーをやったりとか、あるいはミニ運動

会をしたりとか、バターづくりをやったりとか、

盛りだくさんのいろいろなことをやって、今、子

どもの半分以上は参加しています。この親キャン

を進めていく上におきまして、当然、ことしはど

ういうことをしようかというのを企画メンバー、

おやじたちで考えるんですけれども、実は、細目

はわざと余り決めないようにしているんですね。

これはなぜかと申しますと、実際、当日来たおや

じたちが、その現場で状況を見て、自分たちの判

断で進めていこうというのを、やっぱり自主性を

モットーにしたいということを思っておりまし

て、あまり細かいことは決めない。細かく決めれ

ば決めるほど、なかなか枠にはまっちゃって親も

楽しめませんので、できるだけ自由にやりたいと

いうふうに考えています。

そういうような状況ですので、当然、子どもた

ちにも親はあまり何も指示しません。次、こうし

なさいとか、ああしなさいとかあまり言わないよ

うにしています。

なんですけれども、おもしろいことに、結構、

子どもたちって自主的に動いてくれるんですね。

例えば、廃材を集めとかは親がやっているんです

けれども、当日、加工したりとか、木を運んだり

とか、木組みしたりとか、いろいろなことをしな

いといけないんですけれども、子どもたちが率先

して、自分たちでやっています。

下級生が困っていたら、一輪車とか持ってき

て、これで運ぼうとか一緒にやったりとか、そう

いう意味で非常に子どもたちの自主性が発揮され

ている場じゃないかなというふうに思います。

大きなキャンプファイアーで、周りを囲んで

フォークダンスをしたり、みんなで歌を歌ったり

とか、子どもたちは楽しんでいますが、親は何も

してないんですけれども、子どもたちが先生と交

渉して楽器を演奏してくださいとかいうようなこ

とを頼んで、一緒に先生たちと楽しむというよう

なこともやっています。

親がサポートできるところは親が出るんだけれ

ども、前面は子どもたちにやらせるというところ

で、子どもたち自身で、けっこう親キャンの伝統

というものを築いていっているんじゃないかなと

いうことで、非常に私は喜ばしく思っています。

大人はすぐ子どもの自主性とか、やる気とかい

うのを問題にするんですけれども、ちょっと振り

返ってみて、自分はどうなのって。そう思うと、

やはりなかなか今大人って企業でも管理、管理

と、学校の先生も決してこの枠外じゃないんじゃ

ないかと思います。そうすると、やはり子どもた

ちはそういう大人を見て、いろいろ枠にはまって
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いるんだなと、自由にして、勝手に表に出ないほ

うがいいんじゃないかなんて、いろいろ敏感に感

じているんじゃないかと思うんですね。

こう考えたとき、私、このおやじの会の活動で、

２つ自分として得られるものがあると思っていま

す。まず、一つ目は、やはり職場の枠を超えてい

ろいろなお父さんたちとつき合えるという機会だ

と思うんですね。損得勘定もないというのもあり

ますし、それから、いろいろな職場で働いている

方のお話を聞けるということで、やはり自分の見

方を非常に広くできる。いろいろな人の意見とか

を素直に受け入れるということの、自分が成長す

る場であるというふうに思っています。

２つ目は、このおやじの会は、先ほど申しまし

たように、親と子どもが一緒に楽しむ場なんです

けれども、これは自分の子どもだけでなくいろい

ろなよその子どもさんも一緒に来ますので、いろ

いろな子どもさんを同時に見ることができる。　

ところが、よその子どもさんとか、いろいろ見て

いると、よその子どもさんだから無責任だという

こともあるのかもわからないですけれども、ああ、

きみ、なかなかいいことあるね、こうしたらもっ

ととか、いろいろお互いに声をかけてあげられる

ことがあって、そういう意味では、子どもたちを

素直に、いいところを見てあげられるチャンスに

なるんじゃないかなというふうに思ってます。

こういうような形で、おやじの会の活動をやっ

ているんですけれども、やはり子どもだけに自主

性を求めるんでなくて、親とか、先生自身も、や

はり自主性をもって活動をしていく。子どもたち

に、その姿勢を見せるということが非常に重要

じゃないかなというふうに思っております。

これからも、子どもたちのやる気とかを引き出

せるようにということで、おやじの会の活動を続

けていきたいなと思います。

＜木原＞どうも、ありがとうございます。

お話をお聞きしながら、子どもにだけではなく

て、大人が考えて、振り返って自分はどうなのと

いうところが、ああ、そうだなと思いながら話に

聞き入ってました。

どうもありがとうございます。

それでは、最後のシンポジストの方のご発表に

移らせていただきたいと思います。

東京都公立高等学校ＰＴＡ連合会の本間正樹副

会長様より、お話をお聞きしたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。

＜本間＞みなさん、こんにちは。

私がきょうのシンポジウムの主催者側を代表し

てということで、他の４人の方、非常に教育熱心

な方で、私がここに座っているのは、どうかなと

いう感じもするんですが、ちょっと自己紹介を兼

ねまして、私なりの考えていることをお話しした

いなと思っております。

私は今、東京都の公立高等学校ＰＴＡ連合会の

副会長をやらせていただいているんですが、昨年

までは上野高校のＰＴＡの会長をしていました。

と同時に、去年は最後だったんですけれども、地

元の北区の中学校のＰＴＡの会長もあわせてやっ

ていました。おまえ、ただＰＴＡ会長が好きなだ

けじゃないかと思われるかもしれませんが、小学

校からやって、結局、小中高、なかなか今ＰＴＡ

の役員を引き受ける方もいらっしゃらないので、

頼まれればやるよということで、お引き受けした

わけなんですが、今はあらたに、娘が１年生に今

入ったところでございまして、もうちょっと続く

かなという感じがしております。そんな経歴でご

ざいます。

実は私、もともと笹先生、中学校の校長先生を

やってらっしゃるんですが、笹先生と実は私、一

番最初に同僚というんでしょうかね、中学校の教

員をやっていまして、本当に私が最初のころにお

世話になった先生なんですね。きょうは、お忙し

い中、ぜひごむりを申し上げて、ここに来ていた

だいたんですが。

私が最初に中学校の教員になったころは、びっ

くりしましたよね。まず、何を先輩方は教えてく

れるのかと思ったら、「ちょっと本間来い」とい

うんですね。まず、なぐり方を教えてあげるとい

うんですよ。そのころは、校内暴力が全盛のとき
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でしたから、なめられちゃいかんから、本間、び

しびし行けと。厳しく行けと。

私もやっぱり最初ですからね、わけ分らないで

すし、中学生ごときになめられちゃいかんと思っ

て、その気で行ってましたんで、まず、なぐり方

を教えていただいたという。そういう意味じゃひ

どい時代だったんですが。

そうしたら、そこ７年間勤めて、３年間いたら、

今後は急に学校長から呼ばれて、おまえ、絶対に

子どもに手を出しちゃいかんって、１８０度変わっ

たんです。そんなんで本当にとまどいました。

そういう意味では、その当時、私なんかは女の

子でも男の子でも構わず、最初の一、二年ですか

ね、もうわけわかんなく、とにかく逆らうやつは

なぐっていましたね。危なくないように、鼓膜を

破らないようにということでね。そういう教え方

だったんです。だから、かなり、私のおかげでや

る気をなくした子は多いだろうなと思いました。

そのころはうるさかったじゃないですか、だか

ら、制服チェックだとか、床から３０センチとか、

今から見ればどうでもいいようなことなんです

が、髪の毛は肩にかかるななんて言って、私なん

か担任だったものですから、女の子の髪の毛を実

際に、今考えたらもう大変なことですよね、切っ

たりしてましたからね。

いや、ひどい教員だなと我ながら思って、いわ

ゆる教育者失格してここに来ているわけなんです。

その後、私は今、会計事務所を経営していまし

て、全然違う仕事をやっているんですけれども、

私、一つ、自分の経験から言うと、やはりやる気

を失ったというのは、実は木原先生がアンケート

の結果のところで、まさにそうだなと思ったの

は、高校１年生のときなんですね。進学校に行っ

たものですから、みんな頭いいですね。大学を目

指してみんな勉強する。私は、正直あんまり勉強

できなかったんです。嫌いじゃなかったんですけ

れども、できなかったんです。

そこで、高校に入って、親は田舎ですから大学

というと国立大学か、早稲田、慶應しか大学じゃ

ないみたいな言い方をするんですね。それでもう

一気に私の経験としては、やる気を失いましたね。

いざ、自分の子どもになると、やっぱり同じで

すね。そこがやっぱりよくわかりました。そんな

もんなんだなと思って。そういう意味では、本当

に親としてなかなか成長してないんですけれども。

あと、私が中学のときの授業の中で、一つ心が

けていたのは、私、社会科だったんですけれども、

子どもが勉強するのはやはり興味をもたなくはい

けない、楽しくなきゃいけない、そうすれば自然

にやってくれるんですよね。社会科なんて、極端

な話、あまり皆さん方重要に思ってないと思うん

ですけれども、そのとおりですよね。覚えれば、

テストはできますから。だれでも教えられるとい

うと、ちょっと語弊ありますけれども、そういう

ような感じでしたから。とにかく、やる気を出し

たいということで、私はほとんど授業をしません

でしたね。

大体、世間話が３０分、最後の２０分で教科書をまと

めるみたいな、本当にひどい授業、ひどい教師だっ

た。何かその自慢をしてるわけでは、ないんですが、

結果的にそうなっているということですね。

でも、私は私なりに、その授業に関していうと、

とにかく子どもに興味をもたせたい、だから、い

ろいろな情報、いろいろなことをしてお話をして

あげて、こんなやつも、こんな人もいるというよ

うな話の中から、少しでも子どもたちが興味を持

てば、そこから自分でいろいろなことを調べて、

勉強してくれるんじゃないかなという形で、やっ

ているときは心がけておりました。

それから、最近、気がついたんですけれども、

今、会社を相手に仕事をしていますから、電話の

応対とか、あいさつとか、そういうところはすご

い厳しいんですけれども、我々、学校サイドでい

たときには、あいさつとか、それから電話の応対

とか、非常に学校というところはサービス業じゃ

ないなというのがよくわかりますね。そこは、今、

現役の校長先生がいらっしゃるから、そんなのわ

かっているよとおっしゃると思うんですけれど

も、そういうところをきちっとやっていただける

と、親のほうとしても、非常に学校に対して好意

的というんですかね、好感がもてるんじゃないか

なというふうに考えてますので、ぜひ、お願いし

たいなというふうに思っています。

＜木原＞それでは、今から会場の皆様のご質問、

あるいはご意見をお聞きしたいと思いますが、ど

なたか、５人のシンポジストの方にご意見、ある

いはご質問等ございましたら、どうぞ、手を挙げ

てください。
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＜岩淵＞小平高校のＰＴＡの岩淵と申します。

木原先生の先ほどのビデオにもあった、ああい

う授業をぜひうちでもやってほしいなと思うんで

すけれども、都内の高校で、あれは何校ぐらいやっ

てらっしゃるんですか。

＜木原＞都内では、今までご依頼がないので、私、

ご依頼があったところしか行かないんですけれど

も、ご依頼を、まだいただいてないので１校も行っ

たことありません。

＜岩淵＞お呼びしてやっていただくのは、結構難

しい、ハードル高いんですか。そんなことはない

んですか。

＜木原＞１年に３校しか行かないんですよ。小学

校１校、中学校１校、高校１校なので、早い者勝

ちというか、そういった形になるかなというふう

に思います。

＜岩淵＞その先生の授業も含めて、テレビでやっ

ているような「金八」であったりとか、子どもた

ちがああいう形でキラキラ顔を輝かせる楽しい授

業っていっぱいあると思うんです。本来、その本

間さんもおっしゃったみたいな、そういう楽しい

授業をもっともっとするためには、どうしたらい

いのかというのを、保護者として、どういうふう

に働きかければそういう楽しい授業の枠をもっと

もっとふやせるのか、アドバイスをいただければ

と思います。

＜木原＞シンポジストの皆様、いかがでしょうか。

＜笹＞私の学校というのは１８クラスありますの

で、なかなかそこができないんですが、実は前は

小さい学校だったんですが、例えば本当にプロの

大工さんを呼びまして、その学年が２クラスしか

なかったので、専門の大工さんに、本当に技とか、

かんなの使い方とか、そういうのを教えていただ

いたという経験もあります。あとは、今、経団連

の方は、学校に行きますよというところもありま

す。あと、私のところでやっているのは、国際交

流ということで、足立区にあります国際交流課と

いうところで１１人くらいそれぞれの国の方をお呼

びして、子どもたちは自分の文化、日本の文化を

伝える。皆さんからは、そちらのほうの文化を教

えていただく。実際に中国の方だったら、一緒に

餃子つくりをしたりとかという形で、おもしろい

授業、これは総合学習なんですけれども、そんな

ふうにして、各学校、工夫している中学校は多い

です。

＜木原＞私、先生方の研修会というのを毎年開い

ているんです。そこの中で、子どもたちが楽しく

なる、子どもたちが元気になるための授業という

のはマーケティングなんですね。子どもたちに、

一番いい商品を売るという気持ちでするんです

よ。ですから、そのためには、やはり先生方もそ

ういう気持ちになっていただかなきゃいけないの

で、そういった授業をするための研修会を開いて

ます。そういった研修会に東京都の先生方も参加

してくださったらうれしいなというふうに思って

います。それでは、ほかの質問ございますか。

――武蔵村山高校のＰＴＡ会長のＯＢです。

木内さん、それから坂根さん、本間さん、お父

さんとしての立場でお聞きしたいと思います。私

の二男が中学生時代に本屋で友達と４人でいたと

きに、友達が万引きをしました。それで、警察が

来て、その４人とも一網打尽で警察署へ行きまし

た。パトカーに乗せられて。かみさんが警察署へ

子どもを迎えに行って、子どもは盗んだのではな

くて、その場にいたということだったのですけれ

ども、戻ってきて、その日にはかみさんは話をし

ませんでした。それで、１週間ぐらいたったとき

に、こういうことがありましたということで、私

に報告がありました。

まず言ったことは、この中で一番悪いのはだれ

だと子どもに言ったんです。そうしたら、それは

盗んだ人と言ったんです。確かに、盗んだ人が一

番悪いけれども、一番悪いのはおまえだと言った

んです。なぜなら、友達が悪いことをするのをと

めなかった。次に言ったことが、その友達、次に

もう一回会って、同じような場面になったとき、

おまえがとめられるんだったら友達としてつき合

いを続けていい。もし、とめられないんだとした

ら、そこで友達を捨てろ。これが男のルールだ。

とめられるんだったら、おまえは友達づき合いを

続けろ。自分がとめられないとしたら、そこでそ

の友達関係を終わらせなくちゃという言い方をし

て、最終結論は本人は、どう考えたかわかりませ

んけれども、そう伝えました。

最終的に、男親が何を訴えるかというのは、難

しいですけれども、その後、子どもに勧めた本が

あります。一つが「坂の上の雲」、もう一つが「剣

客商売」。この２つで、まだ早いかもしれないけ
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れども、ここには人間の本心の部分が書かれてい

る。それが感づくか、感づかないかは、おまえの

自由だけれどもということで、その本を買ってき

て、文庫本を置きました。あそこに出てくるのは、

男と女の性の部分もあるし、人の裏切り、金、欲

望、またお金の使い方、そういうものが書かれて

いて、僕はとてもためになるなと思ったんです。

ですから、男として、親として伝えられない部

分はあったんですけれども、そういう伝え方とい

うのでいいのかなって、僕は自分で思ってたんで

すけども、もし、男親としたら、どういう言葉を

かけて、どうやって男の子に伝えるか、そこら辺

をちょっと教えていただきたいと思います。

＜木原＞よろしくお願いします。

＜木口＞高校生の子どもということになると、段

階的には大人に近いということですから、私とし

ては、まず、父親が万引きをしたらどうするかと

いうことから入りたいなと思います。それから、

子どもの思いを聞いて、先ほどもちょっとお話を

しましたが、今の子どもたちというのはゲーム感

覚ですね、一つは。万引きにしても、友達が万引

きをするからゲーム感覚でやってしまう。それ

は、現代の生活の中で、それが子どもたちには許

されるというような思いがあるのかわかりません

けれども、取ってはいけないものを取ってしまう

ということを、それを何度も何度も繰り返し、と

きには私も手を上げてしまうのですが、手を上げ

る前に、子どもの意思をしっかり基本的なところ

に戻して、じゃ、逆に例えば父親が万引きをした

らというような話を繰り返していきたいなという

思いでいる状況です。

＜坂根＞なかなか難しいご質問です。実は、万引

きではないんですけれども、うちの息子、二男が

今高校生ですが、中学校のときにいじめというわ

けではないんですけれども、何かあることを友達

に言ったんですね。一番仲のいい友達だったんで

すけれども、その子が不登校になってしまったの

です。それは、私から見ると、何でそんなになっ

たんだろうと言いたくなるぐらいのことなんです

けれども、とりあえずその子は、何か傷ついたん

ですね。

それで、私はうちの子どもに言ったのは、不登

校になってて、おまえはどうするんだと。いや、

おれが悪かったと。いや、悪かったとか、そうい

う問題じゃないでしょうと、彼は困っているんだ

ろう、どうするのよと。そういっても、どこまで

支えられるかって、なかなか現実には難しい話な

んですけれども、とりあえず、学校で授業でやっ

たノートとか、そういうのがあったら見せてあげ

るとか、宿題とか、こういうのをやっていると、

学校の状況というのはとにかく伝えてあげなよと

言ったんです。

要するに、あなたがもしも逆の立場だったらど

う思うと。よく言われるんですけれども、被害者

と加害者の立場でいって、そのときやはり立場を

かえて考えてみるというのが、一つの人間の考え

方じゃないかということは言いました。

＜本間＞私自身で言うと、自分の子どもが今そう

いう状況ではないし、割とおとなしい子なんで、

そういうことはないんですが。

自分の経験で言うと、基本的には、ほとんど母

親任せなところがありまして、ここというとき

に、おやじも駆けつけるんだ、おやじもいるぞと

いう存在感、これを示すというのが非常に大事

じゃないかなというふうに思っています。

どういうふうに指導するというのは、なかなか

やはりその家庭の状況もあると思うので難しいと

思うんですけれども、本気で困っているという

か、ここは見逃しちゃいかんというときに出てい

く。よっしゃ、おれ、行くよ、というふうなメリ

ハリじゃないんですけれども、そういうのをつけ

れば、子どもは後でわかってくれるんじゃないか

なと思うんです。

おやじは、あのときにちゃんと来てくれた。ちゃ

んとおれを怒ってくれた、指導してくれたという

のがわかれば、絶対それは後々子どもの心に残る

んじゃないかなというふうに思ってます。

＜木原＞ここぞというときの、おやじの存在感と

いう形で、お答えいただきました。

＜笹＞お父さんの出番、本当にそのとおりです。

それで、お父さんが出たときに、おやじが謝った、

その姿勢で子どもは変わりました。それから、も

う一つ、いろいろな場面でお母様が中心になって

やることが多いです。子どもが失敗したときに、

お父さんが、おまえのしつけが悪いというのは、

一切言わないでいただきたいなと。反対に、お父

さんの出番のときに、お母さん、泣いてなくても

いいんです、お母さん、本当におまえを心配して
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泣いてたよ、そのお父さんの一言で、特に息子さ

んであれば、本当にグッと来ます。そういうのも

やはり夫婦の連携かなというふうに思います。

＜木原＞笹先生、ありがとうございます。とって

も貴重なご意見ありがとうございました。

それでは、犬塚先生に長いこと幼稚園の先生を

してらっしゃっていて、その長い間に子どもた

ち、それから保護者の方の一番大きな変化って何

だったというふうにとらえてらっしゃるのかな

と、お聞きしたいんですが。

＜犬塚＞変わらないのは、楽しく遊んでいるとき

の子どもの笑顔は変わりません。昔も今も、本当

に変わらないです。

それと、もう一つ、悪い乳幼児っていません。

本当にいません。その後の環境や、いろいろなこ

とでそういういった状況ができるんだなというこ

とだけは、感じています。

昔は教師に対する尊敬だと、そういうふうなの

が普通にありましたね。ですから、幼稚園に来た

ときは、お母さんが、先生、ありがとうございま

すって、子どもを引き取って帰りました。

今はそれよりも、まず、けがはなかった、何し

て遊んだのとかという、そちらを先に子どもに聞

いたりとか、そういう会話が多くなっているのは

確かです。

子どものころって柔らかで、本当に柔軟だか

ら、親や、周りの大人が本当に見本というんでしょ

うかね、そうしたらしっとりと中に入っていくと

思います。だから、本当に変わらないところは、

ぜひ変わらないでこのまま行ってほしいなと思っ

ています。

＜木原＞犬塚先生、ありがとうございます。

それでは、もう一方、私から笹先生に長い先生

のご経験の中で、この場で皆様にあと一言、これ

はぜひ伝えたいということがおありでしたら、つ

け加えていただきたいなと思います。

＜笹＞思春期真っただ中で、悩み多い相談を受け

ていると言いましたが、思春期は、一番体が成長

する時期ですので、ホルモンが作用していらつく、

いらいらする、あるいはカッとする、あるいはむ

かつく。ですから、お母様方は、お父様も上から

見て、おお、成長したなと、そんな肝っ玉お母さ

んであり、おやじであってほしいと思います。

＜木原＞どうもありがとうございました。

それでは、最後のまとめに移らせていただきた

いと思います。

私、やはり子どもたちのやる気、意欲、それから

子どもたちを守るのは、子どもたちの周りの大人た

ちの支えというのがすごく重要かなと思います。

今、子どもたちの人間的なつながりが切れかけ

た社会の中で、つまり大人の皆さんのセーフティ

ネットが穴だらけの状況で、危なっかしく生きて

いるような気がしています。

これはアフリカのことわざですけれども、“It 

takes a village to raise a chaild.”、「子どもを育て

るには村が要る」という言葉です。そして、もう

一 つ、“A child does not grow up only in a single 

home”、「子どもは、たった１個の家庭からは育

たない」というような、本当に本当だなって思い

ます。

私たちは、豊かな社会になっちゃったので、お

互い助け合う必要がなくなってきているのではな

いかな。だから、昔は必要性があったので、もう

そのまま必要性に迫られて人と人とのつながりっ

て密接であったと思うんですけれども、これから

の世の中、社会というのは、私たち１人１人が意

識していろいろな角度から子どもたちの周りに人

と人とのつながりをつくって、見守っていく必要

があるのではないかなというふうに感じました。

そして、本日のシンポジストの皆様のお話、そ

して私の話が、そのつながりの輪を広げるきっか

けになれば、このシンポジストの皆様、それから

私も含め、これ以上の幸せはないと思います。以

上で、本日のシンポジウムを終了させていただき

ます。
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３　東 海 地 区　（静岡）

〜子どもを取り巻く人間関係の回復と社会環境の充実事業〜

　東海地区高等学校ＰＴＡ連合会シンポジウム

子育てシンポジウム　全高Ｐ連主催・文部科学省委託事業

親学シンポジウム　静岡県教育委員会主催

「子どもを取り巻く人間関係の回復と社会環境の充実」

◆開催期日：平成２１年１１月６日（金）

◆開催会場：しずぎんホールユーフォニア（静岡市）

◆主　　催：（社）全国高等学校ＰＴＡ連合会

　　　　　　静岡県教育委員会

◆主　　管：東海地区高等学校ＰＴＡ連合会

　　　　　　静岡県公立高等学校ＰＴＡ連絡協議会

◆次　　第　

　　開会行事

　　　あいさつ

　　　　全国高等学校ＰＴＡ連合会会長　　　髙　間　專　逸

　　　　東海地区高等学校ＰＴＡ連合会会長　豊　岡　武　士　

　　基調講演

　　・講　　師　木原雅子　氏　京都大学大学院医学研究科准教授

　　・演　　題　「子どもたちの心とその背景」

　　　　　　　　～高校生のメンタルヘルスと大人の関わりの方向性～

　　パネルディスカッション　　

　　・コーディネーター　今村恵理　氏（ＰＨＰ研究所公認ビジネスコーチ）

　　・パ ネ リ ス ト　木原雅子　氏（基調講演講師）

　　　　　　　　　　　　安藤哲也　氏（ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン代表）

　　　　　　　　　　　　大石岳志　氏（ＳＢＳアナウンサー）

◆出 席 者：東海地区高等学校ＰＴＡ会員及び関係者、県内の子育てサポーターや人づ

くり推進員

東

海
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◇大会概要

子育てシンポジウム静岡大会は１１月６日（金）

静岡市のしずぎんホール（ユーフォニア）で開催

された。当日は小春日和に恵まれ東海３県及び県

内各地から、多くの高Ｐ連関係者が訪れた。今回

は静岡県教育委員会の「親学シンポジウム」と共

催となり、子育てサポーターや人作り推進員の参

加も見られた。

「子育てシンポジウム」は高校２年生へのアン

ケート集計結果の分析・考察を通して、私たち大

人が家庭や学校や地域でできることは何かを探索

することを目的としているのに対し、「親学シン

ポジウム」は「親」自身が「親としてどうあるべ

きか、親に求められることは何か」について学ぶ

ことである。基調講演は高校生を中心に話が展開

されるが、パネルディスカッションでは幼児期か

ら小中、そして高校生の子どもに対象を広げて、

子育てについて考えていただいた。

開会行事は、全高Ｐ連の髙間專逸会長のごあい

さつ、東海高Ｐ連会長でもある静岡県高Ｐ連豊岡

武士会長から歓迎と大会趣旨説明の話があり、続

いて木原雅子先生の基調講演に移った。木原先生

はアンケート集計結果のポイントをパワーポイン

トで説明・考察をされた。また、先生のＷＹＳＨ

教育がビデオで放映され、随所に木原先生の暖か

い人柄と熱意が伺われ、会場は大きな感動に包ま

れた。

パネルディスカッションはビジネスコーチの今

村恵理さんをコーディネーターに、木原先生、ファ

ザーリングジャパン代表の安藤哲也氏、及びＳＢ

Ｓアナウンサーの大石岳志氏がパネリストとな

り、日頃の経験に基づいた子育てについての議論

を展開した。

皆さん、こんにちは。全国高等学校ＰＴＡ連合会

会長の髙間です。全高Ｐ連主催の「子育てシンポジ

ウム」が静岡県で開催されることになりました。

この事業は、私どもの健全育成委員会が、文科

省の委託事業ということで開催をしている事業で

ございます。全国６，０００人強の子どもたちにアン

ケート調査をし、それを京都大学の木原雅子准教

授に分析していただき、今日１回目の報告書が出

てくるということです。

この事業は、当初、福祉医療機構の補助を受け

ておりました。まずスタートの３年間は「子ども

の心を育む家庭教育の充実、親子関係について」

ということで、平成１２年より１４年まで開催し、続

いて１５年から「高校生の心身の健康を育む家庭教

育の充実」を、平成１７年まで開催いたしました。

また、平成１８年度より、「子どもを取り巻く人間

関係の回復と社会環境の充実事業」ということ

で、平成１８年には、「いじめ、見えない暴力、言

葉、態度が人間関係に与える影響」をテーマに開

〈 主 催 者 挨 拶 〉

（社）全国高等学校ＰＴＡ連合会会長　髙　間　專　逸　

　共通テーマ

子どもを取り巻く人間関係の回復と社会環境の充実
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催し、１９年度には、２年目として「デジタルメディ

ア社会における子どもの健全育成」を開催いたし

ました。そして、２０年度は同じく、「親は子ども

に何を伝えているのか、どう伝えているのか」で

開催させていただきました。

昨年は、子どもと親の両方にアンケート調査を行

いましたが、いろいろなことがわかってまいりまし

た。この子育ての事業を行って気付いたことは、い

ろんな問題が起こるのは、コミュニケーション不足、

親子の会話不足がそこにはあるのではないかという

ことです。そこで、私たちもいろいろな場面で、子

どもたちとのコミュニケーションをしっかりとるこ

とが大事だということで、事業を繰り広げてまいり

ました。私自身も、家庭のことを考えてみると、子

どもの話をしっかり聞いているのか、途中で腰を

折って、子どもが本当に親に話を聞いてもらってい

るというように思えているのかどうかということを

考えさせられ、子どもの話は最後まできっちり聞く、

そして、聞いてから、それに対しての話をするとい

うようなことを心がけてきました。こういうことが

影響したのでしょうか、事業の継続によって、近年

はアンケート調査をしても、かなり家庭内の会話と

いうものが増えてきたように思います。

昨年の調査でも、多くの部分で家庭内会話が増え

てきたと感じられましたが、１つだけ、ちょっと気

になる点がありました。それは何かというと、会話、

コミュニケーションは、かなりのパーセント増えて

きました。しかし、その一方で、親子の信頼関係に

ついては全く数値が上がっていません。会話が増え

て、コミュニケーションが増えて、なぜ信頼関係の

数値が増えていないのかということも含めて、昨年

度から文部科学省の委託事業となりましたので、今

年もう１年間続けて「子どもを取り巻く人間関係の

回復と社会環境の充実事業」の中の「子どもたちの

心とその背景」ということで、先ほどお話をさせて

いただきましたアンケート調査を行いました。

その結果につきましては、これから木原先生に

ご講演をいただくということになろうかと思いま

すが、いろいろなデータを見ますと、親のことを

信頼していないという子どもも何％かいますし、

また、アンケートの最後ですが、いろいろなこと

を書いてくださいという設問では、親側の回答と

して、自分の子どもを「産まなきゃよかった」と

か、「死ね」だとか言っているような親御さんも

いるのにはビックリします。

この社会というのは、私たち大人が形成してい

るものです。そうであるならば、それをしっかり

支えていく、子どもたちの置かれている立場を

しっかり把握して、その予防とか、いろんな施策

を打っていくのも、私たち大人の責任だと考えて

おります。また、もっと大事なことは、私たちは

大人だという以上に保護者であるということで

す。それは、子どもたちにとっても、保護者とい

うものは大切なものであり、お父さんやお母さ

ん、そして家庭というものはそれぞれ重要な役割

をもっているものだと、私は考えております。

そういった意味では、本事業は、全国でアンケー

ト調査をして、今このような状態なのですよ、こ

ういうふうになっていますということを、皆様方

にお伝えをし、毎年３月には、報告書として各単

Ｐにお送りしています。それをご覧になり、現状

把握をお願いします。そして、子どもたちの将来

が、明るい夢あるものになるようにしっかり応援

していくようなテーブルを作っていかなければい

けないと考えております。

今日は、これから木原先生のご講演があり、い

ろいろお話をいただけると思います。ぜひ心の片

隅にとめていただき、各単Ｐに帰られたら、こう

いうことが今現実に起きているということを、会

員の皆様にお伝えくださればと思います。

これからも、本会として、いろいろな情報発信

をしていきたい。今日の配付資料にありますが薬

物乱用防止のパンフレットも私どもで作っており

ます。これは、宝くじ協会から補助金をいただい

ているものです。薬物汚染が話題になっている今、

皆様方も心にとめていただき、何かの機会にお子

様方とお話いただければ、薬物乱用に歯止めがか

かるのかなと思っております。薬物乱用のパンフ

レットには「うちの子に限って」と書いてありま

す。本当に、うちの子に限って乱用するはずはな

いとは思わないで、そういうことがあったら困る

ということでご理解ください。これからも、いろ

いろな形で私たちの事業を広めていただいて、子

どもたちを応援していただければと思います。

今日のシンポジウムが素晴らしい会となり、皆

様方に少しでもお力になれることをご期待いたし

まして、簡単ではございますが、私のごあいさつ

とさせていただきます。



− 108 −

皆さんこんにちは。すばらしいお天気に恵まれ

た今日、県内各地の高校のＰＴＡの皆さん方、そ

してまた東海地区のＰＴＡの皆さん方、さらに

は、子育てサポーターや人づくり推進員などでご

活躍されております皆さん方にお集まりをいただ

きまして、このようなシンポジウムを開かせてい

ただきました。

ご紹介いただきました東海地区の高Ｐ連の会長

でございますが、静岡県の高Ｐ連の会長でもござ

います。豊岡武士と申します。どうぞよろしくお

願いいたします。

子育てシンポジウムと親学のシンポジウムを、

今日は一緒にやらせていただきます。子育て、言

いかえれば、親学ということになるわけですの

で、全国高Ｐ連と、静岡県教育委員会社会教育課

との共催という形での開催ということです。

全国高Ｐ連の髙間会長は北海道在住ですけれど

も、今日は遠くからお越しいただきました。この

シンポジウムは毎年全国５カ所で開催をしており

まして、東海地区は今年、静岡県が当番県という

ことで、静岡市での開催となりました。

今日は木原先生に講演をお願いしていますが、

実は私は昨年度、全国高Ｐ連の健全育成委員会の

委員長をさせていただきました。そして、今お

話がございましたように、全国の高校生５，０００人、

それから保護者５，０００人のアンケートを行いまし

て、その集計と分析を、協力者委員の木原先生が

精力的に纏めてくださいました。そのことが、今

年も引き続いてのアンケート調査となり、今日は

その第一報をこの会場でお伝えくださるというこ

とですので、期待をしていただきたいと思いま

す。

私、会長職を務めさせていただいて、昨今の高

校生を取り巻く状況といいますか、環境といいま

すか、気になることが、大きく言えば２つござい

ます。

１つは、今のお話にもございましたが、携帯電

話とインターネットの世界ですね。これは皆さん

もご心配されていますように、様々な問題があり

ます。今朝の、地元の新聞の社説には、昨年末に

出会い系サイトの規制の法律ができ、出会い系サ

イトへのアクセスは大分減っているが、別のサイ

トがいろいろあって、そこを通じてさまざまな問

題が生じているとありました。

そしてまた、フィルタリングサービスというこ

とが法律で義務づけられて、１８歳未満の子どもた

ちが持つ携帯電話は、基本的には親御さんの判断

でフィルタリングサービスをするということに

なっているわけですね。静岡県では、今、お手元

の資料の中にありますが、小学校高学年と中学生

については、親子で携帯の契約書を作ろうという

ことになっていますが、小中の生徒においても、

フィルタリングサービスの実施率は、昨秋の段階

ではあまり高いものではないし、また、高校生は

３割を切っているような状況にあるということが

いわれています。したがって、携帯電話について

も親御さんの本当にしっかりとした考え方が必要

です。携帯電話の使い方について、お子さんと真

剣に話し合って使い方を決めていくべきだという

ような社説もございました。

この辺につきまして、今日の講演の中で、問題

点や弊害のお話があるかと思いますが、ぜひとも

携帯電話のこれからの使い方について、子どもた

ちへのしっかりした目をもっていただくように、

お願いをしたいなと思っていることが第１点でご

ざいます。

それからもう１つは、昨今の経済環境が大変悪

いということです。高校生の就職も現在の内定率

が５割を切っているという状況ですし、また、親

御さんがリストラにあった、あるいは倒産してし

まったということで、学校生活を続けられないと

いう子どもたちも出てきています。本当に心が痛

みますが、幸か不幸か、政権が変わりまして、高

校生の授業料を無償化するというような方向にな

りつつあります。今日は会長からお話があるかな

と思ったのですが、ただ、これも少し前が見えな

いような状況でして、髙間会長も文科省といろい

ろとお話をされていると聞いております。しか

し、本当に無償化することがいいことか悪いこと

か、よくわかりませんが、いずれにしても、安心

東海地区高等学校ＰＴＡ連合会会長　豊　岡　武　士　
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して学校生活が続けられるようになっていってほ

しいなと願うのは、皆さんも同じだと思います。

いずれにしましても、ＰＴＡ活動というのは、

たくさん目的があると思いますが、その中の１つ

に、子どもたちが勉強していくのと同じように、

保護者も一緒に学んでいきながら、そして、親子

のきずなを深めて、将来、この日本を担っていた

だくお子さん方が、心身共にたくましく育って

いってほしいと、願っているのではと思います。

そんな意味で、今日は、講演とシンポジウムを

通しまして、心に残る何かを得ていただいて、そ

してお帰りになってから、単Ｐの活動やその他の

青少年健全育成活動に御活用いただけますと大変

幸いでございます。

少し長くなりましたが、皆さん方が真剣に舞台

と一緒になって、学んでいただけますことを心か

らお願い申し上げますとともに、青少年の本当に

健やかな成長を心から願いまして、ごあいさつに

させていただきます。今日はありがとうございま

す。

これまでに、「研究者」として、２７万人の子ど

もたちの調査を行いました。それには小学生・中

学生・高校生・大学生が入っています。そして、

実際に子どもたちにインタビューをして話も聞い

ています。この１０年間で１，０００人近い子どもさん

たちから話しを伺い、家の人にも学校の先生にも

言えない本音を聞いてきました。そして、私は「教

育者」でもあります。大学に勤めていますので、

大学・大学院生を教えますし高校生・中学生・小

学生も教えています。それと同時に、今日お集ま

りの皆様方と同じように１人の「保護者」でもあ

ります。そういった三つの立場からお話をさせて

いただきます。

まず、家庭、学校、地域での取り組みなどを考

えるときに何が大切かというと、まずは「相手を

知ること」です。ですから、今日は、まず「相手

を知る」という意味で、今年の調査結果を前半に

お話しさせていただき、その後にそういう現状に

対してどうすればよいのかということで、私たち

の教育の取り組みをご紹介させていただきます。

■今年の調査結果について

私の専門は、相手の現状を知り、それからその

人たちが自分の意思で変わるにはどうしたらいい

かという教育方法を考え開発することです。

それではまず、高校生の現状ということで今年

度の調査結果をご報告します。全国高等学校ＰＴ

Ａ連合会の調査に参加した生徒数は６，１６４人です。

この調査で見えてきたことを、一言で言えば子ど

もたちは「やる気ない、目標ない、授業分からない」

という「三ない状況」にあるということでした。

＜学習状況＞

まず、高校生の学習状況を見てみてみましょ

う。帰宅後の学習時間は、「全く勉強していない」

生徒が半分ぐらいいます。女子は４５％、男子は

５４％です。「１時間以下」が６割～８割います。「３

時間以上」は少数派です。それほど高校生は勉強

していません。平均すると、男子は１．６時間、女

〈　基　調　講　演　〉

子 ど も た ち の 心 と そ の 背 景
〜高校生のメンタルヘルスと大人の関わりの方向性〜

京都大学大学院医学研究科　准教授　木　原　雅　子　
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子は１．７時間となります。調査結果を見たときは

愕然としてちょっと悲しくなりました。小学校の

勉強時間かと思いましたがこれが現実なのです。

次に、「授業についていけない生徒」の割合で

すが、「毎回ついていけない」「ついていけないこ

とがよくある」人たちの割合は、２０％～２５％で、

女子の方がやや多いという結果でした。つまり４

人に１人は学習についていけない状況にあるわけ

です。そして「いつ頃からついていけなくなった

のか」では、「小学校から」が１０％弱でした。これ

はとても大変な数字だと思いました。そして、中

学２年生にピークがあって、約１５％、最も多いの

は高校１年生で３０％以上もありました。この辺で

つまずくと受験勉強を始めようかというときには

すごく大変になります。ついていけなくなってい

る状況から回復するのには、相当の努力が要りま

す。

＜携帯電話の使用状況＞

次に、子どもたちのケータイの使用状況です。

実は、去年までは私は１日のメールの交換回数を

聞いていましたが、インタビューの中で、高校生

から「それは現状を表してない。時間を聞かな

きゃ」と言われましたので、今年は時間を聞くこ

とにしました。すると、「４時間以上」がものす

ごく多いことがわかりました。平均すると男子は

１日に２．８時間、女子は４．２時間にもなります。先

ほどの勉強時間の平均を、１．６時間、１．７時間と申

し上げました。勉強時間よりもケータイを使う時

間の方が長い、これでいいのだろうかと少し寂し

くなりました。そして、もう一つ「ケータイを所

持している時間」を聞きました。なんと「２４時間」

というのが一番多かったのです。持ってない子も

含めて平均すると男子が１３．１時間、女子が１３．５時

間です。まさに「ケータイとともに生きる人々」

という感じですね。

＜保護者の携帯電話＞

では、その高校生の保護者の方の携帯電話の使

い方はどういう状況なのか。調査では、４人に１

人の保護者は、子どもが一生懸命しゃべりかけて

いるのにケータイをしているということでした。

先ほどの子どもたちのことを笑えない状況にあり

ます。こういう保護者の携帯使用状況と子どもた

ちの状況との関係を分析してみると、子どもが話

しかけているのにケータイを使っている保護者の

子どもさんは、子どもさんもケータイ使用時間が

すごく長い、そして、保護者対する信頼関係がす

ごく低いという結果でした。

＜打ち込むものと目標＞

次に高校生の意識・精神状態についてお話しし

ます。「何か打ち込んでいるものがありますか」

という質問に、「ある」と答えた人は約６０％でし

た。女子が少し低い傾向にありました。「何か目

標があるか」という質問に対しては、男子も女子

も７０％近くがあるという回答でした。

＜ストレスの原因＞

そして、「今、どんなストレスを抱えているか。

一番強くストレスを感じていることは何か」と質

問に対して、一番のストレスと答えたのは、あれ

だけ勉強していないのに、「勉強」でした。勉強

してないということに対してストレスを感じてい

るのかもしれませんね。それ以外に男子では部

活、女子では友人という回答が多く、女子では友

達関係に苦労している様子が伺われます。それ

が、メールの時間が長いことと関係があるかもし

れません。

＜人生への満足感＞

次に、「人生に満足しているか」と大げさな質

問をしてみました。すると、４０％～５０％もの生徒

たちが、「やり直したい」と回答していました。

１６歳でやり直したいと言われたら何か悲しくな

いですか。「分からない」という子どもたちまで

入れると７０％～８０％の子は人生に満足をしていな

いと回答したことになります。そして、「もし人

生をやり直せるとしたら、いつに戻りたいか」と

いう質問には、「小学校の入学前」が２０％、小学

校の低、中、高学年がそれぞれ１０％程度、「中学

校」が一番多くて５０％ほどもありました。「戻っ

て何をしたいのか」を自由記載で書いてもらいま

した。私は「もっと違う習い事をしたかった」と

か「いろんなファッションをもっと楽しみたかっ

た」などいろいろと書くのかなと思ったら、意外

にも「勉強をやり直したい」というのが一番多かっ

たのです。今からでも遅くはないと思いますが、

中学校でつまづいた子どもたちが多いということ

でしょう。

＜自分に対する評価＞

次に、自分に対する評価、つまり自己肯定感

を、いろんな角度から聞いてみました。すると、
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自分のことを、「とても嫌い」「あまり好きじゃな

い」が３０－４５％、自分にいいところが「まったく

ない」「あまりない」が４０−５５％、自分のことを

すごくつまらないと「よく思う」「ときどき思う」

が４６－６０％もいることがわかりました。そして、

どの項目も、女子の方が低く、大変意外な結果で

した。

＜生活意欲＞

そして、高校生の意欲について質問をしまし

た。やる気の問題です。「最近、何事に対しても

やる気が出ないことがあるか」と聞くと、「よく

ある」「かなりある」が２５－３１％で、「最近、何か

を一生懸命やろうと思うか」という質問には、「全

く思わない」「あまり思わない」が、２０－２４％と

いう結果でした。そして、自己評価の質問と同じ

ように、男女を比べると女子のやる気が少ないの

です。ですから、一部の女子はすごく活発ですが、

平均すると女子の方が自己肯定感が低くてやる気

も少ないということになります。この調査結果は

私には意外でした。

＜授業についていけない生徒の背景＞

次に、授業についていけない生徒の問題の背景

を分析してみました。「授業についていけない生

徒」「全く授業についていけない生徒」「時々つい

ていけない生徒」を合わせると６～７割に達しま

すので、ほとんどの保護者の方には関係のある問

題だと思います。

まずは、ゲームです。最近の子どもたちは、幼

いときから、ゲーム漬けですが、調査では、小学

校時代のゲーム時間が長いほど、授業についてい

けていない生徒の割合が大きいという結果になり

ました。

最近脳科学の発達で、いろいろな脳の活動状態

を観察できるようになってきました。私は脳科学

者ではありませんが、ゲームのとき脳は全然活動

していません。そして、文章を書いているときに

は、脳の多くの部分が活発に活動します。言い換

えれば、ゲームばかりしていると、脳が使われて

いない状態が続くということです。脳も筋肉と同

じように、身体の組織ですから、使わないと衰え

るのではないかと思います。

ケータイ使用時間と勉強の関係を見ると、ケー

タイ使用時間が長いほど勉強についていけていな

いという関係があります。また、よく意味はわか

りませんが、勉強は、生活自立度にも関係がある

ようで、朝自分で起きられないとか、料理が作れ

ないとか、生活が自立していない子ほど勉強につ

いていけていないという結果でした。自立をする

子を育てたほうがいいようです。

自己肯定感も関係しています。全体として見た

ら自分のことが好きではない子ほど、つまり自己

肯定感が低い子ほど、勉強についていけていない

という結果でした。これは、授業についていけな

いから自己肯定感が低いということかもしれませ

んが、悪循環が生じている可能性がありますか

ら、自己評価が高まるような支援が必要であると

思います。

人間関係も勉強と関係があります。本当に信頼

できる友達がいる人や信頼できる先生がいないと

答えた人、そして、本当に困ったときに守ってく

れる大人がいないと答えた生徒さんは勉強につい

ていけていないという結果でした。ただし、大き

な差ではありませんでした。これに対して、保護

者の方との信頼関係はもっと強い関係があること

がわかりました。保護者を信頼していない子ども

さんほど、授業についていけていないという結果

でした。やはり、子どもたちにとって、保護者と

の人間関係が一番大きく影響しているのかなと思

います。

＜勉強をしている子は大丈夫か＞

以上、勉強についていけていない子の問題に焦

点を当ててきました。では勉強時間が少ない子だ

けが危ないのかというとそうではありません。実

は勉強時間が３時間、４時間を超えるような子ど

もが、危ない行動、つまり性行動、万引き、薬物、

自傷行為などいろんな行動をしていることが分

かってきました。そういったものを経験した子の

割合と成績との関係をグラフで見ると二つの山が

あります。１つは、トップクラスのところ、もう

一つは成績が下目のところです。これは以前の調

査でも観察されており、その山の高さは、同じか、

むしろトップクラスが上だったりします。ですか

ら、進学校とかトップクラスの子どもさんたちは

問題ないと先生も保護者も思いがちですが、そう

ではないということです。トップクラスでそうい

うことをする子どもたちは、男子では自尊感情が

高く自信過剰という子どもたちで、性行動も大変

活発ですし万引きもします。何でもやれやれとい
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う感じの子です。おもしろいことに、女子はその

真逆で、自尊感情が非常に低いのです。性行動は

あまり活発ではありませんが、うつ傾向になって

いたり、自傷行為の割合が高くなっています。男

子と女子の状況は、このようにかなり違います

が、１つ共通点があります。それは、残念なこと

に、保護者への信頼感がすごく低いということで

す。おそらく、ご家庭はきちんとしていると思い

ますが、なぜか保護者・子どもの関係がうまく結

べていないことが背景にあるのかもしれません。

＜心に残った保護者の言葉＞

さて、この調査では、保護者から言われた言葉

で心に残っている言葉を子どもたちに書いてもら

いました。すごくつらい言葉がたくさん出てきま

した。例えば、「おまえにいいところなんて１つ

もない」といった言葉です。そんなつらい言葉を

言われた経験が、回答者の１０％もいました。もし

かしたら、保護者の方は一時的な感情で言ったの

かもしれませんが、子どもたちの心に刺さり、い

つまでも消えないのでしょう。しかし、うれしい

ことに、全体としては男子の３分の１、女子の半

分はすごく感謝している言葉を書いてきました。

例えば、男子は、「何もかも感謝です」、「自分を

産んでくれてありがとう」、「１６年間一生懸命育て

てくれたことに感謝している」、「迷惑をかけて

も、見捨てずに育ててくれたこと」という言葉を

書いていました。こんなこと言われると保護者と

してうれしいですね。子どもたちは、本気になっ

て関わってくれることをすごく喜んでいるみたい

です。

女子は、「仕事が忙しいのに話を聞いてくれる」

という言葉を書いていました。子どもたちは保護

者が忙しいのはちゃんと分かっていいて、それで

も、ちゃんと聞いてくれることにとても感謝して

います。「悪いことをしたときに、叱ってくれた

こと」という言葉もありました。叱っている最中

はむくれていますが、ちゃんと感謝しているみた

いです。その他、「どんなに苦しい時も、そばで

励ましてくれた」、「一生懸命、毎日体が疲れてい

るのに働いてくれること」、「ご飯を食べて生活し

ているのは保護者のおかげだから、普段から感謝

しています」、「自分のことを本気で心配してくれ

たこと」、「学校に行かせてくれること」、「お金に

余裕がないのに、部費とか出してくれる」、「毎朝

早起きしてお弁当を作ってくれること」、「１６年間

の毎日の世話」などなど。ちゃんと考えています

よね。こんなのを書かれるとすごく元気が湧いて

きます。

＜まとめ＞

では、ここまでで子どもたちの現状をまとめて

みます。高校生になればケータイ漬けの子の方が

ゲーム漬けよりも多いようです。ケータイ依存で

誰かと常につながっていないと不安なのでしょ

う。一人になるのが怖い「一人不安症候群」では

ないのかと思います。ケータイに依存して、生身

の人間関係の少ない、浅い人間関係の中に生きて

いるという感じがします。子どもたちのやる気の

一番の源として大切なものは、自己肯定感や自尊

感情ですが、そうした浅い人間関係の中に生き

ていると、そういう自尊感情を育むことができな

い、誰かと接するから、「私はすごいのだ」「僕は

すごいのだ」と思え、だから「頑張ろうかな」と

思えるわけです。初めに申し上げたように、今回

の調査では、現代の高校生は、「やる気ない、目

標ない、授業分からない」という三ない状況にあ

る、その原因は、人間関係の衰えにある、そうい

うことが見えてきたのではないかと思います。

■ＷＹＳＨ教育について

以上、子どもたちの現状について紹介させてい

ただきましたが、では、それに対して私たちは何

ができるのかについて、私たちの教育上の取り組

みを少しだけお話ししたいと思います。

私たちの行っている教育は、ＷＹＳＨ教育と

いいます。ＷＹＳＨとは、Well-being of Youth in 

Social Happiness の略で、ＷＹＳＨ教育とは、「子

どもの真の幸せを願う教育」という意味になりま

す。子どもたちを巡る、家庭の問題を色々指摘さ

せていただきましたが、そうしたいと思っても、

すべてのご家庭を外部の人間が変えることはでき

ません。ですから、私たち外部の人間ができるこ

とは、地域や学校という場でのできるだけの取り

組みをすることです。

＜ＷＹＳＨ教育の特徴＞

ＷＹＳＨ教育には他にはないいくつかの特徴が

あります。その第一は、子どもたちの現状を徹底

的に把握するということです。今、子どもたちが

どういう状況にあるのか、精神的にどういう状況
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にあるのか、どうして勉強しないのか、いろんな

ことを知る必要があります。それも知らずに、ど

うしたらいいかということが言えるはずもありま

せん。第二は、科学的であるということです。調

べた子どもたちの現実に基づいて、様々な理論を

用いて、授業を科学的にデザインします。用いる

理論には、マーケティング理論、行動理論、コミュ

ニケーション理論などがあります。そして、授業

後は、本当に教育効果があったかどうかを調査で

確認します。授業時間も予算もどこも限られてい

ますから、それを最大限有効に使うためには、本

当に効果のあるものでなければなりません。第三

は、心をこめるということです。科学やスキル的

技術だけでは、相手の心に響く授業をすることは

できません。その限られた時間の中で子どもたち

が一生心に残るような授業を提供することです。

こちらがいかに本気で臨むかが、成功の鍵だとい

うことです。第四は、人間基礎教育をその土台と

していることです。子どもたちの自己肯定感、自

尊感情、子どもが自分の長所を発見して、自分に

自信をもつこと、これを支援することを目指して

います。第五は、丁寧な人間関係を築けるように

支援することです。安心できる人間関係、心穏や

かな人間関係を、友達や先生、そして保護者の方

との間に築くことができるように支援することを

目指しています。第六は、「すべきこと」をこち

らから結論として押し付けるのではなく、分かり

やすく情報を提供した後で、相手の考えてもらう

ことです。危機管理のための情報提供を行う際

も、トップダウンの指示を行うことはしません。

自分で出した結論こそ、持続的な行動変容とつな

がっていくと考えられるからです。

では、実際の授業の様子をビデオで見ていただ

きたいと思います。このビデオに出てくる学校

は、１年生が１学年５クラスで、毎年、その中の

１クラス分の数の生徒が退学していくという学校

で、とても大変な状況の学校でした。その学校で

はほとんどの生徒が就職するのですが、求人がこ

のご時世ですから徐々に減ってきています。私が

伺ったときには求人ゼロになっていました。求人

ゼロの中で、夢や希望を取り上げようとしても、

空々しくなってしまいます。私は、大変悩みまし

た。どうすれば、子どもたちの心に火をともすよ

うな授業ができるだろうかと、何日も寝られずに

考え抜きました。そして、ふと自分のことを考え

てみたのです。私は、ものすごく弱虫です。弱い

人間ですが、自分の子どもが危機に面したときだ

けは別人のように強くなります。ですから、人は

もしかしたら何か守るものがあるときに強くなれ

るのではないのかなと考えました。子どもたちに

も、自分が何か守りたいものがあるはずです。そ

ういう「守る」存在である自分に気が付いてもら

おう、それを授業のテーマとすることにしまし

た。その授業の様子をご覧ください。

〈ビデオ開始〉

授業の様子。初めは大騒ぎしていた生徒のま

なざしが、授業の後半に向うにつれて、真剣

になっていく。

（ビデオの最後の部分に出てきた、授業に対す

る生徒の意見の感想）

「相手のことを思いながら生きていきたいです。」

「大切な人を守っていきたい。」

「自分を見つめ直して性格を直していく。」

「まだ人生の半分も来ていないから、僕は僕

が信じる道を信じていきたい。生きるってす

ばらしいことだし、神様がくれた最高のプレ

ゼントだから。」

「人を、命を、自分を愛する人を守っていき

たい。」

「自分の人生は一度きりなので、笑って人生

を生きたい。」

「自分が守った人やものなどといつまでも一

緒にいたい。人生は暗いことばかりではない

と信じていきたい。」

〈ビデオ終了〉

それでは残された時間を使って、あと二つのビ

デオをお見せします。最初は、子どもたちには保

護者になったつもりで育児シミュレーションをし

てもらったときのビデオです。この学校も、色々

と困難を抱えた学校で、授業の開発にはとても苦

労しましたが、とても思い出深い授業となりまし

た。その中に子どもたちの本音がいっぱい出てき

ます。そのようすをご覧ください。

〈ビデオ開始〉ナレーション

「事前に生徒の保護者からこれまでの子育て
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エピソードを教えてもらい、そのエピソード

をもとにシミュレーションを行いました。妊

娠や出産の説明で終わらず子育ての大変さを

明るく実体験しました。」

育児シミュレーションのようす。意外にも男

子がとても熱心に育児に取り組んでいた。そ

して、自分が親になったとき、色々な場面に

子どもにどう対応するかという話の中で、今

の自分の親に対する希望が本音として出てく

る。

〈ビデオ終了〉

最後のビデオは、「命の授業」のビデオです。

この授業を行った学校も生徒たちがいろいろな困

難を抱えているところでした。そんな子どもたち

に、かけがえのない命を大切にしてほしい。一人

ひとりがかけがえのない命だからということを伝

える授業をしました。

今、日本では、ほとんどの人が、病院で生まれ

て病院で死ぬ時代になり、生まれる、死ぬという

ことを体験することが少なくなりました。死が

あってはじめて、生きることの大切さが分かる、

だから、誕生のシーンだけではなくて、命に限り

があるからこそ毎日を大切に生きなくてはいけな

い、丁寧に生きなくてはいけないということを感

じてもらいたいなと思ってメッセージビデオを作

り、生徒たちにみてもらいました。

〈ビデオ～命のつながり～開始〉

赤ちゃんの誕生から年老いて家族に見守ら

れながら最期を安らかに迎えている写真が映

し出されていく。

（ビデオの最後の部分に出てきた、授業に対す

る生徒の意見の感想）

「命を大切だなと改めて思ったので、これか

らも大切にしたいと思います。」

「産まれたことに感謝して１日１日を大切に

生きたい。」

「私は私自身を大切にしてこれからの将来を大

切にしながら生きたいと思いました。そして

自分の大切な人や大切な命ができたら、それ

らを必死に守り愛していきたいと思います。」

「だからこそ、今の自分を大切にして生きて

いこうと思います。今、自分が命を大切に生

きられているか分からないけどこれからは保

護者にもらった命を大切に生きていきたいと

思った。」

〈ビデオ終了〉

それでは、最後にまとめをさせていただきたい

と思います。

日本はとても便利で豊かな社会になりました。

しかし、前半部分で言いましたが、表面上は豊か

になっていますが、心は逆にすごく貧しくなって

しまったように思います。それが、子どもたちが

起こす問題の背景になっていると思います。

では、私たちは何ができるのか。もちろん、世

の中の全部を変えることはできません。しかし、

できることはあります。それは、社会に潜んでい

るいろいろな危険性をしっかり子どもたちに伝え

ること、そして、その社会のひずみの中で本当に

おぼれそうになっている子どもたちの心の土台に

なること、それから、人と人とがつながることに

よって、こんなに心が安らかになれるんだという

ことを伝えることだと思います。それをしっかり

伝えることで、子どもたちの未来もが変えること

ができる、私はそう信じています。

そして、今日お聞きになった方々がそれぞれの

ところにそれを持ち帰ってくださって何かをして

いただくと、１が１００倍にも３００倍にも１，０００倍に

も広がって行き、大きな広がりになるのではない

かなと思います。今日ご参加の皆様方ができると

ころから何か始めていただければ嬉しいです。そ

して、皆様方が住んでいらっしゃる全ての地域の

子どもたちに、すばらしい笑顔がたくさん広がる

ことを心からお祈りしたいと思います。
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○今村　皆様、こんにちは。木原先生の感動のお

話、映像がこの会場に残っておりまして、私、気

持ちがとっても温かな状態です。まずは、パネリ

ストの皆さんの自己紹介を先にさせていただきま

す。木原先生、今終わられての感想といいますか、

改めて何か皆様にお伝えいただけることがありま

したら、お願いします。

○木原　もう言うことは何もありません。偉そう

なこといっぱい言いましたけど、自分の子どもは

全然、偉そうに育てられませんでしたので、この

シンポジウムはむしろ聞く側に回ろうかなと思っ

ています。

○今村　私たちと一緒に参加していただけるとい

うことですね。

○安藤　東京から参りましたＮＰＯ法人ファザー

リング・ジャパン代表の安藤です。静岡はＮＰＯ

の事業で何回か来ました。テレビ静岡の「テレビ

寺子屋」にも出させていただきました。ファザー

リング・ジャパンは、３年前に私が立ち上げた日

本で唯一の父親による父親のための子育て支援、

あるいは父子家庭の支援等をやっているＮＰＯで

す。父親というと、昔なら、親父の背中とか、か

みなり親父とか、威厳だけを見せる大黒柱的なイ

メージがありますが、現代の子育て環境では、そ

ういった黙して語らず的な親ではなくて、もっと

子どもとかかわって家族で共に成長していく、そ

ういった父親を目指す。一言で言うと、笑ってる

父親を増やすというような事業を今、展開してい

ます。高校生や大学生に父親事業というのを展開

していますが、次世代パパ育成といいますか、１０

年、１５年後に父親になるであろう、特に男子、あ

るいはそのパートナーである女子たちに向けて、

父親の役割というのは、昔と随分変わってきたん

だということを伝えています。

○今村　まさに笑っている父親ということで、笑

顔でお話されて、とても気持ちいいですね。そし

てまずかかわっていくということで、キーワード

いただきました。

○大石　ＳＢＳアナウンサーの大石です。私、こ

の４月からＳＢＳラジオ「朝だす！」という番組

で火曜日は子どものコーナーというのがあり、子

どもを育てるということでいろんなことをやって

いますが、その１つとして放送外活動で絵本の読

み聞かせを始めました。幼稚園２カ所と学童保育

１カ所で行いました。家でも絵本の読み聞かせを

結構やってきましたので、その延長と思って始め

たのですが、子どもたちのさまざまな反応があ

り、十人十色、子どもの育て方もいろいろだなと

思いながらも、今日は木原先生のお話でいろいろ

と印象的に残ったことが多く、中でも立て直しは

いくつからでも効くという話にはなるほどと感心

しました。同時に、私の子ども５歳ですから、こ

れからいろんなことが起きてくるのかなというこ

とを非常に感じました。

○今村　今村恵理と申します。チームコーチ・ビ

ジネスコーチとは、木原先生のお話とも重なりま

すが、まずは相手のことをよく知って、こちらか

ら押しつけるのではなくて、自らが目的に向かっ

て進んでいく、そんなサポートをしております。

今日は皆さんと一緒に、子育て、コミュニケーショ

〈パネルディスカッション〉

コーディネーター　　今　村　恵　理　　ビジネスコーチ・チームコーチ

パ ネ リ ス ト　　木　原　雅　子　　基調講演講師

　　　　　　　　　　安　藤　哲　也　　ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン代表

　　　　　　　　　　大　石　岳　志　　静岡放送報道制作局情報センター副部長
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ンについて考えていきたいと思っています。

さて、このパネルディスカッションでは高校生

だけではなくて、小中学生や幼児期の子どもさん

たちにも対象を広げて、子どもへの親としてのか

かわり方を中心に進めていきたいと思います。ま

ずは安藤さん、大石さんお２人からは、お子さん

たちに読み聞かせをする際に、もっとも気をつけ

ていることはどんなところか、そのあたりからお

話をいただけますか。

○安藤　僕が絵本にはまったのは、長女が生まれ

た１２年前です。小さい女の子との接点がなかった

ので、どうやってコミュニケーションとろうかと

真剣に悩んだときに、たまたま書店を経営してた

ので、絵本というのは身近にあった。直感的に、

あ、これだと思って、この絵本で娘とコミュニケー

ションとって楽しく育児したいなって、そのとき

からです。それまでは絵本というのは母親が読む

もの、あるいはその教育的なツールのように思っ

てたのですが、僕が実践して思ったのは、絵本は

コミュニケーションツールだということですね。

親子の愛着をつくったり、その絵本を通して成長

を感じたりお父さんが育児のおもしろさを実感で

きる、そのコミュニケーションのツールだなと思

いました。気をつけてることは、絵本は自分で選

びます。図書館で借りたり書店で買うときに、直

感的に絵のフィーリングが合うとか、ストーリー

にすごくメッセージ性があって、これは父親とい

う僕の媒介を通して自分の言葉で子どもにぶつけ

てみたいな本を選ぶように心がけます。あとは絵

本そのものが大事ではなくて、絵本を通して過ご

すその豊かな時間が大事だってことですね。子育

ては期間限定ですが、絵本はもっと短いですね。

延べ６，０００冊ぐらいの絵本を読んだのですが、そ

れもいつか終わります。だからお父さんたちに言

いたいのは、後で後悔しないでほしい。あのとき

読んどけばよかったと思っても、４年生や５年生

になれば、膝の上にはもう座ってくれないってこ

とですね。だから別に絵本じゃなきゃいけないと

いうことはないけども、何か豊かなコミュニケー

ションツール、ともに楽しい思い出、お父さんと

子どもの心のハードディスクに思い出を刻むこと

ができるような、ツールなり方法をもつといいの

じゃないのかな。

お父さんの膝の上って、子どもにとって絶対

安全地帯だと思います。さっきも居場所っていう

キーワードがありましたけど、やはり安心で安全

な場所、家庭がそのものなんだけど、お父さんの

膝の上は、子どもにとって世界一セイフティな居

場所なんですね。その中で絵本というツールを

使って過ごした時間を決して子どもは忘れない。

さらに子どもって絵本を五感で捉えるんですね。

大人は絵本を目と耳で感じますが、子どもはあと、

触覚とか、臭いですね。お父さんのたばこの臭い

やお酒の臭い、そういうお父さんの臭いを覚える

んですね。大人になってから、読んでもらった絵

本のストーリーは忘れても、お父さんの膝の感触、

あの臭い、あの声は忘れないんじゃないかな。

○今村　お母さんに言われてしょうがなく読ませ

るのではなく、自ら絵本を選ばれて、出張のとき

はテープ録音までするところも大事なのかなと感

じました。そして何よりも安全地帯、安心できる

場所がまずベースにあることが必要なんだという

ことですね。

○大石　私も、先日、清水区内の幼稚園で絵本を

３冊読みました。最初は、集中してほしいと思い

まして、まず表紙の絵を見せて、これからこんな

絵本を読みますよと。そして中もぺらぺらっとめ

くって印象的な絵が描いてあるところをちょっと

見せて、どんなお話なんでしょうか。楽しそうに

女の子が笑ってるね、そんなお話なのかな。問い

かけをして、子どもたちの注意を引きつけてから

読み始めます。読み始めると、子どもたちは横を

向いたり退屈そうにしたりいろんな行動をとりま

すが、どうしたらその子たちを絵の中に引き込む

ことができるかということを考えます。そうこう

しているうちに、その子どもたちも、絵の中に、

お話の中にまた戻ってきてくれます。

結果的に、最後まで聞いてくれたのですが、こ

れもまだ３回です。この読み聞かせのベースが、

実は自分の５歳になる子どもに５年間続けてきた

読み聞かせです。そのとき、子どもの目線という

か、反応も大事にしていました。また、子どもの

間を考えたページのめくり方をしたり、子どもの

反応を見ながら、双方向になるような、そんなこ

とを意識しながらやってきました。

そして一番感じたのは、安藤さんのお話にもあ

りましたが、絵本はコミュニケーションツールで

あると。そういう双方向のやりとりができたなと
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思っています。

○今村　相手の反応を見ながら相手に合わせて、

そして相手を尊重したコミュニケーションって実

は本来の理想の姿なんですが、まさに実現されて

いるんですね。まず表情を見て、そして反応を見

ながら、時に立ちどまって、子どものペース、相

手のペースに合わせるということですね。

そして安藤さんと大石さん、共通していたこと

は、臭いとか感触とかの感覚ですね。絵本という

と視覚と捉えがちなんですが、そうではない五

感。視覚だけでなくて耳、そして肌、臭いなどの

五感すべてを生かしてコミュニケーションを図ら

れているんですね。

○安藤　そうですね、視覚と聴覚しか訴えないテ

レビはそれができないですね。子どもはスキン

シップも含めた五感を総動員してその絵本を受け

とめます。だからすごく親子の愛着が深まりま

す。今、おっしゃったように双方向の楽しみ。一

緒に楽しむっていうことを基本的に考えてほしい

と思います。

○今村　一緒に楽しむというキーワードをいただ

きました。それではどうでしょうか、木原先生、

お二人のお話をお聞きして、どのような形でコ

ミュニケーションを図っていくと効果的に伝わっ

ていくのかというような観点でお話しいただけま

すか。

○木原　子育ては私一人でやりましたので、全然

違うなと思いました。読み聞かせは、あまり細か

く考えないでやりました。絵本はたくさんありま

した。私の場合は、読んでる途中からストーリー

を自分で変えちゃう、つくっちゃうんですね。そ

うするとすごく子ども喜ぶんですよ。ですから、

同じ絵本持ってくるんですけど、いろんなお話に

なって、ママこの前と話が違うよとか言ってまし

た。そういった自分で勝手につくっちゃうお話も

けっこうしました。

小学校の授業で絵本の読み聞かせをしたことが

あります。そのときには、生徒さんたち３６人みん

なで話すと伝わらないので、５人位のグループに

分けて、そしてお母さんとお父さんのボランティ

アを募っての形をとりました。そのときに子ども

たちが安心するように、何かお家から１つだけ、

気持ちのよくなる枕とか、ふわふわの毛布とか、

そういったものを持ってきてくださいといって、

それを持ちながら、おうちの中で膝枕をしても

らってるような感じでお話を聞きましょうの時間

を取りました。小学４年生にしたんですが、もの

すごく子どもたちくつろいで、寝っころがりなが

ら聞いてくれました。お話の内容もですが、雰囲

気とかその感触、５人だったらみんなに目を配れ

ますので、その中でやれたらいいのかなって思い

ました。そういうところが、お二人のお話から感

触とか感覚とか、目だけじゃないところがとって

もすばらしいなと思いました。

○今村　雰囲気とか感触は、テレビとかケータイ

とかインターネット見てばっかりでは、なかなか

得られない状態で、だからこそぬくもり感とか気

持ちの良さという感覚を一緒にどうつくっていく

のかということなんですね。

それではさらに深めていきたいと思いますが、

安藤さん、大石さんはまさに現役のお父さんです

ので、日頃のお子さんとのコミュニケーションど

んなふうに図ってらっしゃるか。もしくは悩みと

か、そんなところを具体的に伺いたいと思います。

○安藤　そうですね。子どもの年齢によっていろ

いろ課題とか悩み、喜びなんかも違うなと実感し

ています。１２歳、９歳、１歳なので。今は１歳は

楽ですね。２人育てた経験もあるし、小６のお姉

ちゃんがちいママのようにほとんどできるんです

ね。おむつを替えたり、遊んだり、着替えさせて

くれたり。これって昔の大家族の兄弟にあった姿

ですね。今、母親たちの育児ストレスや不安をな

くすための父親の支援を僕らはやってますが、核

家族化、都市化の中で母親が孤立して不安を募ら

せている。でも昔は違ったねって、うちのお姉ちゃ

ん見ててすごく思います。母親が一人でやらなく

てもいいサポートできるものがあった。あの子に

とっても、母親のエクササイズ、練習を今、して

いるんですね。

ある助産院のデータでは、妊婦検診に来る２割

の人が、一回も赤ちゃんを抱っこした経験がない。

小さい子に全く接しないまま自分が母親になって

しまうというケースが多くて、自分の子どもが

抱っこできない母親、父親も増えてきている。

今、１歳児が上の子の２人の教育にもすごくい

い。２番目は９歳の男の子ですけども、兄、姉と

しての責任感がものすごく芽生えてきていて、ま

さに１歳児に、僕ら家族はみんな感謝しています。
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○今村　昔の大家族のように１２歳、９歳、１歳と、

その兄弟同士でまた愛情とかコミュニケーション

が生まれ、とてもいい状態になっていくんだと感

じました。１２歳のお子さんには、何かご心配にな

ることとかどうでしょう。

○安藤　先ほども４年生がポイントだというお話

がありましたが、１０歳って第２次性徴期で大人へ

の階段を歩み始める。そのときに子どもにとっ

て、親は一番身近なロールモデル、お手本になる

んですね。そのときに気をつけたのは自分自身が

笑ってる父親でいようということです。つまり自

分の人生を肯定して、子どもの前に笑顔でいつも

立てる。もちろん仕事とかで大変なこともある

し、生きていくってけっこうつらいけど、子ども

にネガティブな感情をぶつけたりとか、あるいは

夫婦の関係でも、お父さんが何かプライドとかを

気にする余り人生に対してポジティブになれな

いっていう姿勢は見せたくないですね。

先生の話にもありましたけれど、子どもに今起

きていることは大人の鏡だと思うので、大人が

笑って生きていれば、子どもたちも未来に希望が

もてると思うので、会社員の、会社でいやなこと

があってもなるべくもち帰らないで、自分で玄関

ノブあけるときに深呼吸して切り替えて、そこか

ら先は笑顔の父親でいようと意識していました。

そうすると、夫婦のぎすぎすしたのもなくなる

し、子どもたちも話しやすい雰囲気になるから。

昔みたいな威厳とか、かみなり親父的な感じだ

と、今の子どもたちは入ってこないと思うので、

そこは胸襟を開くというか、常に開いている父

親、笑っている父親を、特にお姉ちゃんが１０歳位

になったときからは気をつけています。

○今村　なかなか父親が育児に参加するというの

は、まだまだ理解が得られにくい状況にあると。

○安藤　日本は特に、男は仕事、女は家事と育児

とずっと刷り込まれてきましたから。でもヨー

ロッパはもう父親が育児休業９０％取る国がたくさ

んあります。日本は１．２％です。そこを変えたい

と思って、笑ってる父親を一人でも多く増やした

いと思っています。

○今村　今も仕事ばかりになっているとか、余裕

がないというお父さんに具体的にアドバイスをし

ていただけると、どうしたらお手本になるような

状態になれるのか、このあたりの秘訣を教えてい

ただけるといいんですが。

○安藤　我々の事業で父親向けの講演会やセミ

ナーをやっていますが、笑う父親になるためのい

ろんな極意があって、まず大事なのは意識です

ね。子育ては義務ではなくて楽しい権利なんだと

思うことですね、男性でも育児をすることで成長

もできるし、人生の喜びを味わえる。子どもの育っ

ていく姿というのは生きる原動力、頑張ろうと思

えることになるのでね。母親に丸投げして、自分

はお金だけ入れとけばいいんだっていうのは、あ

まりにももったいない。

絵本の読み聞かせも、妻に独占させとく手はな

いでしょう。こんなに楽しいコミュニケーション

を母親だけにやらせておく手はない。それでもで

きない人は、子どものころ父親と楽しい思い出が

なかったとか、父親であることの意味を考えない

で、ただ単に仕事だけしてればいいみたいな。そ

れは気づきのスイッチが必要なので、我々は読み

聞かせの講座とか、料理教室、キャンプなどの事

業を通して、お父さんスイッチ、パパスイッチを

入れる活動をしています。だから答えはないんで

す。一人一人が価値観を変えるには、何回かその

喜び、子どもの笑顔に出会うとか、そういった経

験を積まないと、子どもができたら父親ＯＳを入

れ替えようって言います。ＯＳが古いと、子育て

はいつも固まってフリーズしてしまいます。それ

をいつも新しく、アップデートしていきましょう

と言っています。それは人それぞれなので、その

人に合った子育ての楽しさというのを見出してほ

しい。

僕らは地域でパパ友（とも）をつくってます。

パパ友が４０人います。パパ友と楽しみながらやっ

ていくことで地域自体もよくなっていく。子育て

は町育てだって言いますが、男性が子育てにかか

わると町がどんどん良くなって、子育てしやすい

町というブランドを手に入れて社会資本が上がる

と僕は実感してます。自分の子を幸せにしたいな

ら、地域の子たちみんなハッピーになるようなこ

とを一人一人が考えていけば、その地域はものす

ごく住みやすい、誰もが笑って暮らせる持続可能

な共生社会になると思います。

○今村　先ほどの木原先生から本気度というのが

ポイントで、本気で伝えていくと伝わってくるも

のが大きいと感じました。そしてまずは自分自身
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が楽しめること。一人で何とかするのではなくて

周りを巻き込んでいくというお話が非常に印象に

残りました。

○大石　うちの息子も、これからそういう状況が

訪れるんだなって思ったのですが。今５歳ですの

で、ようやく子どものほうも理解が進んできて、

親の姿を見て思わぬ弱点を指摘したりとか、そろ

そろこっちもしっかりしなくちゃいけないなと

思ったりします。

コミュニケーションで気をつけてることは、１

つは、朝起きたら必ず「おはよう」と声をかけま

す。そして寝るときには必ず「おやすみ」と。な

るべく目線を下げて語りかけることに気をつけて

ます。普段の会話でも、子どもが言ってるときに、

上から聞いてるんじゃなくて、やっぱり下げて、

どうしたの、何、へえ、そうなんだと聞いてあげ

て、こちらも話すときにはその目線でしっかり目

を見て言うようにしています。すると、真剣な会

話といいますか、中身の濃い会話が続きます。こ

れは子どもだけじゃなくて、人間としての基本に

もなるのではと思います。

もう１つは、面と向かってただ会話をするって

成り立たないので、何かをしながらその過程で、

いろいろとコミュニケーションをとる。それとも

う１つは、１つ役割を与えてます。私、週３日は

家で夕食をつくりますが、当初は、私がつくって

る間、彼は一人で遊んでました。ある時、子ども

はイカのお刺身好きだったので買ってきて、こっ

ち来て料理手伝う？って言ったら、うんうん、や

るやるって、ここについてるこの口を取って。へ

え、これが口なんだ。そう、口がね、ここの足の

つけ根についてるんだ、イカはねって教えてあげ

て、何回かやり方教えながら会話をしました。そ

のトンビといいますか、これを取るのは彼の役割

になりました。また、私が缶ビールのプルタブを

あけて注いでるのを見て、非常にうらやましそう

な顔してたんですね。どうしたのって言ったら、

それやりたい。その後、プルタブをプシュッとあ

けるのは、彼の役割になったんですね。ただ、硬

いですから必ずスプーンとかフォークを持ってき

て、てこの原理を応用して、ぱっと開けます。

子どもの達成感っていうんですかね、満足度。

前はこの程度しかできなかったのに、すごく上手

になったね。ビール注ぐのが上手になったねって

言うと、非常に満足そうな顔します。コミュニ

ケーションをとりながらも、子どもに対して、う

まくいったことはきちっとそれを認めてあげるよ

うに声をかけるという作業は大事なのかなと思い

ます。

一方では、叱ることも必要なので、いろんな場

面で注意を与え、叱ります。ただ叱ることは非常

に難しいなあと思っています。自分の感情的なも

ので叱ってるんじゃないかなと。この子がこうい

う悪いことをしたのでそれを諭す、注意してるん

だけど、いつしか自分が感情的になっていたり、

その行為が私自身の感情に触れて怒ってるんじゃ

ないかなと思ったりします。子どもにわかっても

らう叱り方って難しいと思いながらも叱っていま

す。

それと、子どものスピードっていうのがあるの

で、それを感じてコミュニケーションをとるのが

大事だと思います。例えば朝、子どもを保育園に

連れて行くとき、もう行かないと間に合わない、

遅刻しちゃうと。でも彼は彼のスピード感があり

まして、急いでるときでも自分の興味が優先する

んですね。例えば私に見てもらいたい、自分がで

きることとかやるんですよね。わかってるけど、

それ見てると遅刻しちゃうから、結局むりやり

引っ張っていきますが。そういう子どものスピー

ド感とか子どもの好奇心、子どもの表情とか見な

がら、子どもとのコミュニケーションを築いてい

けるんじゃないかなと思っています。

○今村　具体的なご提案もいただけたと思いま

す。まずは挨拶、目線を下げて言ってあげる、役

割を与えていく、親子関係に限らず全てのコミュ

ニケーションとかチームをつくっていく中でも必

要なんだなと思いました。

今後、抱える課題というのは多くの親が抱えて

ると思うんですが、叱り方がよくわからないと

か、それから具体的に出ましたが、朝急いでる、

急いで行かなきゃいけない、でも何か好奇心があ

るところにどこまで関心を示したらいいのか。こ

のあたりについてどうでしょう。

○安藤　父親セミナーでも非常に大きな悩みで出

ますね。子どもが反抗期に入ったときにどう叱っ

ていいかわからない。叱ってるうちにだんだん自

分の感情が出たり、会社でのいやなことがそこに

ストレス発散したり。
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まず最初に膝を折るっていうのを僕は実践して

います。やっぱり巨人に怒られている威圧感とい

うのは、子どもは圧迫感をもつので、膝を折って、

深呼吸を１回して。で、「いいか、お前な」って

始めると、子どもは僕の視線にすっと吸い込まれ

てきます。言うときも、できるだけわかりやすい、

わかる言葉でコンパクトに短い時間で言うってい

うのがコツです。また、母親に叱られたときのフォ

ローも必要で、うちは役割分担をしてます。つま

り日常的な細々としたことで、母親がバーッと叱

るんだけど、僕はそのときは黙って見てるんです

ね。でもお風呂に入った時にその解説をしてあげ

るんです。何でママは君を叱ったかって言って、

そうすると、そうだねって子どもは納得するよう

です。最後に僕が子どものころ、お父さんもおば

あちゃんにこんなことで叱られてたんだよって言

うと、子どもはほっと安心するんです。何だパパ

もやってたのかみたいなね。そういうガス抜きと

いうか、ただ怒られてる抑圧だけじゃなくて、そ

れを発散してあげる機能というのを、何か役割分

担、攻撃と守備じゃないけども、そういうものを

きちんと夫婦でやっていくのがいいんじゃないか

なという気がします。

そんなことで、早くパパたち帰ってこようよっ

て僕ら言ってます。夜帰れないんだったら朝２０分

でも早く起きて、毎日かかわることが大事です。

それに、先生も言いましたけど、相手をよく知

るってことですね。まず相手の状況、相手が今何

を考えてるのか、何を言いたいのかというのを。

練習は嘘をつかないって、昨日も松井が言って

ましたが、日々、基本的なことをやってれば大リー

グで活躍できるって、育児も全く同じです。毎日

基礎的なことをやっていく、子どもとかかわって

いくことが、僕は今の父親たちに求められている

と思います。

○今村　木原先生、いかがでしょうか。

○木原　私、調査結果を申し上げるのは自分の仕

事なんですけど、自分たちの子育てから考える

と、失敗例として、こういうことしたらだめです

よです。

ひたすら仕事人間の夫と、私も仕事ありました

ので、ものすごく忙しい両親のもとに子どもは

育ったという感じですね。ただ、私だけで育てた

という感じですが、父親とはほとんど会わないん

ですね。それこそ週末だけどころじゃなくて、３

歳のころにうちの子が夫に言った言葉が、「パパ

また来てね」っていう言葉でした。それくらい家

に帰らない。研究者ですから大学にこもりっきり

で研究するんですよ。それはもう彼の仕事ですか

ら仕方がないですけど、親子関係はものすごく悪

かったですね。

ほとんど触れ合わない、子どものこと全く知ら

ないで、子どもが思春期になった頃、突然、怒り

出したんですよ。態度が悪い、その格好は何だ、

その口の利き方は何だって、猛烈に怒り出したん

ですね。そうしたら、子どもも反抗期ですからす

ごいですよね。パパだって何よ、ほとんど帰って

こないくせに、帰ってきたと思ったら、うるさく

文句ばっかり言って、自分のこと何もしてないく

せにって、ガーッとものすごいバトルになるわけ

ですよ。間に入った私はもうどうしようという感

じになって、結局、夫が、そんな生意気なことい

う奴は出て行けってなるんですね。それで娘出て

行きました。私は夜の街を必死で探すわけです

よ。これはだめな例ですが、ずっとだめでした。

この先が修復したわけではありません。

ただ一度、子どもがどうしようもなく困った状

況になって、学校をどうするかというときに、そ

のときにもう学校の先生も誰も助けてくれないっ

ていうときに、そのときに初めて、父親である夫

がものすごくがんばって助けてくれました。その

ときだけ急に張り切って父親になったわけです

よ。そのときから子どもがちょっとだけ見直すよ

うになってきて、またしばらく空間はあったんで

すが、１４歳から２４歳位まで、ボーンと親子関係真っ

暗みたいな感じで、２４ぐらいになったら戻ってき

ますので、もし全然、役目果たせてないお父さん

は、１０年間ぐらい我慢されれば、本気で愛してれ

ば、子ども１０年経ったら戻ってきます。それまで

は、触れ合わなかったツケはだいぶ残るなと思い

ました。ですから常日頃の関係というのは、すご

く大切だなと思います。私たちは失ってしまった

のですが、母親一人ではできないことっていっぱ

いあります。これが二人でできたら、どんなに違っ

てたかなというのをお聞きしながら、ああ、いい

なと思って聞いていました。

○今村　先生もご苦労を。でも１０年経ってすてき

な親子関係がつくれて、これはすごいなあと思い
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ます。私もいろいろな研修などで、失敗って失敗

じゃないって。次に生かせるための成功のための

良い情報が入ったということで、先生の今の活動

を拝見させていただきますと、いろんな体験が生

かされ次につながっていくんだというのを改めて

学ばせていただきました。

では、だんだんと時間が限られてきましたが、

ぜひ皆様からパネリストの皆さんにご質問などが

ありましたら、いかがでございましょうか。

○会場発言　父親が子育てに係わってくると、父

親と母親の育児へのバランスというか、分担とい

うか。そういうことで、何か日ごろ感じてること

がおありでしょうか。

○今村　はい。今の質問少し共有させていただき

ますと、父親が子育てにかかわってくると、母親

との関係とかそういったところに関して、何か支

障とか、奥様がどう思ってるかとか、そういった

主旨でしょうか。

○会場発言　おっしゃるとおりで、つまり今、大

石さんも安藤さんも自慢話が多かったと思うんで

すが。実はねっていう、何か裏話みたいの聞きた

いなっていう質問なんです。

○今村　奥様はどんなふうに捉えられてらっしゃ

るのかなということですね。

○安藤　今は割とにこにこスマイルですが、１人

目のときは妻にそれ違うんじゃないとよく言われ

ました。特に、母親たちのアンケートで、夫に言

われて一番いやな言葉って「手伝おうか」ってい

う言葉なんですね。父親が自分は育児をやって

る、かかわってるつもりでも、手伝ってるとか、

やってあげてるとかの感覚でやってると、妻は見

抜くんですね。そこで喧嘩です。僕も最初のとき

そうでした。心のどこかでこれは母親がやるもん

だろが出てしまうのです。自己嫌悪に陥って、そ

うじゃないって。強引に自分のギアチェンジをす

るしかなかったですね。おっしゃるように自慢話

ばかりじゃなくて、第１子目のときには、自分の

ＯＳを入れ替えるのに３年ぐらいかかりました。

だから「手伝おうか」ではなくて、役割を与える

と話ありましたが。家族は一艘の船の乗組員だと

いう意識をもつようにし、その役割をそれぞれが

果たしていくということです。

男性たちがよくやるのが、男性は家事・育児や

ると、妻に対して自慢するんです。これやっとい

たからとか、皿洗っといたからとか、言った時点

で半減ですよ。男性が家事、育児やってると自慢

するのは、まだやっぱり手伝ってるっていう意識

があるからなんですね。

○大石　私も全くそのとおりだなと共感したんで

すが。やっぱりお互い地雷の部分がありまして、

そこには入り込まないということで対応してます。

父母の役割ですが、二人とも働いていれば、両

方が母親であり父親なんですね。いろいろと細か

い愚痴はありますが、最近はお互いうまく使い分

けていますね。私は私なりにできることをやって

いますので、ぶつかり合いはありますが、１０年目

になってお互い何となくその辺の距離感といいま

すか呼吸といいますか、わかってきました。

○安藤　父親支援の海外の事例で、門番としての

母親っていうキーワードがあります。子どもの育

児、家事、教育は母親がやるものだという意識が

母親側に強いと、父親の私情介入を許さない傾向

があるというのは、世界的にあって、日本も古い

性別役割分業意識が強いので、父親が入っていこ

うとするのを目の前でパシャンとシャッターを閉

めてしまうような母親が実は多い。これは課題と

して取り組まないといけない問題ですね。

男性も出産と授乳以外の子育てはやらせればで

きます。男が育児できないとか、３歳まで母親が

見るべきだなんていうのは、全く科学的に何の根

拠もない都市伝説みたいなものですから、あまり

信用しないほうがいいと僕らは言っています。

○今村　理想とか、こうすれば必ずいいってもの

ではないということですね

夫婦間あるいは地域社会すべてにおいて、私た

ち一人一人、大切にされたいとか、自分自身は価

値ある存在なんだ、重要な存在なんだという思い

が必ずありますので、まずは相手を認める気持ち

とか、相手を受け入れる気持ち、そんな気持ちを

大切にしていきたいなと思いました。

これでパネルディスカッションを終了とさせて

いただきます。
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４　近 畿 地 区　（兵庫）

～子どもを取り巻く人間関係の回復と社会環境の充実事業～

「子どもたちの心とその背景を探る」

日　時　　平成２１年１１月２０日（金）１３：００～１６：３０

会　場　　神戸市総合教育センター

主　催　　（社）全国高等学校ＰＴＡ連合会

主　管　　近畿地区高等学校ＰＴＡ連合会

　　　　　兵庫県立高等学校ＰＴＡ連合会

　　　　　神戸市立高等学校ＰＴＡ連合会

後　援　　兵庫県教育委員会　　神戸市教育委員会　

　　　　　兵庫県立高等学校長協会　　神戸市立高等学校長会

開会行事

　　開会のことば　　近畿地区高等学校ＰＴＡ連合会会長	 矢　谷　　　勝

　　主 催 者 挨 拶　　（社）全国高等学校ＰＴＡ連合会会長	 髙　間　專　逸

　　来 賓 挨 拶　　兵庫県教育委員会社会教育課長	 三　木　忠　一

　　　　　　　　　　神戸市教育委員会生涯学習課長	 上　田　剛　弘

基調講演

　　演　題　　「子どもたちの心とその背景」

　　　　　　　　　－子どもを取り巻く大人の支援の方向性－

　　講　師　　京都大学大学院医学研究科准教授	 木　原　雅　子

パネルディスカッション

　　コーディネーター　　兵庫教育大学教職大学院教授	 廣　岡　　　徹

　　パ ネ リ ス ト　　兵庫県立小野高等学校ＰＴＡ会長	 大　西　真　一

　　　　　　　　　　　　神戸市立兵庫商業高等学校ＰＴＡ会長	 釣　　　邦　子

　　　　　　　　　　　　兵庫県立夢前高等学校主幹教諭	 篠　原　　　歩

　　　　　　　　　　　　兵庫県立三木東高等学校 2 年	 三　原　裕　貴

　　　　　　　　　　　　神戸市立葺合高等学校 2 年	 加　藤　未　帆

　　助 言 者　　京都大学大学院医学研究科准教授	 木　原　雅　子
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近

畿

皆さん、こんにちは。これより文部科学省委託

事業社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会「子ども

を取り巻く人間関係の回復と社会環境の充実」平

成２１年度近畿地区シンポジウム兵庫大会を開会

いたします。私は、近畿地区高等学校ＰＴＡ連合

会会長を務めます大阪府立高等学校ＰＴＡ協議会

の矢谷勝と申します。

私は大学と就職は兵庫県で過ごしましたので、

神戸はほとんど地元の感覚です。本日はこのシン

ポジウムにご出席いただきありがとうございます。

「子どもたちの心とその背景を探る―高校生の

生活・意識と保護者の支援のあり方―」というテー

マですが、子どもたちは高校生という多感な成長

期にあり大切な時期です。本日の機会を有効にご

活用いただきたいと思います。

この時期、３年生の親御さんは進路を決める時

期でもあり緊張感もひとしおかと存じます。２年

生１年生の親御さんも進路を考えつつ学校でさま

ざまな課題をおもちかとお察しいたします。かく

いううちも中学、高校、大学と３人子どもがおり

まして、次女が高校２年生です。本人にとっても

そうでしょうが、親にとってもあっという間に２

年生になったという感じです。

しかし、まだ高校生ですので話すことなど幼い

です。ただ、自分の意思決定についてはだんだん

親の言うことを聞かなくなってきます。各家庭の

状況によりいろいろと事情は違うとは思います

が、強制しようと思っても難しい年齢です。まだ

子どもとは思っていても、本人の意向を尊重しな

がらお互い引っ込みがつかなくなるようなことは

避けて、一つひとつのことについてゆっくりと

しっかりと話し合うことが大切かと思います。彼

女の人生ですので、彼女が思うようにやることが

いいのかなと思っていますが、経済的な問題もあ

ります。うちの場合あと１人息子がいると考えま

すと、もう少し働かなければいけないなと思いま

すが、無理せずに自然体でがんばろうかなと考え

ております。

ここにいる全員は誰一人として同じ家庭の状況

ではありません。将来を担う子どもたち、そして

私たちの今後のために、まずは本日この機会にと

もに学ぶことから始めましょう。では、本日のシ

ンポジウム、どうぞよろしくお願いいたします。

どうも皆様、こんにちは。ただいまご紹介をい

ただきました、社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合

会の髙間でございます。

今回の近畿地区のシンポジウムは神戸で開催さ

れ、このように多くの会員の皆様にお集まりいた

だきまして、盛会に開催できたことを心よりお慶

び申し上げたいと思います。また、来賓として兵

庫県の教育委員会様、神戸市の教育委員会様に出

席を賜りましたことに対しましても厚く御礼を申

し上げたいと思います。

最近は政権も変わりまして、高校の授業料の無

償化ということが盛んに出ております。今回行わ

れるシンポジウムも平成１８年より子どもを取り巻

く人間関係の回復と社会環境の充実事業というこ

〈 主 催 者 挨 拶 〉

（社）全国高等学校ＰＴＡ連合会会長　髙　間　專　逸　

〈 開 会 の こ と ば 〉

近畿地区高等学校ＰＴＡ連合会会長　矢　谷　　　勝　
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とで、スタートさせていただいております。この

事業ももともとは、福祉医療機構というところの

補助事業だったのですが、昨年度から文部科学省

の委託事業に変更になっております。今、事業仕

分けをやっており、その中には入ってないという

ことでありますが、今後どうなるのかなという危

惧を抱いております。

しかしながら、昨年の結果を踏まえても子どもた

ちの状況がどんどん変わってきています。その一つ

の要因としては、やはり私たち大人が作ってきた社

会の中で、子どもがそれに対応できない状態になっ

てきています。そうであれば、私たち大人が子ども

たちに対してしっかりとした形の中で教育をしてい

かなければいけない、と考えています。

そういったことも踏まえまして、今年度は子ど

もたちの心とその背景ということで、高校生の生

活意識と保護者のあり方のアンケートを取り、分

析をしました。今日、基調講演をしていただきま

す京都大学の木原先生は、協力者委員会の委員長

ですので、今回の分析結果をしっかりとした形で

皆様にお伝えしていただけると思います。これは

あくまでも分析結果ですので、そこを踏まえて皆

様方がお持ち帰りをいただいて、少しでも多くの

会員の皆様に情報を広めていただければ、また少

しは子どもたちの環境も変わってくるのかなと

思っております。よろしくお願いいたします。

また最後になりますが、今回のシンポジウムを

開催いただきました兵庫県立高等学校ＰＴＡ連合

会の長田会長ならびに神戸市立高等学校ＰＴＡ連

合会の角田会長、そして事務局の皆様、今回のシ

ンポジウム開催にご苦労いただきました兵庫県立

高等学校ＰＴＡ連合会と神戸市立高等学校ＰＴＡ

連合会の皆様に、心より感謝を申し上げ、全国高

等学校ＰＴＡ連合会の会長としてのごあいさつと

させていただきます。今日はよろしくお願いいた

します。

廣岡　皆さん、こんにちは。実は木原先生のご講

演を伺いまして、話は尽きているな、と思いまし

たが、われわれはそれぞれの立場から今日の話を

しようと思っておりますので、ぜひ、最後までお

付き合いをお願いしたいと思います。

本来ですと、お一人ずつ紹介すべきところなの

ですが、時間の関係もあり、最初のコメントの中

で、それぞれの自己紹介を含めてご意見を伺いた

いと思います。とりあえず、私は、兵庫教育大学

教職大学院で管理職に将来なる先生方を教えてい

ます。ただ、本来は高等学校の教員で子どもたち

に接していて、校長としてＰＴＡや先生方と付き

合って、県の教育委員会でＰＴＡの担当をしてお

りました。そういうことで、今日のコーディネー

トを仰せつかったと思っております。よろしくお

願い申し上げます。

さて、今日のテーマですが、時間の関係もあり

〈パネルディスカッション〉

コーディネーター　　廣　岡　　　徹　　兵庫教育大学教職大学院教授

パ ネ リ ス ト　　大　西　真　一　　兵庫県立小野高等学校ＰＴＡ会長

　　　　　　　　　　釣　　　邦　子　　神戸市立兵庫商業高等学校ＰＴＡ会長

　　　　　　　　　　篠　原　　　歩　　兵庫県立夢前高等学校主幹教諭

　　　　　　　　　　三　原　裕　貴　　兵庫県立三木東高等学校２年

　　　　　　　　　　加　藤　未　帆　　神戸市立葺合高等学校２年

助　　　言　　　者　　木　原　雅　子　　京都大学大学院医学研究科准教授



− 125 −

ますので、私どものほうで相談して決めさせてい

ただきました。それに従って、２部構成で進めさ

せていただこうと思っております。最初に５名が

順にコメントしまして、その後、会場からご意見

をいただきます。次いで、その発展形で５名にご

発言をいただいて会場からご発言をいただく。そ

の間、木原先生に、漏れがあればコメントをいた

だきたいと思っています。

木原先生のご講演で、「やる気ない、目的ない、

授業分からない」三ない高校生、それに保護者へ

の信頼がない四ない高校生ということが分かって

きました。ここに並んでいる高校生が決して三な

い高校生というわけではありません。一般的に、

高校生が何を考えて、あるいは高校生が級友たち

とどういう人間関係を作りながら目標に向かって

いるのか。そこを高校生からお聞きしたい。

保護者の方には、自分の子どもや子どもの友人

を見ながら、親としていったい何ができるんだろ

う。教員の立場からは教員として学校でどう親と

向かい合い、あるいは生徒と向かい合うのか、と

いったことで８０分を務めてまいりたいと思います。

それでは、今言ったような観点で高校生のお二

人からご自身の夢や目的あるいは努力や周囲の友

達はどういう状態なのか。そんなことを踏まえて

お話を伺いたいと思います。

では、最初に三原さんから。

三原　皆さん、こんにちは。兵庫県立三木東高等

学校２年生の三原です。よろしくお願いします。

早速ですが、高校生の立場からということでお話

をさせていただきます。

まず自分自身の目標目的があるかということで

すが、僕の通っているのは総合学科で、自分の目

標や夢をもつことを目的とした授業があります。

その中で僕は現在、航空機のパイロットになると

いうことを目標としてがんばっています。その中

の取り組みがこの目標を実現するために役に立っ

ていると思っています。

具体的な取り組みとしては、自分が就きたいと

思っている仕事や目標を実現するために、その仕

事の特徴や内容調べ、実際にインタビューを行っ

たりしてその結果を論文にまとめるという授業を

行っています。そうして、目標は１年後の進路決

定ということになります。その目標を実現するこ

とができるように、今、がんばっています。周囲

の友人も、同じ総合学科で取り組んでいますの

で、ある程度の目標をもって生活していると思っ

ています。ただ、全員がもっているというわけで

はなくて目標を持ってない生徒もいます。目標が

あるのとないのとでは日々の生活も変わってくる

のかなと思います。そういう中では目標をもつこ

とは、大切なことだと思います。ただ、今の状況

で就職先が少ないので僕たち高校生にとってしっ

かりと目標をもつというのは、難しいことでもあ

ると思います。

廣岡　ありがとうございました。インタビューで

実際にパイロットの方に出会う機会があったので

すか。

三原　実際はパイロットの方に出会ってはないの

ですが、学校のオープンキャンパスで教官の方と

お話をしたことはあります。

廣岡　夢の実現に総合学科は非常に役に立ってい

るのですね。

三原　そうです。

廣岡　分かりました。では、続いて加藤さん、お

願いします。

加藤　皆さん、こんにちは。神戸市立葺合高等学

校２年生の加藤未帆です。よろしくお願いいたし

ます。まず、はじめに私の夢は、私には中学生の

ころから国連のような国際機関で働いて、途上国

の人々の力になるという夢があります。もともと

英語や国際交流にすごく興味があったのですが、

中学校２年生のときに参加した国際交流キャンプ

でアフリカにボランティアに行った方から、食料

問題や貧困についてのお話をお聞きして、それが

すごく印象に残ってそれがいつしか私の夢になり

ました。その夢をかなえるために取り組んでいる

ことは、英語の勉強はもちろんしていますが、具

体的に何ができるか、というのを見つけるのは難

しいと思ったので、昨年１年間アメリカに留学し

ました。そこで、違う先進国の状況を見たりして、

新たに自分の目標などが見つかりすごくためにな

りました。

葺合高校の国際科は普通科とは少し違う特色の

ある学科です。ですから、私の周りの友人ももと

もと夢があってやってくる子も多いのですが、そ

れでもやはり、とりあえず英語を学んでいるけ

ど、具体的な方向性が見えないまま行ける大学に

行きたい、という友達もたくさんいるように思い
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ます。

廣岡　加藤さんは国連に関係したところに勤めた

いということですが、実は、木原先生も国連の仕

事をしておられるんですが、何かコメントはござ

いますか。

木原　特に私からはないんですが、とにかくすば

らしいなと思って聞いていました。私の教室は国

際貢献を勉強しています。ですから、加藤さんの

ように国際貢献をしたいという人たちが、大学院

生として入ってくるところです。面接のときに必

ずそういったお話をされて、私はドキドキしなが

ら、「こんな人が入ってきてくれたら嬉しいな」

と思って聞いていました。ぜひ来てください。お

待ちしています。

廣岡　お二人ともきちんと目標をもってがんばっ

ておられるということです。では、一般的な傾向

も含めて、篠原先生からは先生の立場からお話を

していただきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

篠原　皆さん、こんにちは。兵庫県立夢前高等学

校の篠原歩と申します。どうぞよろしくお願いい

たします。

さて、教員の立場からということで、まず入学

時のモチベーションの高さがどうなのかというと

ころが一つ大きな問題になります。

第１希望で入ってくる生徒については、ここで

がんばろうという意識をもって入ってきます。と

ころが、志願変更して入学する生徒は、最初から

モチベーションが低く、意識も非常に低いです。

そして、第１志望で入った生徒と志願変更で入っ

た生徒は二極分化をしています。第１希望で入っ

た生徒の意欲はすごく高くて、何をしてもリー

ダーシップをもってやってくれる生徒が非常に多

いです。ところが志願変更をして入った生徒はす

ごく意識も低い感じがします。

入学時に専門系の高校に入ってこられる生徒さ

んは、最初に入学するというところで目標がある

方が多いのかなと思います。ただ、その専門系の

高校にしか行けなかったという思いを持っている

生徒は意欲も低いと感じています。そうすると、

部活動にも参加しない。そんなことで何かどんど

ん悪い方のスパイラルにはまってしまう、と感じ

ております。

普通科でもやはり二極分化はあります。高い能

力をもって入ってきている生徒は、それなりの目

標をもっております。上の学校にいった後にどう

いうふうに進んでいこうかというイメージをもち

ながら意欲的にやっています。ですから、進学校

ほど部活動の加入率も高いのではないかなと思い

ます。そのあたりは、自分でセルフコントロール

ができる生徒がいわゆる自己肯定感の高い生徒で

はないかと思っております。一方、意欲の低い生

徒は自己肯定感も低いですし、何となく日々を過

ごしてしまう。リズムが乱れていく。学校がおも

しろくないなあ、バイトしようか。バイトしたら

朝起きるのがしんどくなって、欠席が増えてし

まったりして、どんどん悪い深みにはまっていっ

てしまう。最終的に進路変更せざるを得ない、と

いうことがあるのではないかと思います。そんな

対策として本校ではみんな部活動をしなさい、と

指導しています。

社会の情勢などを考えますと、本年の高校生の

求人は昨年から比べまして４８．８％求人が減ってお

ります。求人の倍率も去年から比べて０．６ポイント

減って０．７１倍しかない。１人に対して０．７１社です

からあぶれる生徒がいます。そんな中で目標をも

つということもなかなか難しいものがあります。

また、大学を出たらどうなるのか。大学生の就職

内定率はきのう新聞に出ておりましたが、６２．５％

しかありません。１０人のうち４人は就職できない

状況があります。そんな社会の情勢の中で、どう

いう目標をもてるのか、というところが非常に難

しい部分ではないかなと思っております。

大学の方も、少子化の影響で全入に近い状況に

なっています。そのあたりも二極分化しておりま

して、難化する大学はどんどん難化します。とこ

ろが定員割れする大学もたくさんある。極端に言

えば名前を書いたら合格するのではないかなとい

う大学もあるようなないような……はっきり言え
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ません。そんなところで、本当に目標をもってが

んばる生徒はどんどんいくし、目標がない生徒は

どんどん悪循環になっていく。また、目標がもて

ないのは、社会にも一因があるのでしょう。われ

われが安いものを求めて、ユニクロさんにヒート

テックのシャツを買いに行く。そうすると中国製

やバングラデシュ製になっていて、日本で物を作

らなくなってきています。社会の情勢も生徒に

とってのプラス要因はないのではないか。そんな

ふうにいろんなことを思いながら、日々を過ごし

ております。

廣岡　入学時のモチベーションの話が出てきまし

たが、生徒のモチベーションは迎える先生方のモ

チベーションに非常に大きく関係していると思い

ます。そのあたりは同僚の先生方の様子を見られ

てどう思われますか。

篠原　われわれはプロなので、生徒に対してどん

なことができるかということをすごく考えます。

本校の取り組みは、どんな生徒さんにも目標を

持って頑張ってほしいということで、ウェルカム

オリエンテーションというのをやっております。

うちは３クラスしかないんですが、約２週間、一

つの教室に入れまして、生徒同士で一緒に自学実

習の勉強をします。勉強の仕方が分からない生徒

もたくさんいますので、そんな中でどうやったら

自学実習ができるのか、あるいは自分にあった勉

強の仕方、また、仲間づくりを狙いとして取り組

んでいます。

廣岡　一方で木原先生が、比較的しんどい学校で

授業をしておられる風景が講演の中にあったので

すが、ああいう手法は、先生の学校でも導入でき

そうですか。

篠原　ぜひ来てやっていただきたいなと思ってお

ります。今日ここに来ている校長も同じ意見だと

思います。

廣岡　実は、せっかくの機会ですので校長先生に

は後半で出番をお作りして、学校改革に非常にが

んばっておられる学校ということでご紹介したい

と思います。

生徒の２人の方にお尋ねします。それぞれの学

校の全体的な先生方は、皆さんの夢の実現に対し

てどのようにかかわっておられますか。先生の様

子やモチベーションの高さはいかがでしょうか。

加藤　葺合高校の先生方はいつも気さくに声をか

けてくださったり相談に乗ってくださったりする

ので、すごく相談しやすい環境にあると思います。

三原　総合学科ということで、将来のことは相談

しやすい先生方は多くいらっしゃいます。悩んだ

り分からないことがあれば、聞いたらすぐに答え

てくださいます。

廣岡　お二人とも恵まれた環境で勉強していると

いうことですね。それでは、保護者のお二人から

は、ご自身の子どものことや子どもの友達など、

高校生たちはどういう夢や目的をもって過ごして

いるのか。あるいはそれに対するご自身の感想を

ご発言いただければと思います。

大西　兵庫県立小野高等学校ＰＴＡ会長をしてお

ります大西と申します。仕事は三木市役所の子育

て支援課の子育て政策グループというところに勤

めておりまして、今日はそういったところもあっ

て、パネラーとして呼ばれたのかなと思っており

ます。親子のことですが、息子が通っている高校

には理数系の科学総合というコースがあります。

そちらに志望しまして入学試験を受けました。面

接試験で、「将来どんな道に進みたいのですか」

という質問にうちの息子は、「将来、医学部に行っ

て小児科医になりたいです」と答えたそうです。

それは初めて聞いたものですから、家に帰ってか

ら、その辺を聞きましたら、小さい時に小児科に

かかることが多くて病気で苦労した。そういう自

分なりの思いがあって、そういう研究がしたかっ

たということを言っていました。その辺のところ

を見込まれまして、今の高校に入れていただきま

した。

私は息子が高等学校に入って１年生のときから

ＰＴＡの役員をしております。昼間は高校に行っ

て、いろいろな高校生の姿を見る機会も比較的多

い方のですが、ここの高校生は、今どきの高校生

には珍しく何でも一生懸命やっているなという印

象はもっています。例えば、朝早く来る高校生が
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います。朝６時半ぐらいから、冬場では真っ暗な

うちから登校しています。田舎の高校ですから電

車の本数が少ない。１時間に１本しかないとかＪ

Ｒの接続が悪くて、その電車に遅れたら次は学校

に間に合わないという状況の子どももいるようで

す。それで朝早く来る高校生が多いようです。そ

して、朝早く来て、実習室でめいめいの目標に向

かって努力しています。

うちの息子も元来のんきな方ですが、そういう

周りの雰囲気に乗せられてそれなりに努力をして

いるのかなあと見ています。３年生ですから、現

在はセンター試験まで６０日を切った状況ですが、

帰ってきてみますとよく寝ています。夢は大きい

ですが、その姿を見ていますと、夢といっても夜

に布団の中で見る夢になってきたのかな、と思っ

たりもしています。その辺で期待半分、不安半分

で子どもの姿を見ています。

廣岡　全然別の話ですが、その子育て支援課で

は、将来の子どもたちが中学生、高校生になった

ときに、親御さんたちがどういうふうにかかわっ

ていけばいいのか、といったような研修だとかそ

ういう機会はあるのでしょうか。

大西　まず、今の若いお母さん方は、結婚して子

どもができてもまだ親になりきれない人がいま

す。親教育が必要です。しかし、親となる教育を

経験する機会が少ない。核家族も多いですし、祖

父母と一緒ではなくて初めて親になって子育てを

するということで、いろいろな体験をして困った

なあというお母さん方が多いと思います。ですか

ら、今日の先生の講演を聞きますと、高校生ぐら

いからそういった教育、体験が非常に大事かなと

思っています。自分に子どもができて、その子

どもが高校生ぐらいなっていろいろな問題を引き

起こすことがありますが、小さいときに要因があ

るのかなと思ってずっと見ていました。その辺の

部分の教育に取り組んでいかないといけないなと

思っています。

廣岡　親になってからでは遅くて、親になる前の

高校、中学校あたりからそういったことを身につ

けていく。その基盤は、やはり家庭にある。そう

なると家庭の影響が大きいというところに戻って

いってしまって、堂々巡りみたいなところがあり

ます。

では、お母さんの立場からということで釣さ

ん、よろしくお願いいたします。

釣　こんにちは。神戸市立兵庫商業高等学校育友

会長の釣と申します。よろしくお願いいたしま

す。私は大学生の娘、それから高校生の息子、中

学生の息子の３人の母です。地域では、主任児童

委員や小学校中学校の学校評議員をしています関

係で、行事のたびに保育所から始まって高校まで

お呼びがかかってきます。そのときは時間があれ

ば行かせてもらっていますので、子どもたちのよ

うすを先生方から聞いたり自分の目で見る機会

は、比較的に皆様に比べたら多いのではないかと

思っています。

また家の近くの小学生のときからずっと知って

いる高校３年生の３人の男の子が、勉強や話をし

に私の家に来ていますので、子どもたちの本音を

けっこう聞けます。自分の子どもは、なかなか本

音までは言わないんですが、いろいろな友達のこ

とを言ったり、たまにはお母さんの不満を言った

り、いろいろと言っています。ですから、私の

日々の生活の中で今の高校生について考えている

ことは、先ほど三原さん、加藤さんにしても非常

に立派な目標をもたれていたんですが、どちらか

というと、しっかりした目標をもっている子もも

ちろんいますが、何となくぼんやりしたもので、

はっきりとは決まっていない子が多いのではない

かと思います。これは私たち保護者が高校生のと

きをよく考えてみると、しっかりした目標をもっ

ていたか、皆さん一度胸に手を当てて考えてみて

ください。私は漠然としたものはもっていたので

すが、そこまでしっかりしたものだったかどうか

は、もう二十何年か前のことですから忘れました

が、なかったように思います。

ただ、私たちの時と今の高校生は違うと思うの

は、高校３年生は進路決定をしなければいけな

い。ちょうど我が家に来ている子はみんな進学す

ることになりましたので、大学を選ばなければい

けない。しかし、その選び方は、自分の今の成績

ならここだと合格するだろうからここでいいわと

か、一般入試だったら１月、２月、３月まで待た

なければいけない。ずっとそんな長いこと勉強は

できないから、早く決まる推薦で決めてしまう、

という子が多いのです。たまたま、私の周りでそ

ういう子が多いのかどうかは分かりません。しか

し、今の社会は非常に豊かになって子どもたちは
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大した大きな努力をしなくても、ある程度のもの

は手に入ってくる。そこらへんが関係しているの

か、夢が小さいなと感じます。

廣岡　釣さんは、女のお子さんと男の子のお子さ

んをお持ちですが、女の子に接するときと男の子

の接するときとは何か身構えのようなものが違い

ますか。

釣　基本的に違うことはないですね。やはり自分

で目標をもって将来に向かってしっかりやってほ

しいなというのは女の子であれ男の子であれ同じ

です。ただ、家庭内でのお手伝いの要求は、女の

子と男の子に対しては違っています。

廣岡　私自身は小学校４年生のときから教員にな

りたくて教員になりました。でも、振り返ると他

の選択肢もあったな、と今は思っていますが、や

はり教育というのはすばらしい仕事です。ところ

が、子ども３人は誰一人教員になろうとしていな

い。上の２人は就職していますので、頼みの綱は

最後の大学生の娘です。一応教職を取らせていま

すが、木原先生のお話にありましたように、本当

に目的をもって邁進している子どもはたぶん限ら

れているのかもしれない。たまたま総合学科だと

か国際科だとか理数とか行かれて、そういう明らか

に明確な目標をもっておられる場合も多いと思いま

すが、一般的に目標をもてないでいる子どもたちに

ついていろいろと考えていきたいと思います。

今までの皆さんのお話をもとに会場のご意見を

伺いたいと思います。パネラーへの質問でもけっ

こうです。どうぞ。

質問者（会場）　県立尼崎小田高等学校育友会の

嵯峨山と申します。先ほどの子どもの目標につい

ては、三原さんと加藤さんはものすごくすばらし

い目標をもたれてブレがない学生生活を送ってい

ると思います。先ほど言われたように僕らのとき

は目標がなくて、私は団塊のちょっと後ぐらいで

木原先生と同じ年です。私は、ちょっといいとこ

ろに入れて、少しでもお金がたくさんもらえて生

活ができる、というのが目標だったかなと思いま

す。でも、今はものすごく選択肢が多くなって豊

かになって、生活をするためという目標はないと

思います。では、子どもの目標とは職業の選択の

ことなのか。それを目標として親子で話していけ

ばいいのだろうか。そこを疑問に思って少し夢が

ないなと感じています。子どもと将来の目標の話

をしたときに、職業の選択を目標とした話をして

うまくいくものはどうか、ということを木原先生

に教えていただきたいです。

廣岡　具体的な職業選択だけが目標ではないだろ

う。もっと大きなばくっとしたものも目標として

ありうるだろう、ということですね。

質問者（会場）　いや、分からないのです。ただ、

それが何かということが子どもに今話せないの

で、何かヒントをいただけたらと思います。

木原　私は学校の中で、生徒さんに接するときに

「夢は何ですか」「目標は何ですか」といろんなグ

ループワークをします。そのときに、仕事も一つ

に入りますが、「１０年後の私」を考えてもらった

りします。そのときに、どこに住んでいるか、誰

と住んでいるか、何をしているか、というのを考

えてもらいます。そこでもしかしたら一人暮らし

をしてがんばっているかもしれない。あるいは誰

か好きな人と一緒にそこに住んでいるかもしれな

い。そして、何をしているというところに職業が

出てきます。いくつもいろんな角度から自分の将

来を見てもらったらいいのかな、という取り組み

を授業の中ではやっています。そうすると、職業

だけに絞られてしまわないので、こういう温かい

家庭を築きたい。あるいは、子どもと自分の家庭

を守りたいと思ったら、そのときには職業が出て

きます。そうすると、そこから必然的に出てくる

職業という形もありますし、職業の方からこちら

が出てくる場合もありますし、そういういろんな

多面的に出てくるような形の「１０年後の私」とい

う授業をやったりしています。

廣岡　篠原先生、その辺りは高等学校では具体的

にはどのような取り組みをされているのでしょ

う。

篠原　こういう職業に就くにはこういう進路でな

いといけない、というのは当然あると思います。

例えば美容師になるには美容専門学校に行かない

といけないですし、看護師になるには看護の専門

学校、あるいは４年生の大学に行かないといけな

い。そういうところをにらみながら話をします。

ただ、今おっしゃったところでは、自分の人生を

どう充実させるかとか、社会にどう貢献するか、

というのは、職業とすごく関連してくるのかなと

は思いました。

廣岡　もうお一方、いかがでしょうか。
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質問者（会場）　兵庫県立明石城西高校の会長し

ております富田と申します。よろしくお願いいた

します。私の息子もちょうど高校３年生で受験生

です。小さいときから、「相手の立場を考えなさ

い」「自分より弱い立場の者に対しては助けてあ

げるのは人間として当たり前だ」とずっと言って

きたように思います。今は受験生となって自分の

行きたい大学や夢の話をしています。息子も夢が

すごく大きくて、「今の日本はおかしい。日本を

変えたい」と言っています。「じゃあ、頑張って

変えて」と応援はしています。息子は、自分の夢

を実現するために行く大学を決めて、そこに向

かって勉強をしています。

この間私が「そこに転んでいる人がいたら、助

けるか」という話をしました。「昔の俺やったら

たぶん助けて俺は学校に行く。でも、今の俺は人

を助ける余裕がない。なくなってしまった。お母

さんにこれだけのことを教えてもらってきたけ

ど、どうしたらいいんだろう」とすごく悩んでい

ます。自分が行く大学のための勉強に追われてし

まって、こういう状態になってしまって人として

どうなのか。

また、うちの高校も、どこの国立に何名入った

とか言われるのですが、それは、子どもたちが学

校のために受験している、と思ってしまうのでは

ないか。親も宣伝を求めてしまうというところも

あります。今、息子にアドバイスをするとしたら、

どういうアドバイスがいいのでしょうか。私はい

つかは私が教えたとおりの息子に戻ってくれると

は思いますが、よろしくお願いいたします。

廣岡　私も高等学校の校長をしておりましたが、

大学へどれだけ行くかというのは大きな一つの目

標であり課題でもあります。ただ、一方で、子ど

もたちに単純に大学を選んでほしくない。自分の

生き方や総合的なトータルな考え方の中で大学を

選んでいく。要するに偏差値が高いからいいわけ

でもないし、行きたい学部、学科、さまざまなこ

とを考慮して大学を選んでいく中で、基本的に子

どもたちはそこで今の自分の力といったものと向

かいあうことになります。本当は理想を考えた時

の力と今自分がもっている力を考えたときに、高

校３年という短い期間であれば、どうしても点数

的なもので妥協せざるをえない。これをどう乗り

越えるか。確かに高校３年間だけでは自分の大き

な目標に向かう力を付けられなかったのでこの大

学になったけれども、では、今度はその４年間を

どう過ごすか。そういう立ち向かうモチベーショ

ンとか意欲をこの高校３年間で育てられれば、例

え大学受験が目指すところではなくても、その大

学でさらに乗り越える力を付けられると思ってい

ます。３年間ですので、そういった悩みになかな

か答えられないという状況ありますが、決して校

長や進路指導の先生方が、今年は大学に何人行っ

て、国公立に何人行ったというだけを目標にして

いるわけではありません。子どもの担任は性格を

見ながら、いろいろアドバイスをしていると思い

ますし、教員もそういうアドバイスができるよう

な能力を身に付けていくべきだろうとは思ってい

ます。

先生方もそういう指導はされていると思いま

す。そのためにキャリア教育が中学校、高校で導

入されて、少しでも子どもたちの心に響く進路指

導をしたい、ということで何とか答えにならない

でしょうか。

廣岡　では、後半の方に移らせていただきたいと

思います。前半のお話の中で、目的があるにしろ、

ないにしろ高校生たちは、親や教員に何を求めて

いるのか。あるいは教員や保護者はどうそれに応

えて支援していくのか。あるいは、家庭ではどう

あるべきか、といったことについて、それぞれの

立場からお話を伺いたいと思います。三原さんか

らお願いします。

三原　目標や夢を実現するためにということで、

支援は必要だと思うんですが、一番大切なのは自

分自身がやりたいことに自信をもって、努力して

いくことだと思います。その目標を実現するため

に、周囲の影響や環境が大事なのかなと思いま

す。特に、自分の進路を実現するためにどのよう
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な方法があるのか、どういう形で進めていけばス

ムーズに進むのか、ということについては学校の

先生からのアドバイスが必要だと思います。

また、目標を実現するためには金銭的なものも

あって、そういうところとか自分の悩んでいるこ

とを相談できる環境が必要かなと思います。支援

という形は、悩んでいることを一番相談できるの

は親や家族かなと思いますので、相談したとき

に、うまく教えてもらえるという環境があると、

いっそう目的や目標を実現するということには近

づくのかなと思います。

廣岡　それでは続いて加藤さん、お願いします。

加藤　夢や目的の実現に当たって誰からどのよう

な支援がほしいか、ということですが、私は中学

校のころから具体的な目標があったので、それに

ついて親とよく話す機会も多かったんですが、中

学校に上がる前はいろいろ将来の夢がコロコロ変

わったりしていて、でもそれを親に話したり相談

することによって、「じゃあ、こういうこともやっ

てみれば」とか「こんなのがあるわよ」とか、例

えばそれが国際交流のキャンプの申込書だった

り、親がいろんな挑戦する機会を与えてくれたこ

とによって、私は自分の目標が見つかったので、

やはり、そうやって両親とよく話して、自分に何

があっているのかというアドバイスをもらうのが

すごく大事だと思います。

あと、やはり夢や目的によって選択する進路と

か大学の学部とかも変わってくると思うので、私

は常に少しでも何かやりたいことの方向性が変

わってきたらまずはよく親に相談するようにして

います。

廣岡　お二人とも基本的には、親に一番先に相談

する。例えば、先生と親と二つ並べたときに、具

体的な進路について先に保護者の方に聞く。で

も、必ずしも保護者の方がその進路について詳し

い知識があるとは限らないですよね。保護者がお

二人にきちんと教えてくれていますか。

加藤　やはり、学校の進路相談だと、あなたの偏

差値だとここの大学がいいですよ、というのがど

うしてもあるので、まずは親と相談してちゃんと

自分の方向が見えてから先生に相談するようにし

ています。

三原　相談する内容とかにもよると思うんです

が、これをやりたいということを訴えるには親か

と思います。ただ、進路を実現するために入試の

ことを聞くということになると、先生の存在は大

事になると思います。

廣岡　分かりました。ありがとうございます。そ

れでは、保護者としてどのような子どもたちの要

望に応えていくかですが、大西さん、お願いします。

大西　まず言えることは、子どものやる気をくじ

かないことだと思います。やる気をくじく言葉が

家庭の中では出てしまうと思いますが、そういう

言葉をどれだけ家庭の中で使っているのかを反省

したいと思います。

例えば、やみ雲に「がんばれ」とか、「勉強し

ていい学校に行きなさい」という方もいらっしゃ

ると思うんです。私は、マラソンを普段していま

して、週末に大会に出ることがあります。走って

いますと沿道から「がんばれ、がんばれ」という

声援があります。走っている本人にしてみればが

んばれという応援は苦痛です。遅いかもしれない

けど精一杯がんばっているのに、まだこれ以上が

んばれというのか、という思いになってしまいま

す。ですから、がんばっている人たちにとっては、

「ドリンクコーナーがもう少し行ったらあるよ」

「１キロ行ったら折り返し地点があるよ」「ゴール

に行ったら豚汁が食べられる」という具体的な励

まし、アドバイスをしていくほうがよっぽど力に

なると思います。それが子どもにもいえることだ

と思います。

あとは、高校生へのアドバイスは、夢といって

も小さい夢から大きい夢まであると思います。で

きたら小さい夢も大きい夢も両方もっていくべき

だと思います。小さい夢に挑戦して成功すること

があれば、特に受験勉強の場合に小さい夢に挑戦

して成功すれば、例えあとに大きな夢に挑戦して

失敗して、夢がかなわないということがあって

も、また、もう一回挑戦しようという気持ちにな

ると思います。ですから、できるだけ夢は二つ、

三つと大きな夢も小さな夢ももって挑戦していた

だきたいなと思います。そういう意味で失敗を恐

れないでほしいなと思います。一生懸命やってい

ても失敗するということがありますので、失敗を

恐れずに小さい夢から挑戦をしてほしいなと思っ

ています。

廣岡　具体的にお子さんがこういうふうなところ

に行きたいということを明確に伝えたら、あとは
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精神的支援とか経済的支援ですか。

大西　私も経済的支援はいろいろと覚悟をしてい

ます。息子に「医学部に行きたい」と言われまし

て、現役で受かっても６年かかる。今の状態だと

半分以上は浪人かなと思っていますので、最低７

年ぐらいかかると思っています。そうすると、い

ろいろと計算して、仕事もがんばって辞められな

い。最近の公務員の職場もきついですから、クビ

にならないようにがんばらなければいけないと

思っているところです。

廣岡　ご家庭ではたぶん経済的な部分をふまえ

て、子どもの進路を考えておられると思います。

もう一つは、社会状況の厳しさというのが子ども

たちに大きく影響しています。篠原先生のお話に

ありましたが、大学を出ても就職が限られている

という状況です。それは全部子どもたちについて

まわってしまう。それは学校や保護者の方がどう

しようもない部分です。そういう状況の中で、な

おかつ親として何をがんばるのか、というのは辛

いところでありますが、釣さん、いかがでしょう

か。

釣　つい先日の新聞ですが、「人のきずなが成績

左右」という見出しが出ていました。これは意外

でした。親の収入というような経済的な要因より

も人間関係のきずな格差が学力を左右するという

分析結果を、阪大のグループが出されていまし

て、そうだとすると、学力だけではなくて、今問

題になっている目的のもち方もこれに関係がある

のではないかと思います。

では、私たちは家庭で親として何ができるの

か、と言いますと、やはり人のきずなですから、

親子の人間関係を落ち着いたものにする。家に

帰っても家庭がギクシャクしていて落ち着かない

というのではなくて、ゆっくりと精神的にも肉体

的にも休めるような場にしていくことが私たちに

できることではないかなと思います。家庭の団欒

の中で、子どもたちがいろんな新しいことに挑戦

するようにアドバイスを加えたり、子どもたちの

今の力よりもちょっと上のことをがんばってみる

ように目標を立てさせて、それを達成する。自分

もやったらできるのではないか、という自信と達

成感を持つことによって、さらに大きな目標に向

かっていくようなアドバイスができればいいので

はないかなと思っております。

ただ、先ほど、三原さんとか加藤さんは親に何

でも話ができると言われていましたが、高校生に

なりますと正直にこれは親にだけは言いたくな

い、というような子も出てくると思います。こう

いうときにこの子たちは誰と話をするのか、と言

いますと、学校の先生や、子どもたちの周りにい

る信頼できる地域の近所のおじさんおばさんで

す。その方たちに相談をするとまた親と違った意

見が出てくると思います。

先ほど我が家に高校生が来ていると言いました

が、２人は定期的に勉強や話をしに来ています

が、もう一人は不定期にきます。この子は、勉強

方法にちょっと悩んだときや進学はどうしようと

いうときに来ます。つい先日も、「推薦を受ける

けれども、これまではＡという道に進もうと思っ

ていたけど、今ちょっとＢという道に進もうかど

うしようかと悩んでいる。毎日悩んでいたら、髪

の毛も薄くなってきた。だから、話を聞いてほし

い」と言ってきたんです。ずっと小さいときから

知っている子でしたので、その子の性格やとりと

めのない話から始まって、「大学に行った場合は

こうだし、専門学校に行った場合はこうだね」と

メリットデメリットの話をして「ゆっくり一回自

分で考えてみて」と言ってその日は帰っていきま

した。私に話をすることによって、その子は精神

的にも非常に落ち着いたようですし、それから人

に話をすることで、もう一回じっくり自分の考え

を頭の中で整理することができたようで、最終的

には方向性を決めて先日推薦入試を受けて合格し

たと言っていました。こういうふうに、家族ない

しは地域あるいは学校の先生方に気さくに相談で

きるような場をもうけるのがいいのではないかと

思います。ただし、そのときに注意しなければい

けないのは、あくまで家族にしても先生にして

も、地域のおじさんおばさんにしても、選択肢を

出すだけです。自分で最終決定をして、それに自

分できっちり責任を取るべきです。自分の道は自

分で責任をもって切り開いていくべきだよと、子

どもたちに何気なく伝えられるようにアドバイス

ができればいいと思っております。

廣岡　今のお話にありましたように、一つの人間

関係ですね。実は今日の木原先生のお話の中でや

る気がない目標がない授業が分からない、という

高校生が一番保護者との関係も含めて人間関係を
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築くのが非常に不得手、苦手です。だから、相談

がしにくいとか、そういった状況もあります。で

すから、釣さんのような友達のお母さんがいて、

そういうふうに相談できるというのは大きな人間

関係の一つであり、きずなだと思います。

では、学校の中でそういう人間関係を教師と生

徒でつくるということで、篠原先生にお話をお伺

いしたいと思います。

篠原　それでは、われわれ教員がどういうかかわ

りをするのか。それから、保護者の方にはこうし

ていただけたらなあ、ということ、それから生徒

さんにはこうしてほしいなあという三つのことを

お話しさせいただきたいと思います。

この春、ある生徒が本校に合格しまして、本当

に喜ばしい話ですが、何かちょっとようすがおか

しい。聞いてみると、「入学を辞退したい」と言っ

てきました。それは制服が買えないからです。そ

ういう家庭の状況がありました。その件について

は、分割でゆっくり払っていきましょう、という

話で落ち着いて無事入学をしてきました。そうい

う家庭が非常に多いです。

そこで、われわれがすることの一つ目は、ちゃ

んとした就学支援ができる。例えば、授業料の免

除であったり、奨学金のことなどをちゃんと説明

をしてやる必要があるのではないか。それが１点

目です。

それから二つ目です。高度経済成長が終わっ

て、時代がちょっと変わってきているというの

は、皆さんご存知だと思います。第二次産業が主

であったころから、第三次産業が主の時代に変

わってきています。もう情報知識社会ということ

になっています。ということは、ものをつくる第

二次産業の仕事が日本になくなってきています。

ということは、ある程度高いレベルのことを教育

にしてやる必要があるのではないか。それは、家

の人が高卒だからお前も高卒でええわ、ではなく

て、そういう意味での格差の再生産を防ぐ。就職

の枠が減っている中で進学も含めてそういう高い

レベルの教育をするカリキュラムを作る必要があ

るのではないか。

三つ目は、学校が居場所になるようにしてやる

ことが必要なのではないか。教師が授業でかかわ

り、部活でかかわり、クラス担任でかかわる。そ

んなことで、本当にかかわってやる。そんな中で

学校の生活リズムを作ってやることが、彼らにとっ

てプラスになるのではないかと考えております。

授業が分からないからしんどいわ、にならない

ように工夫することはたくさんあります。私が実

践しておりますのは、４人１組のグループを使っ

て授業をやっています。そうするとなかなか教員

に聞けないことを友達になら聞けます。それか

ら、よくできる子があんまりできない子に教えて

やることによって、できない子はできるようにな

るし、できる子は教えることによってまた自分で

進化していく。そんなことで、うちの校長はそれ

を授業の人間化だと言っています。まさにそうい

うことだと思います。そういう実践をやって学校

が居場所になるようにしています。

もう一つは正しい判断ができるような材料をた

くさんもってもらうために、多様な体験活動がで

きるようなカリキュラムを組む。それがわれわれ

にとってするべきことではないかな、と考えてお

ります。

その次に、保護者の方にこうあってほしいなあ

と思うことは一つです。よく「かわいい子には旅

をさせろ」と言います。ぜひ、そうしてください。

先ほど釣さんがおっしゃいましたが、安易な妥協

をして「ここでええわ」ということで決めること

が多い。ぜひ、それにノーと言える強い意志を皆

様方にもっていただきたい。努力をして報われる

のは稀なことです。努力をしても報われない挫折

感も彼らにとってはすごく大事なことだと思いま

す。努力もせずに大学を決めた。それはやっぱり、

あまり良くないのではないかと思います。ぜひ、

努力をさせて、安易な進路選択をさせないような

強い心を保護者の方にぜひもっていただきたいと

思います。ですから、高卒時点で旅立つ準備をさ

せていいただきたい。例えばご飯を作れるように

するとか、いろんなことを子どもたちにさしてい

ただいたらと思っております。

そ れ か ら 生 徒 諸 君 に 対 し て 思 う こ と は、

２万８，０００という数字は何の数字がお分りでしょう

か。日本には２万８，０００種類の職業があります。こ

の中から自分に合う職業はなかなか見つけられな

い。イチロー選手などはプロ野球選手になって非

常にあっているのではないかと思いますが、普通

の人はなかなか見つからない。そうすると、社会

が求める職業を考えていく必要があります。
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その中で私が最近思うのは、出会いは人も人生

も変えていきます。最近、私はこれを強く感じま

す。私は１９年から兵庫教育大学教職大学院に行か

せていただきまして、廣岡先生に２年間お世話に

なりました。廣岡先生に学んで変わった部分もあ

ります。それから、校長からも今いろいろと学ん

でおります。校長との出会いが私の人生を変えた

と言っても過言ではありません。そんなふうに、

生徒諸君もいろんな出会いを求めてほしい。それ

には、大学に進学するとか、第二の故郷というの

か、遠くに行って一人暮らしをするとか、そんな

こともすごく大事ではないと思います。

それから二つ目は、今やっている学校生活の充

実です。今しかできないこと、例えば部活動をしっ

かりやる。友達としっかり遊ぶとか、そんなこと

をしっかりやってほしい。アルバイトで小銭を稼

ぐよりも、大学の特待生で行くとか奨学金をもら

う方がお金も助かります。そのあたりをしっかり

と考えて、今の高校生活をしっかり充実させてほ

しいと思います。

最後に、安易な妥協の話も含めて、ぜひ高校生

諸君に送りたい言葉は、「艱難汝を玉にす」困難を

避けて安易に生きるよりも自ら困難に飛び込んで

いく。失敗も大きな肥やしになるんだ、というこ

とで何とかがんばってやってほしいなと思います。

廣岡　保護者にこうあってほしい、生徒にこう

あってほしい、というお話が出たところで、会場

の保護者の方のご意見があればお伺いしたいと思

います。いかがでしょうか。

この会場にはたくさん校長先生もお見えになっ

ておられますが、たまたまパネリストで篠原さん

が出ていて、夢前高校の「授業の人間化」という

言葉が出てきました。保護者の皆さんはあまりご

存じない言葉だと思います。それを推進されてい

る校長先生がお見えですので、突然のご指名で申

しわけございませんが、ちょっとそのあたりを補

足していただければと思います。

発言者（兵庫県立夢前高等学校長・原）　急に指

名されまして驚いています。

篠原が言いました授業の人間化について、少し補

足をしたいと思います。私の担当教科は英語です。

英語や数学の授業は生徒も構えています。どの教科

も大切ですが、特に保護者の方は「英語、数学はやっ

ておけよ」と言います。そうしますと、英語の授業

は嫌いだ、数学の授業は怖い、という生徒がたくさ

んいます。授業中に当てられるのが嫌だとおどおど

している生徒も多いです。そういう中で、子どもた

ちは内にこもる者と、外に出る者がありまして、外

に出るものは先生に逆らいます。ちょっと反抗的な

態度をとったり、当てられないように居眠りをする。

すべて「分りません」で終わっていく子もいます。

それから、こもって内に入る生徒は、その授業にな

ると保健室に行ったり、いろいろな作戦を子どもた

ちは考えています。

そこで、英語の授業は安心して受けられます

よ、数学も安心して受けられますよ、ということ

で、先生が教えるのではなくてコーディネーター

としてのかかわり方をする。つまり、一斉授業ば

かりではなく、授業を先生の代わりに教えてくれ

る生徒たちもたくさんいます。先生は、そういう

生徒同士で教え合う授業をコーディネートしてい

く。そういうような形を授業の人間化と呼んでい

ます。特に本校の篠原はそれを実践してグループ

学習ということでやっています。これが、いろい

ろなところに波及しておりまして、非常にいい効

果が出てきていると思っております。

廣岡　ありがとうございました。学校の方もこう

いうふうにさまざまな方法で子どもたちに迫って

いるということもご理解いただければと思いま

す。ほかに保護者の方でご意見がありませんか。

質問者（会場）　兵庫県立明石清水高等学校の中

野と申します。今日はパネラーの皆さまに大変貴

重ないいお話をたくさんしていただき、ありがと

うございました。親として思うことは、パネラー

の高校生のお二人は高校に入る前からすでに夢を

しっかりともって入学されました。ただ、先ほど

篠原先生が言われましたように、入るときに目的

がなく特に二極分化をしていたり、自己肯定感が

ないという生徒、私の子どももおそらくそうだっ

たと思います。そんな中で２万８，０００もある職種

を選択するときに、非常に大きな役割を果たすの

は日々会話している親ではないかと思います。

昨今人気のある職業はほとんど連続ドラマで取

り上げられた職業が出ています。最近、良かった

なと思ったのは、ヘルパーさんの番組があり人気

を取り戻したらいいのではないか。そんな中問題

を起こした芸能人が介護士になるという話も出て

きています。
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親としてどんな職業の選択があるのか。これば

かりは学校の先生も将来一教師であってほかの職

業をご存じない方ばかりではないかと思います。

私どもにしても、第二次産業の製造業だけをやっ

てきたサラリーマンなので、他の仕事もできない

です。しかし、これからの時代は情報は子どもの

方がよく知っているのではないか。例えばネット

で調べて、そこからいろんな仕事を見つけて、こ

んな仕事もあるんだよ、という情報を手に入れる

ための学校教育もあっていいのではないか。情報

をもつ必要ではなくて、手に入れる手段を教え込

むのが一番大事ではないかと思っております。ま

た、親としてのＩＴとのかかわりをお二人のＰＴ

Ａの会長さんと先生にもお聞きしたいと思います。

大西　うちの場合は、最近高３の秋になって子ど

も用のパソコンを買いました。というのは、今ま

で塾には行ってなかったのですが、最近は映像に

よる教材の配信という技術もあり、それを活用す

るためです。私はパソコンを持っていますから、

子どものパソコンとは分けるべきだと思っていま

す。どっちみち大学に入るといると思いまして、

安いのを買いました。そして、フィルタリングを

かけようとしたら、子どものほうが先にパスワー

ドを設定して、パスワードを教えないですね。そ

れを説得したのですが、「そんなのは自分で判断

できる。だから、自分で全部管理する」と言って

いましたので了解しました。最終的に全部自分に

責任がかかってきますので、結果は自己責任とい

うことで任せています。

釣　親とＩＴということですが、正直子どものほ

うが詳しいです。子どもたちは学校から「これを

インターネットで調べてきなさい」という課題も

出るようですので、パソコンは必需品です。我が

家も少し前までは、パソコンを買ったら、まず子

どもたちがパスワードを入れる前に私がフィルタ

リングソフトをちゃんと入れていたのですが、だ

んだん文句を言うようになってきました。一番下

の子も中３になりましたので、「ある程度、自分

で考えてやりなさい。そのかわり全部自分に返っ

てくるよ。自己責任のもとでやりなさい」と指導

しております。

廣岡　では、木原先生にお話を伺って最後は締め

たいと思います。

木原　私は先ほどは教える立場、学校で教師の立

場でお話をしました。でも、親の立場ではどうな

んだ、と考えたときに、保護者の方が子どもにい

ろんなことを要求します。こうなってほしい、あ

あなってほしいと。そして、何となく本人が決め

たようにして、本当は親が決めたとおりの方向に

動かしてないかな、と少しだけ感じたりします。

ただ、そういうときにどうしたらいいか、と聞

かれたことがあります。私自身どうだったかとい

うと、極限になったときは、親も全部を捨てるな

と思います。というのは、私は、自分の子どもが

命にかかわる状況だったので、私はとにかく生き

てほしいと思いました。そして、そのときは中学

生でしたので、せめて中学校を出てほしいと思い

ました。その後に大学はどこに行くとか将来どん

な職業とかはまったく考えなかったです。とにか

く生きてほしい。そしてもし可能であれば、もう

一つ欲が言えるのであれば、にっこり笑ってほし

い。それだけの欲に減りました。そしたら、その

後の子どもに対する期待は、大きく減りましたし

何も出てこなくなりました。

ですから、自分の心が揺らいだときには原点に

戻る、ということにしています。人はどんどん欲

張りになっていきますので、そうではない原点に

戻って、例えば、子どもが生まれた瞬間、この子

に何を望んだか、というと、健康であってほし

い。おそらく全員の親がそれを望んだと思うんで

すよ。それ以上のことはたぶん望んでないと思う

んです。何になってほしいとは思わなかったはず

です。そこに戻ったならば、たぶんいろんな大き

すぎる期待とかそういうものはなく、子どもとい

い関係をもてるのかなと思います。ぎりぎりの関

係がもてるのかなと思います。

とにかく、私は枝葉をそぎ落としてしまって、

一番大切なところ、究極にしていくやり方をとっ

ているので、子どもが困ったときにはひたすら話

を聞く側に回っています。というのは、初めは親

ですから、「こうしたら、ああしたら」とたくさ

んアドバイスをしました。そうするとそのうち、

子どもが全部自分で立っている足を中に入れてし

まいました。自分で立たなくなって全部親に聞く

ようになりました。それだったら、その子の人生

ではなくなりますので、もうひたすら聞いて、そ

してどうしたらいいか、というのは本人が決める

べきです。その時のアドバイスも、自分が探して
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きて「これはいいと思う」「あれはいいと思う」

というのを、「そうね、そうね」と聞いてやはり

本人が決めるべきだと私自身は思っています。

それは私がすごい失敗をしたからです。あまり

にも一時期に手取り足取りをやりました。これだ

けつまずいた子なので、あとはみんなに早く追い

つかせようという焦りがありましたので、何でも

かんでもやりましたが、それは間違っていたと思

いました。それからは１日に３時間や４時間は話

を聞きました。ひたすら聞きました。仕事終わっ

て、３時間４時間ですからめちゃくちゃ苦しいで

す。けれども、その中で、子どもが精神的に自立

するのを待ちました。もしかしたら、子どもさん

たちの将来は、そういった聞く側の親が一つの核

なのかなと思います。ほかのことはたぶん小さい

ことかなと思います。私はざっくり見るタイプな

のでそういった感想を抱きながら聞いていまし

た。

子どもたちは、今、選択肢が多くて苦しんでい

ると思いました。それは、昔から見ると恵まれた

状況ではありますが、苦しいのにかわりはありま

せんので、そこでたくさん回り道をしてほしいな

と思います。短い期間で見たら回り道ですが、人

生の長い期間で見たらそれはすごく豊かな深い人

生になりますので、すごくいいことになります。

だから、たくさんの回り道をしていただけたら嬉

しいかなと思っています。親も一緒に回り道をし

たらいいかなと私自身は思っています。

廣岡　どうもありがとうございました。これで終

わりにしたいと思います。木原先生には講演から

パネルディスカッションまでお付き合いください

まして、ありがとうございます。また、パネリス

トの方にも感謝申し上げます。どうもありがとう

ございました。
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５　中国・四国地区　（鳥取）

～子どもを取り巻く人間関係の回復と社会環境の充実事業～

「子 ど も た ち の 心 と そ の 背 景 」
～高校生の生活・意識と保護者の支援のあり方～

日　　時　平成２１年１２月５日（金）１２：３０～１６：１５

会　　場　米子全日空ホテル

主　　催　（社）全国高等学校ＰＴＡ連合会

　　　　　鳥取県高等学校ＰＴＡ連合会　鳥取県私立中学高等学校ＰＴＡ連合会

主　　管　中国・四国地区高等学校ＰＴＡ連合会

共　　催　財団法人鳥取県高等学校教育振興会　財団法人鳥取県教育弘済会

後　　援　鳥取県教育委員会　鳥取県高等学校長協会

参 加 者　中国・四国地区各高等学校ＰＴＡ会員及び関係者　３５０名

日　　程　　受付　１２：００～１２：３０

○開会挨拶　１２：３０～

　　　　　　　　　鳥取県高等学校ＰＴＡ連合会副会長	 砂　口　浩　二

○開会行事　挨拶　（社）全国高等学校ＰＴＡ連合会副会長	 荻　荘　　　誠

　　　　　　　　　鳥取県高等学校ＰＴＡ連合会会長	 池　内　勝　彦

　　　　　　祝辞　鳥取県教育委員会西部教育局長	 松　本　敏　浩

○基調講演　１３：００～

　　　　　　演題   「やる気ない、目標ない、授業分からない３ない高校生の現状」

　　　　　　　　　　－全国高等学校ＰＴＡ連合会調査結果の報告と今後の展望－

―ＷＹＳＨプロジェクトの事例紹介―　　　　　　

　　　　　　講師　京都大学大学院医学研究科准教授	 木　原　雅　子　氏

○シンポジウム　１４：４０～

　　　・テーマ　「子どもたちの心とその背景」

　　　　　　　　　　－高校生の生活・意識と保護者の支援のあり方－

　　　・コーディネーター

　　　　　　　京都大学大学院医学研究科准教授	 木　原　雅　子　氏

　　　・シンポジスト

　　　　　　　鳥取県教育委員会西部教育局教育相談員	 足　立　圭　美　氏

　　　　　　　鳥取県立米子工業高等学校ＰＴＡ会長	 遠　藤　泰　子　氏

　　　　　　　鳥取県立米子東高等学校ＰＴＡ副会長	 辻　谷　由　美　氏

　　　　　　　鳥取県立境港総合技術高等学校教頭	 小　澤　敏　正　氏

○閉会挨拶　１６：１０～

　　　　　　　　　鳥取県立倉吉農業高等学校ＰＴＡ会長	 福　田　政　巳

中
国
・
四
国
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本日は、平成２１年度中国・四国地区高等学校ＰＴ

Ａ連合会シンポジウムが豊かな自然に恵まれた米子

の地で開催され、ご来賓として鳥取県教育委員会、

松本敏浩局長様を初め多くのご来賓の皆様に出席を

賜り、またこのように多くの中四国地区の会員の皆

様の参加をいただき、盛大にシンポジウムが開催さ

れますこと心よりお喜び申し上げます。

また、日ごろより社団法人全国高等学校ＰＴＡ

連合会の運営、事業、活動に対しまして多大なる

ご支援、ご協力をいただいていることに対しても

御礼申し上げます。

本連合会は、皆さんご存じのとおり、高等学校

のＰＴＡ活動を通して家庭教育の充実を図り、家

庭、学校、地域社会との連携を深める中で子ども

たちの健全育成を大きな目標とし、数々の教育課

題に取り組み、活動しているところであります。

本日は、京都大学の木原准教授の講演も予定さ

れております。木原准教授におかれましては、常

日ごろから高校生を取り巻く環境を調査分析して

いただき、常に適切なご助言を高Ｐ連にいただい

ているところです。

ＰＴＡ活動の基本は、皆様方の単位ＰＴＡの活

動が基本となっております。薬物の問題やいじめ

の問題、また就職の問題など現在の高校教育、ま

た高校生を取り巻く環境にはさまざまな課題が山

積みとなっております。真に子どもたちのことを

考え、価値観の多様化した時代に合ったＰＴＡの

姿を示しながら一貫性をもった活動をしていくこ

とを皆さんにお願いし、これからも中国・四国地

区が一つとなり子どもたちの応援と全国高等学校

ＰＴＡ連合会に対しても絶大なるご支援、ご協力

をいただきますようお願い申し上げます。 

中四国の各地よりお越しの皆様への歓迎の言葉

をもって、開催県のあいさつとさせていただきま

す。中四国の皆様と、前回ご一緒したのは、７月

の松山大会でした。ＮＨＫでドラマ「坂の上の雲」

が始まりましたが、坂を登れば初夏の青空にうか

ぶ雲の松山から、冬の山陰の曇り空の、鳥取県米

子市にようこそいらっしゃいました。

また、本日の基調講演をしていただく木原先生

の演題は、「やる気ない、目標ない、授業分から

〈 主 催 者 挨 拶 〉

全国高等学校ＰＴＡ連合会副会長　荻　荘　　　誠　

〈 主 幹 県 挨 拶 〉

鳥取県高等学校ＰＴＡ連合会会　池　内　勝　彦　



− 139 −

ない３ない高校生の現状」というちょっと悲しく

なるような、気のめいるような演題ではありま

す。もしかしたら将来の大人の世界に魅力を感じ

ないから、高校生の子どもたちがやる気ない、目

標ない、そのようになってしまっているのでない

かと感じています。

この山陰の地でも異常な事件が続発し、なかな

か明るい気持ちになれない昨今ではありますが、

私たち保護者が漠然と感じております不安につき

まして、全国の高Ｐ連の調査に基づいた科学的な

分析のご講演を聞かせていただくことにより、親

として何ができるのかを、客観的に理解できるの

ではないかと期待しております。

講演とシンポジウムを合わせて約３時間です。

しっかり勉強していただき、中四国の各地と、ま

た鳥取県内各地に明るい気持ちで皆さんが帰って

いただければと思います。本日は、よろしくお願

いいたします。

日ごろより各高等学校におきまして子どもたち

の健全育成に御尽力をいただいております。また、

学校の応援団としてＰＴＡの活動に非常に力を入

れていただいております。感謝を申し上げます。

最近の我が国の状況は非常に厳しい状況でござ

いまして、この山陰両県でもいろいろな事件が起

こっております。子どもをもつ親御さんとしては

非常に心配な状況と思います。

鳥取県の子どもたちもいろいろな調査の中で課

題が見えてきております。特に小学校、中学校の

子どもたちは、思いやりの心、感動する心に課題

がございます。それから全国的にもそうなのです

が、高校生の規範意識、マナーの問題がよく話題

になります。また、子どもたちの生活の中でも自

分の思いをなかなか友達に素直に語れない、人間

関係がうまくつくれない等で悩んでいる生徒もた

くさんおります。

こういった状況を踏まえて鳥取県では、「心とか

らだ　いきいきキャンペーン」というキャンペー

ンを県民を挙げて、多くの県民のご協力を得なが

ら展開をしております。この活動は、子どもたち

の生活の中で朝食はしっかりとろう、学校に行く

ときには服装を整えて出よう、本をたくさん読も

う、外でしっかり遊ぼう、テレビは長い間見ない

ようにしよう、睡眠はしっかりとろうという６つ

の柱を持った運動で、徐々に県民の方に浸透して

いっているのかなという感触をもっております。

また、鳥取県では、特にＪＲ等を利用して通学

する生徒のマナーの問題が数年前大変問題となっ

ておりました。そこで「高校生　さわやか　マナー

アップ運動」というものを、これも多くの県民の

方にご協力いただいて展開をしております。あい

さつ運動を中心にこの運動を展開いたしました。

今は駅構内がかつての状況と全く変わって非常に

いい状況になっております。大人が真剣に動けば

〈 来 賓 祝 辞 〉

鳥取県教育委員会西部教育局長　松　本　敏　浩　
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子どもが変わるという一つの例かなと考えており

ます。

最近の子どもたちはいろいろ心の問題があるわ

けですが、そういった中で家庭と地域と学校が一

体になってというお話はよくされます。子どもた

ちは自己実現をするために頑張っているわけです

が、子どもたちのモチベーションというのは、ま

ずは安心・安全でいたいという願いをもっており

ます。病気ではなく健康で、しかも虐待等を受け

ない、そういった生き方を望んでおります。それ

から友達と仲よくしたい親和的なモチベーション

を持っております。こういったものがかなったと

きに初めて自己実現、勉強しようという気持ちが

起こってくるのだろうと思います。そういった意

味でやはり家庭と学校と地域が一体になる、これ

が子どもたちの健全育成には非常に重要ではない

かなと考えております。

最近高校生が地域で貢献をしている姿をたく

さん見受けます。何点かの例を挙げますと、公民

館の事業と一体となり路地のストップマークづく

り、地域の方々と共に通学路等にコスモスの栽培、

駅前広場にイルミネーション点灯など。このよう

に、高校生の皆さんが非常に質の高い技術で地域

活動を展開してくれています。学校の中で規範意

識、マナーの指導をしてもなかなか子どもたちの

心に響かないが、こういった地域活動を展開する

ことによって子どもたちの正義感であるとか規範

意識が育っていくのではないかなと思っておりま

す。もっともっとこういう活動が広がっていけば

いいなと期待をしているところでございます。

そういった意味で学校と地域のかけ橋になって

いただいておりますＰＴＡの皆様方、これからも

個々の会員のコミュニケーションをしっかりして

いただきまして学校を応援していただきたいと思

います。

【木原】皆さん、よろしくお願いいたします。これ

から９０分間シンポジウムを行いたいと思います。

それでは、ただいまよりシンポジウムを始めさ

せていただきますが、本日のシンポジウムの流れ

について私の方から簡単にご説明させていただき

まして、それからそれぞれのシンポジストのご発

表に移らせていただきたいと思います。

本日のシンポジウムの流れは、まず４人のシン

ポジストの皆様に大体１５分くらいずつお話を伺っ

て、その後、会場の皆様を交えて意見の交流をし

たいと考えています。あまりたくさん時間はとれ

ないと思いますが、これから９０分間よろしくお願

いいたします。

最初のシンポジストの方は、米子工業高校のＰ

ＴＡ会長をなさっている遠藤泰子会長、よろしく

お願いいたします。

〈 シ ン ポ ジ ウ ム 〉

「 子 ど も た ち の 心 と そ の 背 景 」
−高校生の生活・意識と保護者の支援のあり方−

コーディネーター　　木　原　雅　子　　京都大学大学院医学研究科准教授　

シ ン ポ ジ ス ト　　足　立　圭　美　　鳥取県教育委員会西部教育局教育相談員

　　　　　　　　　　遠　藤　泰　子　　鳥取県立米子工業高等学校ＰＴＡ会長

　　　　　　　　　　辻　谷　由　美　　鳥取県立米子東高等学校ＰＴＡ副会長

　　　　　　　　　　小　澤　敏　正　　鳥取県立境港総合技術高等学校教頭
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【遠藤】皆さん、こんにちは。米子工業高等学校

のＰＴＡ会長をさせていただいています遠藤泰子

と申します。きょうは、「子どもたちの心とその

背景」ということで、シンポジストとして今から

１５分間ぐらいお話しさせていただきます。

この会場に来るときに、今日は久しぶりにバス

に乗ってきました。ある停留所から２歳ぐらいの

男の子と小学校２年生ぐらいの女の子を連れた若

いお母さんがバスに乗ってこられました。その親

子が乗ってきたときには座る座席が２つしかあり

ませんでした。窓際の座席が一つだけあって、そ

の男の子はどうしてもその窓側に座りたかったよ

うです。乗ったとたんそこにお姉ちゃんが先に

座ってしまったものですから、弟は乗ったとたん

から泣き叫ぶわけです。後ろの方にもう一つ席が

あいていまして、お母さんはそこに座って、男の

子を一生懸命ひざに乗せようとするのですが、男

の子はとにかくお姉ちゃんが座ったところに僕が

座ると言ってかなりの勢いで泣き叫びました。お

母さんはどうされるのかなと思ってずっと見てい

たのですが、結局お姉ちゃんをどかせて男の子を

座らせました。その間５分間ぐらいで、他のお客

さんたちもずっと見ていますし、お母さん非常に

困っておられましたが、結局男の子の言うとおり

に席を譲らせました。子どもが小さいときにはこ

のような闘いがいっぱいあって、うちの長男にも

こういうときがあったなと思い出しながらバスに

乗ってこの会場までやってきました。

それでは、私の場合の親子のかかわりの話です

が、少しお話しさせていただきたいと思います。

長男は、今年で２０歳の社会人です。次男は、現

在米子工業高校に通う３年生です。男の子２人

で、長男はやんちゃでしたので、幼稚園からは脱

走する、買い物に行けば欲しいおもちゃとか欲し

いお菓子のところでもう買うまでひっくり返って

だだをこねるような子どもでした。

パワーあふれるこの子どもと接していくうちに

私はあることに気づきました。買い物に行くと

きって大体おなかがすいているときに行くことが

多いですよね。大人の場合でもそうだと思うので

すが、おなかがすいているとき、買い物行くと必

要ないものまでついつい買ってしまうことがよく

あります。しかし、おなかがいっぱいになればと

りあえず心の平常心は保てるのかなということに

気がついて、おなかを満たすことから始めようと

いう私の子育て術が始まりました。しかし、おな

かだけ満たせれば心が安定するのかというと、そ

うではありませんで、男の子は、体も使って体力

を消耗しないと食欲も出ませんので、運動させて

体力を使っておなかをすかせた後、話をしたり躾

をするよう幼児期から気をつけてきました。

言葉で言うのは簡単なのですが、ではそれをど

うやっていったらいいのかと考え、まず親子で参

加できるものにはとにかくどんどん参加しまし

た。自転車リレーとか親子のたこづくりとか、と

にかく体を使うと書いてあると飛びついて、どこ

まででも行ってやりました。一番長く続けている

ことは、鳥取県の大栄町で「すいかマラソン」と

いうのが夏あるのですが、これには２０００年から子

どもたちと出場を続けています。大栄町は青山剛

昌先生という「名探偵コナン」でおなじみの作家

の生誕地でありますので、最初はコナンで興味を

引いて参加させ始めました。そういったところに

出て、とにかく疲れさせる。おなかをすかせる。

そこでおなかを満たして、いろんな話をしていけ

ればいいかなということでやってみました。

もちろんどんどん出ていくのはいいのですが、

当然知らない人ばかりのところに毎回毎回飛び込

んでいくわけで、その中で知らない人たちとかか

わりの第一歩は、挨拶だと思いました。あいさつ

を元気よくすると、その後会話がついてくるので

すね。我が家では今でもずっと続けているのです

が、とにかく「おはよう」、「お帰り」、「いただき

ます」はもちろん、必ずあいさつをするというの

を子どもたちと約束しています。

ＰＴＡの会などでお母さん方から話が出るので
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すが、「おはよう」と「お帰り」は言うが、その

後コミュニケーションが続かないと聞きます。そ

れは子どもたちにも問題があるかもしれません

が、まずは親に問題があって、おはようの後に、

テスト期間だったとすると「おはよう」、「テスト

勉強した？」、「ゆうべ何時に寝た？」という感じ

でいろいろ言いたいのですよね。成績も気になり

ますので本当は言いたいのですが、そこで言って

しまうと、もう子どもの方がお母さんの言う言葉

は常に何々しなさいという言葉が多いから会話は

しないということになるのではないかなと思うの

です。そこで私も極力、思ってはいるのですが、

口には出さないで、「おはよう」、「テスト中だね」

ぐらいでおさめておくようにしています。それで

成績が上がっているかどうかは分かりませんが、

それはそれとして朝からどんぶり飯におみそ汁に

お肉とサラダをガツガツ食べて行くような子ども

におかげさまで育ちました。

次に体力をつけることについてお話させていた

だきます。体を使うのにマラソンや野外の行事に

参加してきました。男の子２人ですから、当然の

ことながら小学校高学年ぐらいからはもう力では

かなわなくなります。力では親よりも自分の方が

上だということがわかる瞬間が子どもにやってく

ると思うのですよね。例えばマラソンなどですと

すぐ追い抜かれてしまいお母さんよりも２分も速

く走ったとか、そういうはっきりした結果が出て

くるのですよね。その結果を私は、家事の手伝い

に使おうと思いました。今では多分共働きの家庭

が多いと思うのですが、女性だけが家事をして、

掃除をして、洗濯をして、料理もする等々とても

大変です。この力を家事にも上手に使っていこう

と思いまして、例えば、今ストーブが出る時期に

なったと思うのですが、灯油などかなり重たいで

すよね。灯油をタンクに入れないといけなかった

り、またタイヤ交換でタイヤを運んだりという重

い物を持つ作業がたくさん出てくるのですが、わ

ざと子どもがいるときにそれをしようとするわけ

です。それで、「あっ、これ重たい」とか言ったり、

「手伝ってほしいな」とかと言うと、「もうしよ

うがないな」と言って手伝ってくれる。そういう

何か小さい一つ一つの場面での会話をしているう

ち、今度は自分の方から気持ちよく冬になったら

タイヤ交換するのを僕がやってあげようかとか、

家具を移動して掃除するときに、僕が移動してあ

げようかというふうに自然に出てくるようになる

のですね。幼児期とか中学生のころまでは、スポー

ツとか野外活動で体力を消費させていたことを、

今度は家の中で自分も家事の役に立っているとい

うところで体力を使わせるというふうにもってい

きました。

先ほどもあいさつの後で小言は言わないように

しているという話をしましたが、ではいつ話した

らいいのかということになると思います。出かけ

るときと帰ってきたときは当然のことながらおな

かがすいていますので、なるべく朝と夕方はやめ

ようと。ですから大体うちの会話の時間は夕食後

が多いのですが、帰ってきて、食事も終わって、

おなかを満たしたところでいろんな話を始めるの

です。いきなりいろんな話を始めるわけにはいき

ませんので、やっぱり子どもの興味があることに

こちらも理解を示そうと入っていかないといけな

いといつも思っていまして、先ほども携帯の話と

か出ましたが、携帯で今できることがすごくたく

さんあるのですよね。多分私たち親世代の使用の

仕方だと、せいぜいメールをして、電話をかけて、

予定をカレンダーに入れるぐらいの機能で終わっ

ていると思うのですが、子どもたちはもっといろ

んな機能を使っていまして、私にはわからないこ

とがいっぱいあるのですよね。そんなことも携帯

をかまっている子どもに何でそんなに携帯をかま

うのと言うのではなくて、何ができるのと聞く。

携帯にしてもそうですし、パソコンにしてもそう

ですし、子どもが今興味を示していることに私の

方も一緒に、完全に理解はできないのですけれど

も、理解を求めてわかろうとする。それを話のきっ

かけにどこで、どうやって、どういう人たちと触

れ合っているのかというような話を交えながら、

いろんな会話をするようにしてきました。

とりとめのないことをいろいろ話してきたので

すが、心を開かせるには、やっぱり子どもの目線

で同じ体験をして子どもが今興味のあることに親

自身も理解を示してやることから始まって、そし

て親が思っていることを子どもにゆっくり話をし

て、こういうことだからということを話ができる

関係が築けると一番いいのではないかなと思いま

した。

きょうの木原先生のお話の中で最後に出産の
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シーンがあったのですが、私も２人の子どもを出

産したときに指を数えました。目が見えるか先生

に聞きました。やっぱりその思いを何歳になって

も思い続けて思いやりをもっていればきっと子ど

もにもそれが伝わって、子どももまた親になった

ときに同じ気持ちになるのではないかなと思いま

した。

そしてビデオの中でも守るという話があったと

思うのですが、守るということもとても大事な言

葉で、今現在私は仕事で食の安全を守る仕事をし

ています。そして長男は、会社の安全を守る仕事

をしています。そして次男は、来春から車の安全

を守る仕事に就くことになりました。今日のお話

の中で私がずっと思ってきたことと今日の先生の

お話ととてもうちの家族の状態とマッチしてい

て、木原先生の貴重な話をお聞きすることができ

て大変よかったと思います。本日はありがとうご

ざいました。

【木原】遠藤会長、ありがとうございました。

大切なことをいくつも今お話しいただきまし

た。１点目がおなかを満たすこと。２点目が体力

を使うこと。３点目があいさつをすること。４点

目は、言い過ぎないこと。５点目は、親の力を超

したときにそれを役立ち感の方にもっていくこ

と。そして６点目は、言うタイミングをちゃんと

はかること。そして子どもの目線に近づいて理解

を示すこと。そして生まれた瞬間の気持ちを大切

にすることというお話をしていただきました。

私、自分の子育てのときに遠藤さんとお知り合

いだったらよかったなと思って、お話をお聞きし

ました。とても参考になりました。ありがとうご

ざいました。

それでは、次のシンポジストの方のご発表に移ら

せていただきたいと思います。米子東高等学校の辻

谷由美副会長さん、よろしくお願いいたします。

【辻谷】皆さん、こんにちは。米子東高校でＰＴ

Ａの副会長しております辻谷と申します。早速で

すが、私には３人の子どもがいます。長女は２１歳

で、高校の１年生のときにはもう将来なりたい仕

事を決めていて、それに向けて２浪して、この春

大学に入りました。２浪目が決まったときは、涙

で滲んだマスカラで目元を真っ黒にしながら悔し

がったのですが、それからさらに１年猛勉強して

夢をかなえるべく今年大学に入りました。

長男も１浪しまして、学校の理科の先生になり

たいといって資格の取れる学部に行ったのです

が、単位の関係で既に学校の先生はあきらめたよ

うです。今はアカペラサークルに入って、この子

は音楽大学に入ったのではないかと思うぐらい発

生練習をするなど、すごく楽しげに学校生活を

送っています。

 そして次男がこの春高校に入りました。今テ

ニス部に入っていまして、朝８時前に家を出て、

帰ってくるのは部活や塾を終えて１０時ごろです。

もう帰ったらかなりくたくたなのでウイークデー

にはゆっくりと話す時間がとれません。彼はジャ

ニーズの嵐が大好きで、テレビで嵐の番組がある

と長時間でも見ていて、親としてはちょっと心配

をしているところですが、今年は紅白歌合戦に出

るので一緒に見ようと楽しみにしています。

さて、鳥取は共働きの家庭が多いのですが、私

は珍しく専業主婦でして、その分暇でしょうとい

うことで、米子市の教育委員であるとか地域の人

権のことであるとか、ごみの分別の推進員など、

いろんな肩書をもっています。

その中で一つ、主任児童委員という子どもを主

にケアする民生委員の仕事をしています。その関

係で今朝、地域の保育園の生活発表会に行かせて

いただきました。１歳児からステージでやるので

すがすごくかわいかったです。ああ、我が子にも

こんなときがあったなと思いながら見ました。ま

た、おじいちゃんもおばあちゃんも含め会場に入

り切れないほどの保護者の方が見えていて、そう

いう愛情に育まれた子どもはちゃんと育っていく

のだろうな、このまま愛情いっぱい受けて育って
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よという思いで参観いたしました。

また、ボランティア活動で警察の方とパトロー

ルもするのですが、その縁で少年サポートセン

ターに行ったときに、問題ある子どもたちが過ご

す部屋を見せていただきました。そこには「たの

しい幼稚園」とか「小学一年生」などの付録や幼

児が遊ぶようなおもちゃがたくさんあって、そこ

で子どもたちは子ども時代を生き直すのだそうで

す。子どもは子どもらしく、子どもとして成長し

てこなければどっかで歯車が狂ってしまうのだと

感じました。いろいろな方のお話を聞き、乳幼児

期の子育てがとても大切で、たとえ親子関係や子

育てがうまくいかなくても中学生までなら修復が

できるのではないかと思っています。

今日は高校生の保護者の皆さんとともに高校生

となった今からでも子育てをやり直すことができ

るのか、これからの支援はどうしたらいいのかを

一緒に考えさせていただければという思いで参加

させていただいております。

私の体験談を２つお話しさせていただきます。

一つは、長女が中学校のときです。私の人生をす

ごく否定するのですね。お母さんみたいな生き方

はつまらないと。数年後、ある先生が「女の子の

思春期は母親を否定するところから始まる」と

おっしゃっていたので、ああ、これだったかと思

いました。もろに否定されまして、もう絶対お母

さんみたいな生き方はしないと。やっぱり私が家

にいるから口うるさくて息詰まり感があったので

しょう。たばこを吸いました。娘がたばこを吸っ

ているということを私の友達が電話で教えてくれ

ました。私はすごく鼻がきくのですが、全然わか

らなかったし、信じられませんでしたが、一応学

校の方にはどうもそういうことがあるらしいの

で、もし何か様子がわかったら教えてくださいと

電話をしました。そしたら次の日、「たばこを吸

われました」と電話があって、校長室に呼ばれて、

保護者がそのとき五、六人集まっていて、これか

らどうしましょうかみたいな話をしたことがあり

ます。家でも、主人と私と子どもと向き合って話

し合いましたが、不満が何だったかということを

はっきり言いませんでした。いまだにちょっと怖

くて聞けないでいます。今日このシンポジウムに

出るよと言うと、「私のたばこの話だね」と娘が

言いました。

もう一つは、長男です。長男が高３のとき、こ

れは受験のストレスだと思います。やはり私が口

うるさかったのだと思うのですが、食卓で話をし

ていて、ダイニングからバーンとドアを閉めて出

て、階段の壁をパンチして上がりました。私は、

「家を壊すな」と叫びました。息子は２階に上がっ

て、中学校の修学旅行で買った木刀で自分の部屋

や机をガンガンたたいて、傷だらけにしてしまい

ました。子どもが使わなくなったらリサイクルに

出そうと思っていたのですが、ちょっと売り物に

ならないほどの傷がついています。そのことをこ

の夏に息子に聞いたときには、やっぱり家がいや

だったと。あのころのことはあんまり話したくな

いと。キレた僕に対してお母さんがキレたことも

またキレる要因であったと言いました。私は、な

るべく冷静に子どもを理解しようと日ごろ思って

いるつもりなのですが、私もやっぱりカッとなっ

て叫んでいたのです。そういうことではいけない

なと思って、次男のときにはそういうふうにはし

ないようにしようと今は思っています。

長男が自分の進路とか将来について考えるとき

に、父親の存在とかおじいちゃん、おばあちゃん

からの期待というのがすごくプレッシャーになっ

ていたと思います。その中にはもちろん私からの

期待もあったのでしょうが、主人やおじいちゃ

ん、おばあちゃんからのプレッシャーというのは

実は私自身も長男と同じようにすごく感じてい

て、専業主婦で子育てを私が中心でしてきたの

で、とにかくこの子を第１志望のいい大学に入れ

ることで結果をみせなくてはと感じていました。

すごく機嫌の悪い息子にどう接したらいいかと

考えましたが、普段どおりでいきましょうと思っ

て、あいさつも、御飯も、普通に接するようにし

ました。すごく悩んだようですが、私自身何とか

なるさの性格ですし、息子もよく話す子なので、

話すうちにだんだん気分がほぐれてきて、どうに

か受験期を乗り越えてきたような気がします。

そこにはやはり家族だけではなくて、長男も次

男もですが、部活を通じて得た友達の存在がすご

く大きくて、そういう仲間が相談に乗ってくれた

り支え合ってくれたのだということを後から子ど

もに聞いてとても感謝をしています。

その息子が夏に帰省してきたときに出来合いの

ものではなく、私が多少手をかけたような料理を



− 145 −

リクエストしてくれました。私すごくレパート

リー少ないので、同じものを繰り返し食べさせ

た、学習させた効果だったのかもしれませんが、

それを食べたいと言ってくれたときには愛情かけ

て、時間かけてつくったものというのは心とか体

に残っていくのかなと思ってうれしく思いまし

た。

親として心がけているのは、遠藤さんも言われ

たように気持ちのいいあいさつから始まる１日で

す。どんなことがあっても、子どもにはちゃんと

行ってらっしゃいと言って優しく送り出します。

主人を送り出すことはあまりありませんが。そこ

はちょっと反省しているところでもあります。

もう一つは、木原先生のお話の中にもありまし

たが、自尊感情ということです。ちょうど昨年中

学校区で人権の研究会があって、ＰＴＡで自尊感

情をテーマにした取り組みを行いました。そこ

で、校区にある保育園、幼稚園、小学校、中学

校、特別支援学校共通の取り組みとして、ありが

とうのメッセージを家族で伝え合い、お互いの自

尊感情を育むということをしました。皆さん御存

じと思いますが、自尊感情というのはお年寄りに

も子どもにもだれにもあるもので、それは高いと

きもあれば低いときもあります。実は学んだこと

で今、一番役にたっているのは年をとった両親と

のつき合い方で、耳が聞こえなくなったとかあれ

これができなくなったということで自尊感情がす

ごく落ちている両親に対して私がどうしてあげれ

ばいいかなというところでとても役に立っていま

す。これは皆さんとともに高齢者を考える会みた

いなことがあればまた一緒に考えていきたいと思

いますが、子どもの自尊感情を育むためには、子

どもを育てる親自身の自尊感情も高くなければな

らないということや優しい声かけ、プラスの言葉

かけ、人と共感することであるとか、そういうこ

とがすごく大切だということがよくわかりました

ので、これからの生活の中で学んだときだけでは

なくて、いつも心に持ちながら子どもや家族に接

していきたいなと思っています。

【木原】辻谷副会長、どうもありがとうございま

した。

とても貴重なお話を聞かせていただきまして、

私も娘をもっていまして激しく母親否定されまし

て、私と同じ職業には絶対つきたくないと全面否

定されたこともありましたが、大分遠回りして、

今は一緒の仕事をしています。女性同士ライバル

ですから、大きく否定されるときが、あるかもし

れないというのは本当におっしゃられたとおりだ

と思いました。どうもありがとうございます。

それでは、３人目のシンポジストの方の西部教

育局で教育相談員をなさっている足立圭美先生に

お話をいただきたいと思います。よろしくお願い

いたします。

【足立】足立でございます。よろしくお願いしま

す。パワーポイントを使わせていただきたいと思

います。私は、鳥取県のスクールカウンセラーを

しております。きょうは、スクールカウンセラー

の立場でお話をさせていただきたいなと思ってい

ます。

鳥取県は、今、高校にも全校スクールカウンセ

ラーを配置しておりまして、小・中・高と全校配

置です。私は西部の高校５校を曜日別に回らせて

頂いています。西部のその他の高校は非常勤のＳ

Ｃがやらせてもらっています。

スクールカウンセラーの仕事は、皆さんもうご

存じだと思いますが、主に生徒さん保護者さんと

の相談面接、それからそれを受けてコンサルテー

ションという言い方をしていますが、先生方と今

後どうしていくかといった方針決定、それから必

要があれば他機関との連携です。他機関というの

は病院や児童相談所、保健所です。

きょうは、スクールカウンセラーとしてのお話

をさせていただきますので、一般的な高校生とい

うよりはむしろ相談に来ている限られたお子さん

の話になるとは思いますが、ご了承いただきたい

と思います。

相談に来る高校生の主な悩みのトップスリーは
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これです。自分自身のこと、学校生活のこと、家

庭のこと、大体この３つに分かれます。

自分自身のことというのは、自分の性格「今ま

でそんなことを考えたこともなかったが、実は自

分はすごく気が弱い」といった、コンプレックス

みたいなものが出てきます。「自分には何ができ

るのだろう、どんな能力があるのだろう」と自分

自身のことに目を向けてきます。それから「自分

は何のために生きているのだろうか、自分が死ん

だら世界はどうなるのだろうか」といった、生き

ている意味を聞く子もふえています。

他には将来に対する不安です。「今までは漠然

と親に勧められるまま、周りに勧められるまま進

路などを決めてきたけれども、これからは自分の

意思で、大学や仕事を決めなければいけない」と。

自分はこうしたい、ああしたいという漠然とした

ものがあったとしても、それが周りの期待と違

う、それをどうしたらいいだろうか。周りの期待

が強ければ強いほど「自分にはできないのではな

いか」と不安になります。

学校生活のことでは「友達とうまくいかない」

「どのグループにも入れない」「自分にとって親友

と呼べる人間がいない、作りたいけど作れない」

というところが１つあります。

勉強についても「これは何のために勉強してい

るのだろうか」とか「自分が勉強についていけな

いとクラスの皆から自分がばかに見られているの

ではないか」とか「この勉強をして自分にとって

将来どう役立つのだろうか」みたいなことを言い

出しますし、部活動だったり先生方に対しての不

満とか批判なども出てきます。自分で「自分はど

んな人間だろう」と思えば思うほど、人に、友達

に、大人にどう見られているのだろうかをすごく

言い出します。

家庭のことでは、私は以前小・中のスクールカ

ウンセラーもしていたのですが、小・中のときに

はそんなに出てこなかった、例えば「実はすごく

お母さんが自分に対して過保護で」とか「過干渉

で」といったことを高校生ぐらいになると言い出

すのが特徴かなと思っています。何か今まではそ

れが普通だと思っていたけれども、どうも自分の

家は普通ではないみたいだ、ということに気がつ

いて、「そのせいで自分は恋愛ができないのでは

ないか」とか、「男の人が怖いのではないか」と

言い出す子がふえてきます。

そこら辺の悩みについて言っている子たちで

も、学校でうまくやっていれば私のところには来

ないのですね。学校でうまくいかないとか体の調

子が何かおかしい、気分がおかしい、それから不

適応感がある、問題行動を起こしてしまうという

ことで私のところに来ます。

体の調子が悪くなるというのは、おなかが痛く

なるとか、今でいう過敏性腸症候群というもので

すね。静かな授業になるとおなかが張っておなか

が鳴るとか、学校に行こうと思うと下痢をしてし

まうといったようなことです。過呼吸といって緊

張すると息がはあはあと苦しくなって息をし過ぎ

てしまってパニックみたいになってしまうとか、

あとは学校のことを考えると頭が痛くなる、眠れ

なくなる、逆に眠り過ぎる、といったことです。

気分がおかしいというのも高校生になると多

い。最近の子は特に多いなと思っているのですが、

やる気が出ない、元気になれない、いらいらして、

なぜか授業中涙が出てしまう、一人でいると落ち

込んで、夜に誰かに助けを求めなければいられな

いといった子がいます。逆にハイテンションの子

もいます。なんでかわからないけれども、なんだ

か気分がおかしいといって来る子もいます。

それから不適応感としては、多いのはやはり不

登校ですね。学校がつまらないとか学校になじめ

ない、それから子どもたちが言うのですが、「友

達はつらくなると近寄るなオーラを出している」

と。だから近寄るなオーラが出ているときは近づ

かないようにしているらしいですが、辛い本人た

ちは辛い顔をして「誰も寄ってきてくれない。やっ

ぱり嫌われているんだ」と思ってしまう。

問題行動というのは、食べ過ぎて吐くとか、食

べないといった摂食障害だったり、リストカット

ですね、それから深夜徘回などもあります。リス

トカットもかみそりで切るというスタンダードな

ものから、かきむしるとか、あるいはシャープペ

ンで自分の太ももを刺すとか、授業中我慢できな

くなるといろいろなことをやっているという子が

来ます。

これらは保護者に相談できるものとできないも

のがあるらしく、例えば涙が出てしまうというこ

とは割合親御さんに言えたり、おなかの調子が、

といったことはご家庭でお話ができるけれども、
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「リストカットだけは絶対に親には言わないで」

という子が多いというのがおもしろいところとい

うか、特徴かなと思っています。

今、私の接している高校生ですごく少ない例な

のですが、その子たちがすごく大切にしている、

信じている考え方がちょっと見えてきているの

で、今回出してみました。

１つには、自己実現をしなければいけないと

思っていることで、自分には何か能力があるの

で、それを開花させて幸せにならなくてはいけな

い、ささいな喜びではいけない、と言う子が多い

です。そしてそれは人に評価してもらって初めて

自分で認められる。だから自分が満足するという

ことではなくて、人の評価が大切だと言う子が多

いです。してはいけないと信じていることは周り

の人と違うこと。人と違うことをすることで目

立ってしまうことはいけないとよく言います。

そこから来る悩みとして「よい子でがんばって

きたけれど、もう無理です。もう何をしていいか

わかりません。もうがんばれません」「今この高

校に通っているのは自分のすべき仕事ではない気

がする」と子どもたちはよく言います。そしてす

ぐにあきらめたくなる。あきらめる。でも何をし

ていいかわからない。自分では決められない。「学

校をやめたいけれども、やめてもやることないか

らバイトをします」みたいなことを言ってきま

す。でも結局自分の満足度では決められないので

自分の決定に対して「自信は全然ない」という子

と、逆に「根拠はないけれども絶対大丈夫」とい

う子がいて「自分はこの学校では絶対むりだが、

やめたら絶対大丈夫」とか「転校して県外に出た

ら絶対大丈夫」と言う。どこからそういう根拠の

ない自信が出てくるのだろうみたいなファンタ

ジーなところが出てくる子がけっこういます。

友人関係で子どもたちが大事なことと信じてい

ることは、みんなと同じようにすることです。み

んなから外れないこと、他の友達にいい人だと思

われること。他人に配慮ができること、リーダー

に逆らわないこと。リーダーというのは、本当の

クラス委員長とかそういうのではなくて、グルー

プの自分たちの決めた、暗黙のリーダーです。こ

の中でなじめればすごく気持ちよく過ごせるので

すが、なかなか本当の自分を出しにくい事も多

い。またとにかく仲間から外れないようにとい

うことで携帯を離せない、連絡があったらすぐ

返信を返さなければと信じていますし、「入学し

た時にこのキャラだったので、もうこのキャラは

変えられません」、「素の自分はすごくシニカルで

ちょっと「はすに構える」ところがあるけれども、

そんなことをやるとほかの友だちに受け入れても

らえないので、もう卒業まで辛いけどこのまじめ

な顔でいきます。何とかバージョンでいきます」

と言う子も多いです。

してはいけないと信じていることは、やっぱり

目立つこと、それから対立や葛藤を表に出すこ

と、わがまま、自己主張。してはいけないとみん

な肝に銘じていまして、とにかく仲よしでいなけ

ればいけない。表面的に仲よしでいることのスト

レスがかかっている。おもしろくなくても笑わな

いと仲間から外れてしまうので、おもしろくなく

ても笑いますし、ちょっと友だちが口げんかをし

たりすると周りの子がストレスに耐えられなかっ

たりしています。

そこから来る問題として、最近は言いたいこと

が出てくるとブログで言うのですね。直接言わな

い。だからとても誤解が多いです。今の子たちは、

自分のブログをもっていてメル友というか、バー

チャルな世界とリアルな友達がぐちゃぐちゃに

なっていまして、普通の友達のことをリアルと言

うのですが「リアルはもう面倒くさいからつき合

わない」「メル友だけが親友」と言っている子も

います。ただ、その子は、そうは言っても学校で

寂しいので、本当に携帯が離せなくて、バイブが

鳴っているかどうかいつも確認しているようなこ

とになります。

問題はリアルとバーチャルの友だちがごちゃご

ちゃになることなのですね。メル友で、会ったこ

とがない子だと「うざくなったら切ればいい」と
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考えているけれども、そこに実際クラスで接して

いる友だちも入って、そのブログを見たりします

ので、例えばブログでうざっ、とか書くと「○○

が△△のことをうざっと書いていたよ」と回り

回って本人の耳に入ることがあって、聞いた本人

が「もう頭にきたからさよなら」といってメール

で返すわけですよ。でも次の日学校で顔を合わ

せる、ブログでは切れたつもりでも実際会ってい

る、でまたトラブルが起こる、という状況が起こっ

ています。

今どきの親子関係の特徴もちょっと書いてみま

した。親御さんが子どもさんと価値観が同じなの

ですね。例えば携帯を離さないようなお子さんの

親御さんは、面接中何回も携帯をのぞいたり、実

際かかってきたりして、実際テーブルに親子で携

帯を置いているような状態があったりとか。

また親御さんが子どものもっているバーチャル

な世界やメディアからの情報を知らない。実際大

人は子どもの携帯の世界を把握しきれていないの

で、どこでどんな情報を子どもが得ているかわか

らないという状態が起こっています。すると親は

「子どもが何考えているかわからない」となって

きて、子どもも子どもで「どうせ親に言ってもわ

からないや」となります。実際にそれで親と子が

対等になってしまう。子どもは別の世界をもって

いるのだけれども、昔と違ってファンタジーの世

界ではなくて、やっぱりバーチャルの世界には大

人が介入していて、そこにお金や消費社会や情報

がかかわっていて、そこでいろんなことが起こる

ので、大人に対してとても早いうちに幻滅をする

ということが起きていて、子どもはそこでまた大

人に対して信頼しにくかったり理想化しにくいと

いう現実が起こっています。

そこから来る問題は、共倒れですね。「お友達

を大切に」と言っているお母さんは我が子が「ク

ラスでなじめない」と言うと一緒に「どうしよう、

どうしよう」となって倒れてしまうことがありま

す。「大丈夫よ」と本当は言ってあげなければい

けない、守ってあげなければいけない立場の親御

さんが子どもに依存する。「あなたがいなければ

私は生きていけない、あなたがいるから私は」み

たいな親御さんは子どもがちょっと秘密をもって

学校のことを言わないと、それですぐ不安になっ

てしまう。子どもが具合が悪くなって「学校休み

たい」と言うと自分が、母親、父親が不安なので

「とにかく行きなさい」とプレッシャーを与え続

ける。高い期待を与え続けるとか、支配をしてし

まうとか、あるいは「もうあなたのことはわから

ない。あなたはあなたの世界があるでしょう」と

突き放すようなことも起こってきています。

そうなると例えば「あいさつは学校で教えてく

れ」とか、「学校でのトラブルはもう私にはどう

しようもできないので、学校でやってください」

みたいな親御さんがふえてきて、「うちの子が学

校へ行かないので朝起こしてください」というお

母さんがいらっしゃって、先生がモーニングコー

ルしたり迎えに行くことも起こっています。

何かすごく悲しいというか、暗い話ばっかりを

してしまったのですが、ちょっと高校生のいいと

ころもお話ししてみます。

大人に比べて高校生は、さっきの価値観みたい

なものの思い込みを変えやすいところがありま

す。友達を大切に、と育てられて、それは本当に

そうだなと思っていても、友達ができなくて不登

校みたいになったときに「１人でもいいじゃん」

みたいなことを誰かが本気で言うと、そうかもし

れないと思うことがあります。これは大人に比べ

て変わりやすいということで、ころころ変えられ

るというわけではないのですが、高校生の子ども

たちのそういう思い込みが変わると体の調子など

もすぐ変わりやすいと。これは大人に比べてすご

く早く出てくれるところでいいところだなと思っ

ています。

それから「自分はどうしたいか」とか「対人関

係はどう結びたいか」とか「家族はこうあるべき

だ」みたいなピュアなところがまだまだ残ってい

て、理想を求めるところが残っていて、これも救

いだろうなと思っています。

これでパワーポイントは終わりですが、結局大

人が共倒れをしないためには、価値観みたいなと

ころを小さく絞り込まないところが大切なのかな

と思っています。例えば成績が大事、勉強が大事、

でもだから学校がつらくなるときには、親御さん

が「まあテストが悪くても死なないでしょう」み

たいな、先生が先ほど言われたようなああいうコ

メントをするだけでお子さんはすごく楽になりま

すし、例えば「お金が大事」な子どもたち、今す

ごくそういうふうになっていますが、その中で「み
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んなで走ると気持ちいいよね」「あいさつすると

気持ちいいよね」と家庭で言ってもらえるという

ような、同じ価値観に縛られないところがすごく

大事なのかなと思って聞いていました。

そうするとやっぱり親御さん自身のというか、

大人の自尊感情だったり大人の価値観の多様性み

たいなところが今後問われるのかなと思っていま

す。以上です。

【木原】足立先生、ありがとうございました。

それでは最後に、小澤敏正先生、ご発表をお願

いいたします。

【小澤】境港総合技術高校の小澤です。よろしく

お願いします。

まず、境港総合技術高校について説明させてい

ただきます。皆さん方が知っておられるのは鬼太

郎のまちです。今、一生懸命ＰＲしていて、本当

にすごい数の観光の方が来られます。そこにあり

ます境港総合技術高校、立ち上がってから７年目

です。前は境港工業高校、境水産高校、それから

もう一つ境高校の家庭科が一緒になって誕生した

学校で６科あります。海洋科、食品科、工業学科

では電気電子科、機械科、そしてビジネス科、福

祉科、本当に特色のある学校です。ですからいろ

いろな生徒がいるのは確かです。

統合前には境港工業高校にいたのですが、生徒

指導をずっとやっていたので、新しい学校になっ

ても生徒指導をやるのだろうなと思っていまし

た。やるからには職員や学校の後押しがないとで

きないので、校長先生とどういう学校にするか相

談をした上で、私が生徒指導を担当することにな

りました。大半の生徒は素直な生徒ですが、事が

起きたときには重大なことが起きます。その実情

をどこまで伝えられるかわかりませんが、話をさ

せていただいて、学校現場はこういうことをやっ

ているのだということを聞いていただきたいなと

思います。

まず、本校で特に力を入れていることの中に、

指導に頭髪・服装検査があります。これはもうど

この学校にも負けないと思いながらやっていま

す。境港工業からやっていた指導です。工業の先

生は男の子には指導できるのですが、学校が統合

されると女の子がたくさん入ってきたので、なか

なか指導できないという状況がありました。指導

の中で「無視される」「うざい」と言われる、さ

らにはその指導から「逃げ回る」という状況も起

こりました。その当時の教頭先生が手をつかんだ

だけで暴力だと言われ、保護者を呼んで説明をし

たこともありました。その教頭先生は工業の教頭

先生でしたから、今まで女の子との接触がほとん

どなかったようです。そのようなことが総合技術

高校になったときに起きました。

また、挨拶運動を徹底して行いました。もう随

分前になりますが徹底したのは、「あいさつは先

生方からしよう」ということです。今は以前とは

違うと思うのですが、１０年ぐらい前は、なかなか

先生方からあいさつすることが少なかったように

思います。今はもう一生懸命先生方があいさつし

ています。そうするとあいさつしない生徒もあい

さつするようになってきました。

それから学校の中では、暴言、暴力、いじめは

絶対許さないと、この基本線を崩さないように職

員の意思統一を図りました。「授業が成り立たな

いような学校には絶対しない。」そういう思いで

やってきました。授業中に携帯電話が鳴ったり、

教室をうろうろしたり、大声でしゃべったり、奇

声を上げる、などということは絶対にない学校に

しなければいけないという思いで取り組んだのが

最初です。

そのためには保護者への理解を得なければいけ

ないと考えました。保護者にどこで伝えたらよい

か、最初しかないので、合格者説明会、それから

入学式の後に、怒鳴るような勢いでその当時しゃ

べっていたように思います。「これはやらせない

でください。」「学校はこうします。」全部説明し
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ました。そして最後に、「聞いてなかったとは言

わせません。」と言いました。そこから始まった

ように思います。このように最初から、保護者と

のやりとりがしっかりできるようにならないと何

も変わらないと思い、やってきました。

そのような中で、「その場その時の見逃さない

指導」という指導方法に出会いました。その指導

方が、「ゼロトレランス」という、アメリカで行

われている指導であるとその当時の校長先生に教

えられました。私も書物を読んだり解説書を読ん

だりしましたが、アメリカは自由なようで自由で

はないのです。徹底して指導します。だから日本

の学校で生徒が歯科健診などで並ぶとワイワイガ

ヤガヤと騒ぐケースがありますが、米国ではひと

言もしゃべらず「シーン」としている。私は見た

わけではないのですが、そんな状況が書いてあっ

たのです。それぐらい徹底してやっている「ゼロ

トレランス」という指導方法。その指導を徹底す

るには回数でした。指導回数をきちんとカウント

して、何回か指導をされると厳重に処分されま

す。アメリカの指導も何回か同じことが繰り返さ

れると学校には居られないのです。支援施設がき

ちっと整備されていますから施設に行かされま

す。うちは日本ですから日本風に、アメリカと同

じようにはできませんので、それをどこまで追求

できるかわかりませんが、一生懸命保護者に理解

を得てやりました。

例えば、携帯電話の使用違反での指導で、数を

重ねると預かりをします。それが何回かあった生

徒に指導していくわけですが、返してほしいとい

うことで「学校をやめた」生徒がいます。学校が

立ち上がった当初でしたから、６年ぐらい前にそ

ういうこともありました。

それから化粧です。何回か指導されると本校は

家庭謹慎です。茶髪もそうですし、態度が悪けれ

ば厳重な指導です。言葉遣いが悪ければ、そうい

うところを教えていかなければいけません。です

からわかる生徒はわかってくれますが、何回も繰

り返す生徒もいます。

そういうことを繰り返しながら指導するなか

で、保護者を呼び出すときに男の子の場合、だい

たい母親が出てきます。母親は電話口でまくし立

ててしゃべられます。お母さんはしゃべられた後

は落ちつきます。私はずっと聞いていて、私がお

母さんの言うことにまず、「よくわかりました。」

と答えます。その後、「いや、うちの学校はこう

ですからよろしくお願いします。」と言うとなぜ

か納得されます。

それから女の子に指導すると、父親が出てくる

場合もあります。そのときの父親はすごいです

よ。「やらせます、しっかりやらせます。」と２回

目ぐらいまでは言われますので、「もう３回目は

ありませんよ。」とおさめます。しかし、３回目

があったときに父親が変わるのです。「うちの子

はやっていない。どこに証拠があるか。」と言っ

てきます。父親は豹変されて、突っ込んでこられ

るのに対し、「気持ちはわかりますが、もう後が

ないと言いましたので、こちらも徹底して指導し

ます。」と言います。本当に後がないのですが、

次をつくったりもしました。そこは日本風にとい

うことでやったわけです。

それから「母親には任せられない」と言う父親

がおられます。電話口で「うちの子の茶髪は地毛

だ。これは元からだ。そういうふうに言っただろ

う。」と。それで、「いや、それは中学校の先生、

小学校の先生に聞きましたが、違うと言っておら

れますよ。」と言うと、「うるさい。」と言い始めて、

「今からそっち行くから待ってろ。」と言って来ら

れないのです。後でよくよく聞いたら、その人は

お母さんの愛人だったとか。

それから校長先生のところへ来て、「うちの子

が不登校になって出てこられないようになったら

おまえの責任だ。」「おまえを自殺に追い込んでや

る。」と大声で叫び、ものすごい勢いで来られま

した。これにはこちらもどうなるかわからないと

思いました。本当に我が子のことを思って「母親

にはもう任せておれない。」という思いがあるの

でしょうが、そういう思いで脅迫してこられたと

いう例はけっこうあります。保護者と十分に話を

し、実際に事件が起きてはいけないという思いで

さまざまな指導の工夫をしました。そして何回も

家庭訪問をした結果、子どもが出てくるように

なって解決はしました。

今、発達障害がある生徒たちが増えています。

個人情報保護ということがあり、その情報がなか

なか伝わってきません。私はこの発達障害がある

生徒が集団への不適応を起こす前に何とかそれを

未然に防ぎたいと思っています。そのため入学前
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から配慮したいと訴え続けてきたのですが、鳥取

県の条例で個人情報は出せないということになっ

ています。配慮を要する生徒に関しては、これは

個人情報というより、生徒のための情報として前

もって知らせてほしいと訴えています。親と本人

の了解が容易に得られないこともあり、伝わって

こないのです。生徒の情報を知らないため、事件

が起きてしまう例もあります。その生徒の背景に

ある情報を知らなかったために、事件が起きてか

ら初めてわかるという状況になってしまいます。

何とかそういうところをいろいろな機関に協力し

ていただいて未然に防いでいこうと思っていると

ころです。

最後になりますが、先ほどスクールカウンセ

ラーの足立さんからも言われましたが、女の子の

指導が困難です。グループ内のリーダーは、問題

が起きれば表面に出てきます。逆に弱い立場の子

は、携帯電話のブログとかメールなどでいじめら

れるということが起こり、学校に来なくなりま

す。目に見えない、水面下で行われているのが実

態です。学校に来なくなった原因は何かと聞いて

もなかなか言えないし、親にも言わない状態にな

ります。いろんな状況が起きてきて学校から離れ

ていきます。今うちの高校でも何人もいます。

そういう状況は各学校でもあると思います。ど

うにかしたいと思うのですが、家庭環境が悪化

し、その原因をつくっているは確かです。両親の

離婚、経済的に不安定、ネグレクト、ＤＶ、祖父

母に育てられる、親の蒸発、などという家庭環境

の生徒が増加しています。３分の１以上、半分近

くが授業料減免を受けています。何とか助けてあ

げたいのですが、その情報を得るため、生徒指導

でありながらスクールカウンセラー、相談員の方

のカウンセリングのような形で聞き取りをしてい

ます。その上で指導をしていかなければと思って

います。

最後になりますが、最終的にいろんなことが学

校で起きてもしっかりと前向きに生活している生

徒はやはり「目標」をもった生徒です。目標をもっ

た生徒は「ぶれない」です。「動じない」という

ことです。女の子同士の、グループ内でもめごと

があってもそんなことは関係ない、そういう気持

ちで日々過し、目標に向かっています。ですから

ぜひご家庭の方でもそういう「目的」「目標づく

り」そして「自分づくり」のアドバイスをしてほ

しいという気持ちでいっぱいです。

現在の社会情勢を考えると、どんどん難しい現

状になりますが、本校ではこのような状況で取り

組んできました。

どうもありがとうございました。

【木原】小澤先生、どうもありがとうございました。

すっかり４人のシンポジストの方のお話に聞き

入っておりまして、会場の皆さんと意見交流をと

思っていたのですが、恐らく１つか２つのご質問

をお受けするぐらいの時間しかありませんが、会

場の皆様からシンポジストの方に対してご質問あ

るいはご意見をお一人かお二人お受けしたいと思

います。

ご質問あるいはご意見の際には、学校名とお名

前をお願いいたします。

それでは、ご質問あるいはご意見ございました

ら、どうぞよろしくお願いいたします。

【会場発言】愛媛県立南宇和高等学校ＰＴＡ会長

の木村です。よろしくお願いします。

 せっかくこういう場ですので、子育てのとこ

ろで会長さん、副会長さんに聞きたいのですが、

ただ今の発表で母親がえらくがんばっておられた

なと思ったのですが、男の子のときにそのときお

やじは何をされていたかなというのをちょっと聞

いてみたいと思って、よろしくお願いします。

【木原】それでは、お答えをよろしくお願いいた

します。

【遠藤】先ほどの話の中でお話ししなかったので

すが、実は私、母子家庭でして、申しわけありま

せん。長男が小学校２年生のときから母子家庭で

すので、実質私が父親役と母親役と両方やってい

るような形で進んでおります。

ただ、いつも子どもたちに言うのは、子どもに
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とって父親は父親ですので、離婚はしたのです

が、あなたたちにとって父親には変わりはないの

で、いつでも話に行っていいし、悩みがあったら

父親に話をしてもいいよということは言っていま

すが、私の性格が元来男に近い性格をしているの

で、けっこう相談も父親よりは私の方にしてきて

くれているようではあります。お答えになってい

たでしょうか。

【木原】ありがとうございます。

では、辻谷さん。

【辻谷】話の中で見送ってもらえない夫の話をし

ました。４年ぐらい前まで、子どもが小さいとき

は主人がすごく忙しくて、子どもが寝てからでな

いと帰らなかったので、中学校ぐらいまでは本当

に子どもとの接点はあまりなかったと思います。

ですが、米子東高は主人の母校なので、子どもが

母校に入ったということで突然教育パパになっ

て、懇談にも突然「僕が行く」といって出かけま

した。また、娘は主人と同じ仕事を目指したので、

いろんなアドバイスを娘にはしてくれました。

息子の進路については、主人は自分の仕事のこと

しかよくわからないので、アドバイスはしてやりた

いけれども、進路については僕はあまりよくわから

ないなと言っていました。でも、すごくいろんなこ

とを知っている人で、すごく穏やかに子どもたちに

も話す人なので、子どもたちもいざというときには

このちゃらんぽらんなお母さんよりお父さんの方が

頼りになると思っていると思います。

【木原】ありがとうございます。

では、あとお一方ご質問あるいはご意見がござ

いましたらお受けしたいと思います。

【会場発言】米子南高等学校の新宮と申します。

遠藤会長と辻谷副会長は友人でございまして、

きょうかなり緊張していて、いつも話していらっ

しゃることがなかなか言葉の中に出てこなかった

ので、あえて私の方から友人として聞きたいと思

います。今日のシンポジウムのテーマにあること

を念頭に置いて、今この時代のＰＴＡのあり方に

ついて、どういうあり方が望まれるかについて少

しだけ答えていただけませんでしょうか。お願い

いたします。

【木原】よろしくお願いいたします。

【遠藤】ありがとうございます。新宮さんからこ

んな難しい質問が来るとは思いもよりませんで、

大変困っておりますが、高校に子どもを入学させ

たときに一番最初に思ったことなのですが、皆さ

ん、高校生になったら難しくなるから学校に行く

のも面倒くさいし、なるべくかかわらないように

して高校３年間終わってくれたらいいのではない

のという保護者の方が圧倒的に多いのではないか

なと思っています。私は高校生の３年間が一番大

事なときだと思いますので、そういう方たちを一

人でも多く、入学時からＰＴＡの大切さを分かっ

てもらう努力をやっていくのが高校のＰＴＡでは

ないかなと思っておりまして、私自身も２人の子

どもが工業高校にお世話になって、５年間ＰＴＡ

活動をしてきたのですが、その中で１年では変わ

れませんでしたが、地道な声かけをしたり、いろ

んな行事に出てきてもらって、学校にとにかく来

てもらうこと、そういうことを含めて高校生の親

としてどの高校も学校側がすごく一生懸命がん

ばっておられますことを理解し、保護者としての

意識をもうちょっと改革して、開会式で教育委員

会の局長さんからも話がありましたが、家庭と地

域と学校と三位一体でいかないと本当の子どもの

指導はできないのではないかなと思っておりま

す。

【木原】ありがとうございます。

辻谷副会長さん、いかがでしょうか。

【辻谷】新宮さん、ありがとうございます。本当

に難しい質問です。

私の子どもの中学校は、２つの小学校から一つ

の中学校に来ます。役員をさせてもらったのです

が、卒業するまでに名前さえ知らない方がすごく

たくさんおられました。小学校まではＰＴＡ活動

を通じて親同士もつながるチャンスがすごくあっ

たのですが、中学校は子どもが学校に来るなとい

う年ごろだということもあって、つながらなくな

りました。ましてや高校は、保護者は知らない人

だらけですが、ＰＴＡ活動をしてみて、学年とか

超えていろんな方と知り合うことができ私はすご

く楽しいし、いろいろ助けていただいたりする仲

間が出来るので、もっと多くの方に参加していた

だきたいなという思いはあります。校区もとても

広くなりますし、高校のＰＴＡ活動にどんどん参

加者が増えればいいですが、なかなかそういうこ

とになっていない現状はやっぱり憂うべきことだ

なと思います。これからいろんな知恵を出し合っ
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て盛り上げていきたいと思いますので、一緒にが

んばりましょう。答えにはならないと思います

が、お許しください。

【木原】どうもありがとうございました。

それでは、まだご質問もあるかと思いますが、

時間になりましたので、最後に一言だけ、僣越で

はございますが、まとめさせていただきます。

本日、保護者のお立場、学校の先生のお立場、

教育相談員の方のお立場とさまざまなお立場から

貴重なお話を伺いました。そしてその中で共通し

ていたことですが、今子どもたちは人間的なつな

がりが切れかけた社会の中で、つまり大人のセー

フティーネットが穴だらけの環境の中で危なっか

しく生きているような気がします。つらそうにし

ている子はもちろんのことですが、表面は明るく

元気に振る舞っている子も実は先ほどの足立先生

のお言葉ではないのですが、さまざまな悩みを抱

えてもがいています。社会が便利になればなるほ

ど人と人とのつながり、それから助け合う必要が

なくなってきます。今後も社会はさらに便利にな

ると思いますが、こういう時代だからこそ私たち

一人一人が、多分ボーッとしていたらつながらな

いと思うのです。先ほども言われたように、意識

してさまざまな角度から子どもたちの周りに人と

人とのつながりをつくっていくことが必要だとい

うことを今日のシンポジストの方から学んだよう

に感じました。

そして本日のシンポジウムが人と人とのつなが

りの輪を広げるきっかけになればシンポジスト一

同これ以上の幸せはないと考えております。

長時間のご清聴本当にありがとうございまし

た。以上でシンポジウムを終了いたします。
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６　全国５地区開催　子育てシンポジウム参加者アンケート集計結果

＊開催地区…北海道・東京・静岡・兵庫・鳥取　＊参加者…１，１６６　＊アンケート回収数…５９４

１　「子どもの心、その背景」についてヒントが得
られましたか

①　得られた ５２０ ９０

②　どちらとも言えない ３９ ７

③　得られなかった ６ １

④　その他 １１ ２

（「得られた」の記述内容は次ページ）

２　参加して、今後どのように役立つと思われまし
たか　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答）

①　子どものためになる ３３８ ５７

②　自分のためになる ４４４ ７５

③　親たちのためになる ３５１ ５９

④　学校のためになる ９９ １７

⑤　教師のためになる １１４ １９

⑥　社会のためになる １４２ ２４

⑦　その他 １３ ２

３　参加して良かったと思われることは何でしたか
（複数回答）

①　シンポジウムの企画運営等 １４７ ２５

②　アンケート調査結果等 １９１ ３２

③　高校生の人間関係について ２７３ ４６

④　講師の意見・講評について ３２３ ５４

⑤　参加者の意見・講評について ５８ １０

⑥　高Ｐ連の活動活動について ２６ ４

⑦　その他　 １２ ２

４　シンポジウムや全国のアンケート調査など、今
後の活動について

①　もっと活発にやるべきだ ２５５ ４７

②　現状を維持すべき ２６５ ４８

③　やらなくてもよい ９ ２

④　その他 １９ ３

％

％

％

％

①　９０％

②　７％

③　１％
④　２％

①　４７％

②　４８％

③　２％ ④　３％

①

５７％

⑦

２％

⑥

２４％⑤

１９％
④

１７％

②

７５％

③

５９％

８０

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

①

２５％

②

３２％

③

４６％

④

５４％

⑤

１０％ ⑥

４％
⑦

２％
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シンポジウム終了後のアンケートに記入された代表的な意見・感想

（多くの自由記述をいただきましたが、主な意見・感想として次のようにまとめました。）

１　シンポジウム参加で得られた「子どもたちの心とその背景」のヒント

・あらためて、今の子どもが抱えている問題や大人が果たすべき役割を考えさせられた。

・子どもたちの本当の心の中を、心の叫びを聞いてみたいと思った。

・保護者・子ども共に自己肯定感、自尊感情をもつことが大切である。

・ぼんやりと感じていたことが、科学的データの裏づけでよくわかって再確認できた。

・自らの子育てを肯定・反省し、自分から変わって明るく生活したい。

・今まで以上に子どもに本気で向き合おうと思った。

・大人の都合や押しつけで子どもの成長をつぶしてはいけないと思った。

・保護者と子どもの信頼関係がいかに大切かをあらためて自覚した。

２　講師、コーディネーター、パネリストの方々への意見

（今年度は、５地区会場の基調講演の講師は全て木原雅子准教授であった。）

・講話がわかりやすくて、心にしみた。もっと話しを聞きたかった。

・講話は感動的であった。もっと多くの人々に聞かせたかった。

・まじめに本気で子どもに向き合うことの大切さを教えられた。

・日頃の会話の一言ひとことの大切さをあらためて認識した。

・ＷＹＳＨ教育はすばらしい。大勢に知らせたい。

・講演から、「命を守ること」「生きること」をあらためて考えさせられた。

・パネリストそれぞれに子育ての大変さ、重さを分かって話しをしていて共感をもった。

・パネリストの方々のご意見はたいへん参考になった。

３　高等学校ＰＴＡ活動に対するご意見

・ＰＴＡ活動をもっと大勢に周知すべきであり、多くの人に参加してほしい。

・ＰＴＡ活動・シンポジウムなどにもっと男性を参加させたい。

・生徒たちとの交流の場、生徒の声を聞ける企画をもってほしい。

・今後ともこのような企画を実施してほしい。

・小・中学校と連携することも大切ではないか。

・ＷＹＳＨ教育を学校の先生たちの研修に取り入れてもらうようにしてほしい。
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あ　と　が　き

㈳全国高等学校ＰＴＡ連合会　　　　　　

健全育成委員会委員長　深　澤　資　弘

本年度全高Ｐ連は過去３カ年にわたる調査研究を踏まえ、「子どもを取り巻く人間関係の回

復と社会環境の充実事業」をまとめてまいりました。

今回は全国７，２００名の生徒を対象にアンケート調査を行うとともに５地区においてシンポジ

ウムを開催し、現代の高校生がかかえている問題、高校生にかかってきている問題をどう解決

していくのか研究・討議しました。

近年子どもたちの置かれている環境は調査によっても明白になっておりますし、ますます悪

化していることは否めません。まず問題視しなければならないことは、「人間的つながりの希

薄化」だと感じられます。しかし、我々が研究したことによりそこから抜け出す糸口を見いだ

すことができたなら、そこに成果をみることができるのでしょう。

この報告書がそれぞれの立場で足踏みをしている各位にとって、一歩踏み出すことができる

材料になることと確信しております。調査結果や考察・現状をしっかり把握して、悩み苦しん

でいる子どもたちの助けになるよう本書がさまざまな場面で活用されることを願っておりま

す。

本年度の調査研究にあたり、文部科学省から事業委託していただき、また京都大学大学院准

教授木原雅子医学博士を中心としたスタッフが活躍されたことで、一層の深みを増すことがで

きたことを感謝いたします。

最後に、協力者委員会の皆さま、健全育成委員会の皆さまのご協力により今年度もすばらし

い研究調査ができましたことにあらためて御礼を申し上げます。

平成２２年３月　






